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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA Technologies の製品は以下のとおりで

す。 

■ CA Spectrum®（CA Spectrum） 

■ CA Spectrum® Report Manager 

■ CA Spectrum® Network Configuration Manager （NCM） 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 

 
 

FIPS 140-2 への準拠 

FIPS 140-2 への準拠に関する最新の更新については、以下の Web サイトに

アクセスしてください。 

http://ca.com/support  
 

http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
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第 1 章： システム要件 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Windows のシステム要件 (P. 11) 

Linux のシステム要件 (P. 14) 

Solaris のシステム要件 (P. 18) 

システム設定 (P. 23) 

システム サポートとセットアップに関する注意事項 (P. 26) 

OneClick に関する注意事項 (P. 28) 
 

Windows のシステム要件 

Windows サポート 

以下の表に、Microsoft Windows オペレーティング システムの CA Spectrum 

サポートの概要を示します。 

 

オペレーティング システム Spectro 
SERVER 

OneClick 

サーバ 
OneClick クライ

アント 

CABI バー

ジョン * 

Windows Server 2008 SP2 

（32 ビット、または 64 ビット） 
はい はい はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

r3.3 

Windows Server 2008 R2 SP1 

（64 ビット） 
はい はい はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

r3.3 

Windows Server 2012 はい はい はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

r3.3 
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オペレーティング システム Spectro 
SERVER 

OneClick 

サーバ 
OneClick クライ

アント 

CABI バー

ジョン * 
 

Windows Vista 

（32 ビット、または 64 ビット） 

 

いいえ 

 

いいえ 

 

はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

 

いいえ 

Windows 7 

（32 ビット、または 64 ビット） 
いいえ いいえ はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

いいえ 

 

Windows 8 

（32 ビット、または 64 ビット） 

 

いいえ 

 

いいえ 

 

はい 

（32 ビットま

たは 64 ビット 

JRE） 

 

いいえ 

* Report Manager はレポート配信エンジンとして CABI r3.3 を使用します。  

注： CABI r3.3 がサポートするプラットフォームの詳細については、CABI 

r3.3 インストール メディアで提供されるサポート対象プラットフォーム

のドキュメントを参照してください。 
 

Windows の SpectroSERVER および OneClick サーバ要件 

以下の表に、Windows プラットフォームでの SpectroSERVER および 

OneClick サーバのシステム要件を示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ Windows Server 2008 SP2 （32 ビットおよび 64 ビット） 

■ Windows Server 2008 R2 SP1 （64 ビット） 

■ Windows Server 2012 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 
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コンポーネント 要件  
 

ビデオ システム 

 

■ 解像度 1024x768 ピクセル、32 ビット カラーをサポートするビ

デオ カード 

■ 20 インチ以上のモニタ 

PDF のドキュメント 

ビューア 

Acrobat Reader X 以降。 

重要：  文字フォント カラーを白に設定しないでください。 このフォント 

カラーを白に設定すると、インストール時に画面の文字が読めなくなる場

合があります。 
 

Windows の OneClick クライアント要件 

以下の表に、Windows プラットフォームの OneClick クライアント要件のリ

ストを示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ Windows Server 2008 SP2 

■ Windows Server 2008 R2 SP1 

■ Windows Server 2012 

■ Windows Vista 

■ Windows 7 

■ Windows 8 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 
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コンポーネント 要件  
 

Java コンポーネント 

 

Java 2 Runtime Environment （JRE）バージョン 1.7.0_21 （32 ビット

または 64 ビット）以降。 （JRE 1.7.0_21 は OneClick からダウンロー

ドが可能です。） 

Web ブラウザ ■ Firefox 10.0 以降 

■ Internet Explorer バージョン 8.0 以降 

注： Internet Explorer 10 にはいくつかの特別な要件があります。 詳

細については、「OneClick に関する注意事項 (P. 28)」を参照してく

ださい。 
 

Linux のシステム要件 

Linux サポート 

以下の表に、Linux オペレーティング システムの CA Spectrum サポートの

概要を示します。 

 

オペレーティング システム SpectroSERVE
R 

OneClick サー

バ 

OneClick クライア

ント 

CABI バージョ

ン * 
 

Red Hat® Enterprise Linux® 5.x 

（32 ビット、または 64 ビット） 

 

はい 

 

はい 

 

はい 

（32 ビットまた

は 64 ビット 

JRE） 

 

r3.3 

Red Hat Enterprise Linux 6.x 

（32 ビット、または 64 ビット） 
はい はい はい 

（32 ビットまた

は 64 ビット 

JRE） 

r3.3 

* Report Manager はレポート配信エンジンとして CABI r3.3 を使用します。  

注： CABI r3.3 がサポートするプラットフォームの詳細については、CABI 

r3.3 インストール メディアで提供されるサポート対象プラットフォーム

のドキュメントを参照してください。 
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Linux の SpectroSERVER および OneClick サーバ要件 

以下の表に、Linux プラットフォームでの SpectroSERVER および OneClick 

サーバのシステム要件を示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.x （32 ビットおよび 64 ビット） 

■ Red Hat Enterprise Linux 6.x （32 ビットおよび 64 ビット） 

■ X ベースのデスクトップ環境（KDE、GNOME など） 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

グラフィカル ユーザ イン

ターフェース 

Motif （32 ビット）。  

注： モチーフは分散インストールには必要ではありません。 

ビデオ システム ■ 解像度 1024x768 ピクセル、32 ビット カラーをサポートするビ

デオ カード 

■ 20 インチ以上のモニタ 
 

PDF のドキュメント 

ビューア 

 

Acrobat Reader X 以降 

パッケージ 以下の「必要なパッケージ」を参照してください。 

重要：  文字フォント カラーを白に設定しないでください。 このフォント 

カラーを白に設定すると、インストール時に画面の文字が読めなくなる場

合があります。 

必要なパッケージ 

注： 識別のため、Red Hat Enterprise Linux 用の 32 ビット RPM には「i386」

または「i686」が含まれます。 64 ビット RPM には「x86_64」が含まれま

す。 
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Red Hat Enterprise Linux 5.x および 6.x サーバ（32 ビットまたは 64 ビット）

については、以下の RPM および依存関係をインストールします。 

■ openmotif 

■ elfutils-libelf  

■ libaio （MySQL v5.5、データベース用の MySQL バージョンに必要）。 
 

Red Hat Enterprise Linux 5.x または 6.x （32 ビットまたは 64 ビット）につい

ては、他の依存 RPM パッケージが必要になることもあります。 

■ glibc  

■ nss-softokn-freebl 

■ libICE  
 

■ libSM  

■ libX11  

■ libXext  

■ libXft  

■ libXmu  
 

■ libXp  

■ libXrender  

■ libXt  

■ fontconfig  

■ freetype  

■ libjpeg  

■ libpng  

■ libuuid  
 

■ libxcb  

■ libXau  

■ expat  

■ zlib 

■ libstdc++  

■ libgcc 
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■ libXi  

■ libXtst 

■ ncurses 

■ elfutils-libelf 

■ xorg-x11-fonts-misc 

Red Hat Enterprise Linux 6.x （32 ビットまたは 64 ビット）については、以

下の RPM パッケージが必要になることもあります。 

■ ncurses-lib 
 

Linux の OneClick クライアント要件 

以下の表に、Linux プラットフォームの OneClick クライアント要件のリス

トを示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.x （32 ビットおよび 64 ビット） 

■ Red Hat Enterprise Linux 6.x （32 ビットおよび 64 ビット） 

■ X ベースのデスクトップ環境（KDE、GNOME など） 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

グラフィカル ユーザ イン

ターフェース 

JRE がサポートする X11 システム 

 

Java コンポーネント 

 

Java 2 Runtime Environment （JRE）バージョン 1.7.0_21 （32 ビット

または 64 ビット）以降。 （JRE 1.7.0_21 は OneClick からダウンロー

ドが可能です。） 

Web ブラウザ Firefox 10.0 以降。 
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Solaris のシステム要件 

Solaris サポート 

以下の表に、Oracle Solaris オペレーティング システムの CA Spectrum サ

ポートの概要を示します。 

 

オペレーティング シス

テム 

SpectroSERVER OneClick サー

バ 

OneClick クライアン

ト 

CABI バージョン * 

Solaris 10 はい はい はい 

（32 ビットまた

は 64 ビット JRE） 

r3.3 

Solaris 11 はい はい はい 

（32 ビットまた

は 64 ビット JRE） 

r3.3 

* Report Manager はレポート配信エンジンとして CABI r3.3 を使用します。  

注： CABI r3.3 がサポートするプラットフォームの詳細については、CABI 

r3.3 インストール メディアで提供されるサポート対象プラットフォーム

のドキュメントを参照してください。 
 

Solaris の SpectroSERVER および OneClick サーバ要件 

以下の表に、Solaris プラットフォームでの SpectroSERVER および CA 

Spectrum サーバのシステム要件を示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ CDE を備えた Solaris 10 

■ Solaris 11 

■ X ベースのデスクトップ環境（GNOME など） 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23)  設定および管理デバイスの数によって異なります。 
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コンポーネント 要件  

グラフィカル ユーザ イン

ターフェース 

Motif （32 ビット）。  

注： モチーフは分散インストールには必要ではありません。 

ビデオ システム ■ 解像度 1024x768 ピクセル、65000 色表示をサポートする 24 

ビット カラー グラフィック システム 

■ 20 インチ以上のモニタ 

PDF のドキュメント 

ビューア 

Adobe Reader X 以降  

パッケージ 以下の「必要なパッケージ」および「SPECTRUM Report Console に必

要なパッケージ」を参照してください。 

パッチ（最低限必要なバー

ジョンを指定) 

Solaris 10： 

■ 119963-04 SunOS 5.10： C++ 用の共有ライブラリ パッチ 

■ 118833-36 SunOS 5.10： カーネル パッチ 

■ 119578-30 SunOS 5.10： FMA パッチ（118833-36 で必要) 

■ 119042-09 SunOS 5.10： usr、sbin、svccfg パッチ（118833-36 で

必要) 
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重要：  文字フォント カラーを白に設定しないでください。 このフォント 

カラーを白に設定すると、インストール時に画面の文字が読めなくなる場

合があります。 

必要なパッケージ 

Solaris 10 

以下のパッケージを SpectroSERVER および OneClick サーバにインストール

します。 

■ SUNWdtwm 

■ SUNWdtbas 

■ SUNWzlib 

最新のパッチセットを備えた Solaris 10 Sparc サーバを更新します。 パッチ

セットをダウンロードし、それらの Readme を参照するには、以下のリン

クを使用します。  

■ MOS にログインして以下のパッチをダウンロードします。
https://updates.oracle.com/patch_cluster/10_Recommended.zip  

■ Readme ファイルをダウンロードするためにログインは不要です。 
https://updates.oracle.com/patch_cluster/10_Recommended.README  

Solaris 11 

以下のパッケージを SpectroSERVER および OneClick サーバにインストール

します。 

■ SUNWxorg-client-programs 

■ SUNWarc 

■ SUNWhea 

■ SUNWsprot 

■ SUNWmfrun 

Solaris 11 コンソールまたは端末で以下のパッケージを実行します。 

■ pkg install SUNWxorg-clientlibs 

■ pkg install SUNWmfrun 

SPECTRUM Report Console に必要なパッケージ 

Solaris 10 

https://updates.oracle.com/patch_cluster/10_Recommended.zip
https://updates.oracle.com/patch_cluster/10_Recommended.README
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以下のパッケージを Report Manager サーバにインストールします。 

■ SUNWgzip 

■ SUNWscpu 

■ SUNWbash 

■ SUNWbcp 

■ SUNWxcu4 

■ SUNWxwfnt 

■ SUNWxwplt 

■ SUNWlibC 

■ SUNWeu8os 

■ SUNWeuluf 

■ SUNWuiu8 

■ SUNWulcf 

■ SUNWmfrun 

■ SUNWxwice 

Solaris 11 

以下のパッケージを Report Manager サーバにインストールします。 

■ SUNWgzip 

■ SUNWbash 

■ SUNWxwplt 

■ SUNWlibC 

■ SUNWuiu8 

■ SUNWmfrun 

■ SUNWxwice 
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Solaris の OneClick クライアント要件 

以下の表に、Solaris プラットフォームの OneClick クライアント要件のリス

トを示します。 

 

コンポーネント 要件  
 

オペレーティング システ

ム 

 

■ CDE を備えた Solaris 10 

■ Solaris 11 

■ X ベースのデスクトップ環境（GNOME など） 

メモリ（RAM） (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

プロセッサ (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

ディスク容量 (P. 23) 設定および管理デバイスの数によって異なります。 

グラフィカル ユーザ イン

ターフェース 

JRE がサポートする X11 システム 

 

Java コンポーネント 

 

Java 2 Runtime Environment （JRE）バージョン 1.7.0_21 （32 ビット

または 64 ビット）以降。 （JRE 1.7.0_21 は OneClick からダウンロー

ドが可能です。） 

Web ブラウザ Firefox 10.0 以降 
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システム設定 

このセクション内の設定テーブルは、最大効率で CA Spectrum を実行する

ためにガイドラインを提供します。 最適なシステム パフォーマンスを達

成できるのは、すべてのリソースが非常に堅牢で、1 つのリソースによっ

て他のリソースが制限されない場合だけです。 システム リソースにはメ

モリ、プロセッサ速度およびディスク容量が含まれます。 

注： ネットワークに最適な設定を決める際に詳しいアドバイスが必要な

場合、サポートまたは営業担当者にお問合わせください。 

以下に示す複雑さおよび変数のために、すべてのユーザ用にすべての設定

とシステム要件を定義することはできません。 

■ ポーリング周期 

■ デバイス タイプ 

■ ネットワーク内のデバイスの数 

重要：  単一 CPU 上で動作する SpectroSERVER ホスト システムに OneClick 

をインストールした場合、SpectroSERVER および OneClick の両方のパ

フォーマンスが低下する可能性があります。 両方のパフォーマンスを最

大化するには、OneClick を別の専用コンピュータにインストールすること

をお勧めします。 SpectroSERVER コンポーネントをアップグレードする場

合、OneClick のアップグレードも必要になる場合があります。 
 

詳細情報：  

Linux のシステム要件 (P. 14) 

Windows のシステム要件 (P. 11) 

Solaris のシステム要件 (P. 18) 
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SpectroSERVER および OneClick 

以下の表に、SpectroSERVER および OneClick に必要なシステム設定を示し

ます。 

注： 以下の表の数値は、各ワークステーションで管理されているデバイス

数が 1000 未満、各デバイスの平均ポート数が 24 であると想定しています。 

 

コンポーネント プラットフォーム SpectroSERVER の

み 

OneClick のみ SpectroSERVER お

よび OneClick 

メモリ（RAM） Windows、Solaris、

および Linux 

最尐 4 GB  

8 GB を推奨 

最尐 2 GB 

4 GB を推奨 

最尐 4 GB  

8 GB を推奨 

プロセッサ Windows および 
Linux 

2 GHz 以上のデュ

アル プロセッサ 

2 GHz 以上のデュ

アル プロセッサ 

2.5 GHz 以上の

デュアル プロ

セッサ 

 Solaris Intel ベースでない

プロセッサ 

Intel ベースでない

プロセッサ 

Intel ベースでない

プロセッサ 

ディスク^° Windows、Solaris、

および Linux 

2 つの個別のドラ

イブ： SCSI 10,000 
RPM 

2 つの個別のドラ

イブ： SCSI 10,000 
RPM 

2 つの個別のドラ

イブ： SCSI 10,000 
RPM 

^ ディスク ドライブ： 最適なパフォーマンスを得るには、尐なくとも 2 基

のウルトラワイド 10,000 rpm の SCSI ディスク ドライブを搭載したシステ

ムで CA Spectrum を実行してください。 ディスク 1 には OS と スワップ領

域/仮想メモリを含めます。 ディスク 2 にはすべての 

SpectroSERVER/OneClick コンポーネントを含めます。 

° スワップ/仮想メモリ： スワップ領域および仮想メモリの容量は、物理

メモリの 2 倍または 4 GB のいずれか、小さい方の値に設定します。 
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OneClick と Report Manager 

以下の表に、同じ環境内で Report Manager が実行されている OneClick に必

要なシステム設定を示します。  

注： 以下の表の数値は、各ワークステーションで管理されているデバイス

数が 1000 未満、各デバイスの平均ポート数が 24 であると想定しています。 

 

コンポーネント プラットフォーム OneClick と Report Manager 

メモリ（RAM） Windows、Solaris、および Linux 最尐 4 GB  

8 GB を推奨 

プロセッサ Windows および Linux 2.5 GHz 以上のデュアル プロセッサ 

 Solaris Intel ベースでないプロセッサ 

ディスク °† Windows、Solaris、および Linux 2 つの個別のドライブ： SCSI 10,000 
RPM 

* Report Manager 用に別の専用システムを用意することを強くお勧めしま

す。 ただし、OneClick との同時インストールもサポートされています。 

ª Report Manager は SpectroSERVER を監視している（イベント データと資

産変更データのポーリング）と想定します。 これ以外の場合は 1536 MB で

問題ありません。 
 

^ または Intel x86 1.5 GHz と同等かそれ以上のプロセッサ。 

° ディスク ドライブ： 最適なパフォーマンスを得るには、尐なくとも 2 基

のウルトラワイド 10K RPM の SCSI ディスク ドライブを搭載したシステム

で CA Spectrum を実行してください。 ディスク 1 には OS と スワップ領域/

仮想メモリを含めます。 ディスク 2 には、OneClick/Report Manager のすべ

てのコンポーネントが含まれます。 

† スワップ/仮想メモリ： スワップ領域および仮想メモリの容量は、物理

メモリの 2 倍または 4 GB のいずれか、小さい方の値に設定します。 
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システム サポートとセットアップに関する注意事項 

仮想化環境 

CA Spectrum では、以下の仮想化環境がサポートされています。 

■ Solaris Zone 

■ Windows および Linux の VMWare 

注： CA VMWare のガイドラインの詳細については、
http://supportconnectw.ca.com/public/unicenter/infodocs/vmware_supp.a

sp を参照してください。 
 

同種ローカライゼーションのルール 

同種ローカライゼーションのルールとは、分散 CA Spectrum インストール

のすべてのコンポーネントを、同じオペレーティング システム ロケール

を使用するサーバで実行する必要があることです。 CA Spectrum を、異な

る言語で実行可能な分散サービスのセットではなく、1 言語で実行される 

1 つのアプリケーションと考えてください。  
 

同種ローカライゼーションのルールに従うことによって、異なる通信パス

を経由するデータのアクセスおよび変更がすべて 1 つの一貫した言語を

使用するようになります。 そうでないと、無数の言語が CA Spectrum デー

タベースに格納されることになります。 複数の言語が存在すると、表示、

フォント、検索、並べ替えなど、データに関する問題が発生します。 
 

CA Spectrum をインストールする前に、CA Spectrum プロセスを実行する

サーバでロケールを設定することをお勧めします。 たとえば、ロケーショ

ン サーバ、Processd、SpectroSERVER、OneClick サーバ、クライアント、お

よび Secure Domain Manager などがあります。 
 

ディスクのストライピングと RAID 

ディスク ストライピングまたは RAID（Redundant Array of Independent 

Disks）テクノロジを使用した、ウルトラワイド 10k rpm SCSI ディスク ドラ

イブを複数持つシステムで SPECTRUM を実行すると、最大限のパフォーマ

ンスを得ることができます。 
 

http://supportconnectw.ca.com/public/unicenter/infodocs/vmware_supp.asp
http://supportconnectw.ca.com/public/unicenter/infodocs/vmware_supp.asp
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ディスクのストライピングとは、データを複数のディスク ドライブに分

散する技術です。 RAID とは、フォールト トレランスおよびパフォーマン

ス向上を実現するために 2 つ以上のドライブを組み合わせて使用する

ディスク ドライブ システムです。 
 

Symantec pcAnywhere 

Symantec pcAnywhere™  は、Java のロックを引き起こし、Java アプリケー

ションが起動できなくなることがあります。 Java アプリケーションには 

OneClick コンソール、CA Spectrum コントロール パネル、モデル タイプ エ

ディタおよびパフォーマンス ビューが含まれています。 プロセスは起動

されますが、GUI は表示されません。 pcAnywhere を停止すると、Java ベー

スのアプリケーションが起動され、GUI が正しく表示されます。 
 

この問題を解決するには、http://support.microsoft.com で提供されている 

DirectX のバージョン 9.0B をインストールするか、そのバージョンにアッ

プグレードします。 

別の対策として、インストール前に pcAnywhere のホスト サービスを停止

する方法があります。 CA Spectrum および OneClick をインストールした後、

再度 pcAnywhere Host Service を有効にできます。 
 

アンチウイルス ソフトウェアおよびデータ バックアップ 

CA Spectrum にはアンチウイルス ソフトウェアが搭載されていません。 お

好みのアンチウイルス ソフトウェアをインストールしてネットワーク環

境を保護することを推奨します。 

重要：  データベース破損を回避するには、アンチウイルス ソフトウェアの

ローカル インスタンスまたはリモート インスタンスによるスキャンから、

CA Spectrum インストール領域および CA Spectrum ファイルを除外します。 

CA Spectrum インストール領域には、OneClick および Report Manager のイ

ンストール領域が含まれます。 

データ バックアップ プログラムによるスキャンから、OneClick および 

Report Manager のインストール領域を含め、CA Spectrum インストール領

域をすべて除外します。  
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OneClick に関する注意事項 

OneClick は、Web サーバ ベースのコンポーネントとクライアント ベース

のコンポーネントで構成されており、それぞれが別のソフトウェアを必要

とします。 OneClick Web サーバには以下のアイテムが含まれています。 

■ Apache Tomcat サーブレット エンジン 

■ MySQL データベース管理システム 

■ Java 2 ソフトウェア開発キット（SDK) 

注： CA Spectrum は、OneClick に同梱されている JDK のバージョンのみ

をサポートします。 
 

OneClick クライアントには以下のアイテムが含まれています。 

■ Java Runtime Environment（JRE）（Java Web Start を含む） 

OneClick クライアントに Microsoft Internet Explorer バージョン 10 がイン

ストールされている場合、セキュリティ関連の問題を避けるため、ブラウ

ザのセキュリティ レベルを［中高］に設定します。 または、Internet Explorer 

10 のセキュリティ レベルが［高］の場合は、必ず［信頼済みサイト］の

リストに OneClick Web サイトを追加します。  

デフォルトでは、OneClick Web サーバがイントラネット内でインストール

される場合、OneClick Web サイトは自動的に互換モードで実行されます。 

Internet Explorer 10 では、イントラネット サイトはデフォルトで互換モー

ドで実行されます。 互換モードは OneClick に対してサポートされていま

せん。 詳細については、Microsoft の Web サイトを参照してください。 
 

OneClick および Report Manager に関する注意事項 

Report Manager を搭載した OneClick をインストールする場合、インストー

ル情報について「Report Manager インストールおよび管理ガイド」を参照

してください。 
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OneClick および Service Manager に関する注意事項 

Service Manager を搭載した OneClick をインストールする場合、以下の注意

事項が適用されます。 

■ Service Manager は、SpectroSERVER と OneClick の両方がインストールさ

れているコンピュータにインストールする必要があります。 モデリン

グ カタログおよびすべてのモデリング情報は SpectroSERVER データ

ベース内に存在します。 履歴データベースおよびイベント処理コード

は OneClick Web サーバ上にあり、OneClick と一緒にインストールされ

ます。 

■ OneClick と Report Manager をインストールする場合、Service Manager 

も併せてインストールすることをお勧めします。 これらのコンポーネ

ントを併せてインストールすると、サービス テーブルと SLA レポート 

テーブルにデータが入力されます。 

注： サービス マネージャの詳細については、「Service Manager ユーザ ガイ

ド」を参照してください。 
 





 

第 2 章： 前提条件  31  
 

第 2 章： 前提条件 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Windows の前提条件 (P. 31) 

Linux および Solaris の前提条件 (P. 35) 
 

Windows の前提条件 

CA Spectrum を Windows システムにインストールする前に、以下の前提条

件が満たされていることを確認します。 
 

詳細情報： 

Windows でのインストールの開始 (P. 83) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 

Windows への SRAdmin デーモンの手動インストール (P. 115) 

Windows へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール (P. 
119) 
 

 

管理者権限 

CA Spectrum をインストールするには、管理者または管理者権限を持つ

ユーザとしてログインします。  

注： 管理者以外のユーザとして CA Spectrum をインストールする場合は、

UAC（User Account Control）を無効にします (P. 32)。 

CA Spectrum インストール ソフトウェアには、使用可能なリソースを評価

し、カスタム インストール スクリプトを実行するための管理者権限が必

要です。 最初のインストールでは、所有者が管理者であるファイルが生

成され、削除されずに残ります。 以降のアップグレード インストールで

も管理者権限が必要です。 
 



Windows の前提条件 
 

32  インストール ガイド 
 

ユーザ アカウント コントロール（UAC） 

管理者以外のユーザとして CA Spectrum をインストールするには、ユーザ 

アカウント コントロール（UAC）をオフにする必要があります。 UAC は、

管理者権限を必要とするタスクを実行する場合、ユーザに許可を求める 

Windows セキュリティ コンポーネントです。  

CA Spectrum のインストール中に、インストール ユーザは CA Spectrum リ

モート管理（SRAdmin）で管理者に昇格されます。 その後、UAC は、ユー

ザに権限を求めますが、SRAdmin が非対話型サービスであるので、これは

可能ではありません。 UAC を無効にすると、インストールは連続的に実行

されます。 

注： UAC の無効化は、管理者以外のユーザとして CA Spectrum のインス

トールを実行する場合のみ必要です。 インストール後、および通常の CA 

Spectrum 操作中に、UAC は有効にすることができます。 
 

詳細情報： 

Windows Server 2008 で UAC を無効にする方法 (P. 32) 

Windows Server 2008 R2 および Windows Server 2012 で UAC を無効にする

方法 (P. 33) 

Windows Server 上のローカル セキュリティ ポリシーで UAC を無効にする

方法 (P. 33) 
 

 

Windows Server 2008 で UAC を無効にする方法 

管理者以外のユーザとして CA Spectrum をインストールするには、UAC を

オフにする必要があります。 以下の手順では、Windows Server 2008 で UAC 

を無効にする方法について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［スタート］メニューから、［コントロール パネル］、［ユーザー ア

カウント］を選択します。 

2. ［ユーザーアカウント制御の有効化または無効化］をクリックします。 

3. ［ユーザー アカウント制御（UAC）を使ってコンピュータの保護に役

立たせる］をオフにし、［OK］をクリックします。 

4. ローカル セキュリティ ポリシーで UAC を無効にします (P. 33)。 

これで、UAC が無効になりました。 
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Windows Server 2008 R2 および Windows Server 2012 で UAC を無効にする方法 

管理者以外のユーザとして CA Spectrum をインストールするには、UAC を

オフにする必要があります。 以下の手順では、Windows Server 2008 R2 お

よび Windows Server 2012 で UAC を無効にする方法について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［スタート］メニューから、［コントロール パネル］、［ユーザー ア

カウント］を選択します。 

2. ［ユーザー アカウント制御設定の変更］をクリックします。 

3. スライダを最下部行の［通知しない］まで下へ移動し、［OK］をクリッ

クします。 

4. ローカル セキュリティ ポリシーで UAC を無効にします (P. 33)。 

これで、UAC が無効になりました。 
 

Windows Server 上のローカル セキュリティ ポリシーで UAC を無効にする方法 

UAC 設定に加えて、以下の手順で説明されているように、UAC のローカル 

セキュリティ ポリシー オプションを無効にする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ファイル名を指定して実行］ダイアログ ボックスで、secpol.msc を

入力し、［OK］をクリックします。 

2. ［ローカル セキュリティ ポリシー］ウィンドウで、［セキュリティ設

定］、［ローカル ポリシー］、［セキュリティ オプション］フォルダ

を選択します。 

3. ［ユーザー アカウント制御: 管理者承認モードですべての管理者を実

行する］ポリシーを右クリックし、［プロパティ］を選択します。 

4. ［無効］を選択し、［OK］をクリックします。 

UAC をオフにするために必要なローカル セキュリティ ポリシー オプ

ションが無効になりました。 
 

Windows の固定 IP アドレス 

CA Spectrum をインストールするシステムの IP アドレスが固定であること

を確認します。 変更がない静的なアドレスを DHCP サーバが発行した場合、

システム上で DHCP を有効にすることができます。 
 



Windows の前提条件 
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システム修復ディスク 

インストールによりファイルを破損することがあるため、CA Spectrum を

インストールする前に ERD（Emergency Repair Disk、緊急時修復ディスク）

を作成することをお勧めします。 ERD を使用すると Windows 構成ファイ

ルを回復できます。 CA Spectrum のインストールが正常に終了した後に、

ERD を作成することをお勧めします。 

注： Windows のヘルプ ファイルには、ERD の作成方法に関する詳細が記載

されています。 
 

ネットワークおよびセキュリティ設定 

電子メールをアプリケーション（CA Spectrum エンタープライズ アラーム 

マネージャなど）に使用するには、CA Spectrum にログインして実行し、

サポートするサービス プロバイダを使って電子メールを送信するように、

ユーザ プロファイルを設定します。 
 

CA Spectrum をインストールするディレクトリに必要なセキュリティを設

定します。 インストール前にセキュリティを設定した場合、CA Spectrum は

ディレクトリ階層へのセキュリティの変更を保持します。 

注： 何らかの変更を行った場合は、システムを再起動する必要があります。 
 

ユーザの監査 

Windows でユーザ監査が有効な場合、すべてのアクションが監査されるた

め、Windows イベント ログに大量のエントリが記録されます。 CA 

Spectrum システム パフォーマンスが低下するため、Windows ユーザ監査

機能は無効にすることをお勧めします。 
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ファイル システムの NTFS への変換 

CA Spectrum を NTFS ファイル システム パーティションにインストールす

ることをお勧めします。 ディスク ドライブが FAT パーティションとして

フォーマットされている場合は、Windows ファイル システムを NTFS に変

換します。 

次の手順に従ってください： 

1. コマンド ラインから、cd Windows¥system32 を実行します。 

2. 以下の構文で CONVERT ユーティリティを実行します。 

CONVERT C: /FS:NTFS 

注： 変換ユーティリティは、既存のデータを破損または削除すること

なく実行できます。 ハード ディスクがすでに変換されている場合、

メッセージが表示されます。 

3. システムを再起動します。 

再フォーマットが有効になり、ファイル システムが変換されます。 
 

Linux および Solaris の前提条件 

CA Spectrum を Linux システムまたは Solaris システムにインストールする

前に、以下の前提条件が満たされていることを確認します。 
 

詳細情報： 

Linux および Solaris でのインストールの開始 (P. 84) 

Linux への SRAdmin デーモンの手動インストール (P. 116) 

Solaris への SRAdmin デーモンの手動インストール (P. 117) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 

Linux へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール (P. 
120) 

Solaris へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール (P. 
121) 
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root 権限 

CA Spectrum および CA Spectrum リモート管理（SRAdmin）デーモンをイン

ストールする場合、使用可能なリソースを評価し、カスタム インストー

ル スクリプトを実行するために root 権限が必要です。 root でインストー

ルを実行すると、setuid 実行可能ファイルに root 権限が付与され、

SpectroSERVER が SNMP ポートに接続できるようになります。 最初のイン

ストールで所有者が root であるファイルが生成され、削除されずに残るの

で、その後のアップグレード インストールでも root 権限が必要になりま

す。 
 

固定 IP アドレス 

CA Spectrum をインストールするシステムの IP アドレスが固定であること

を確認します。 変更がない静的なアドレスを DHCP サーバが発行した場合、

システム上で DHCP を有効にすることができます。 
 

ホスト ファイル 

/etc/hosts ファイルが以下のフォーマットで記述されていることを確認し

ます。 

127.0.0.1 localhost localhost.localdomain <external IP> <external names>  

external IP 

ホストの静的 DNS IP です。 

external names 

DNS の短縮名です。 
 

最初の行のループバック アドレスの後に、ローカル-ホストが記述されて

いることを確認します。 ループバック行には、正式なホスト名とし

て-localhost を記述する必要があります。  

ローカル ホストの後にニックネームを追加できます。 例： 

127.0.0.1 localhost localhost.localdomain 
 

以下の例は間違っているため、CA Spectrum でホストの解決上の問題およ

びセキュリティ上の問題が発生することがあります。 

127.0.0.1 <external name> localhost localhost.localdomain 
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NFS-Mounted ファイル システム 

CA Spectrum インストール ディレクトリが NFS-Mounted ファイル システ

ムである場合、NFS マウント オプションを［Hard］および［Nointr］に設

定することを推奨します。 これらの設定により、データベースの整合性

が確保されます。 

ただしこのような設定では、パフォーマンスに対する重大な影響など、多

くの問題が存在する可能性があるため、可能であれば、NFS マウントを使

用しないことを推奨します。 

［Hard］および［nointr］ NFS マウント オプションを使用する必要がある
場合、データベースのバックアップを良好な状態に維持するように注意し

てください。 

どのような場合でも「ソフト」オプションは推奨されません。 
 

CDE スタイル マネージャの設定（Solaris 10 のみ） 

CA Spectrum をインストールする前に、OneClick ビューの適切な動作を保

証するために CDE スタイル マネージャをセットアップします。 

次の手順に従ってください： 

1. CDE から［CDE Style Manager］ボタンをクリックします。 

2. ［Application Manager - Desktop Controls］ウィンドウから［Window Style 

Manager］を選択します。 
 

3. ［Allow Primary Windows On Top］を選択します。 

このオプションを選択すると、OneClick ビューの上にポップアップ 

ウィンドウを表示できます。 
 

4. ［Application Manager - Desktop Controls］ウィンドウから［Color Style 

Manager］を選択します。 

5. ［Raise Window When Made Active］を選択して、部分的にブロックさ

れたウィンドウがアクティブにされたときに最前面に表示されるよう

にします。 

これで CDE スタイル マネージャが設定されました。 
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Solaris ZFS スナップショット 

Solaris プラットフォームでの CA Spectrum インストールの最終手順は、

chown -R コマンドの実行です。 このコマンドを実行すると、インストー

ル所有者に CA Spectrum インストールの所有権が与えられます。  

CA Spectrum インストールの ZFS スナップショットを作成している場合、

ZFS により <$SPECROOT> ディレクトリに .zfs ディレクトリが作成されます。 

chown -R コマンドを実行すると、インストール プロセス中、このディレ

クトリが原因で重大な遅延が発生する可能性があります。 

インストール処理中の重大な遅延を防ぐために、管理者は CA Spectrum を

インストールする前に、zpool スナップ ディレクトリを非表示にする必要

があります。 このディレクトリを非表示にするには、以下のコマンドを

入力します。 

zfs set snapdir=hidden prod/data 

このコマンドは、保存されるデータには影響しません。CA Spectrum イン

ストール時にデータを非表示にするだけです。 インストールが完了した

後、管理者は zpool スナップ ディレクトリを表示状態にすることができま

す。 
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第 3 章： SPECTRUM のアップグレード 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

以前のバージョンからのアップグレード (P. 39) 

アップグレード前およびアップグレード後のタスク (P. 50) 

カスタマイズされたサポート ファイルの保存 (P. 51) 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 

アップグレードのベスト プラクティス： フォールト トレラントな展開 (P. 
58) 

ベスト プラクティスのアップグレード： フォールト トレランスのない 

DSS 展開 (P. 68) 

Windows での移行およびアップグレード (P. 72) 

Linux および Solaris での移行およびアップグレード (P. 75) 

OneClick Web サーバのアップグレード (P. 78) 

新しい OneClick 権限 (P. 79) 
 

以前のバージョンからのアップグレード 

CA Spectrum のこのリリースは、 リリース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、

新しいインストールとアップグレードをサポートしています。. 

注： CA Spectrum 9.1 以前のバージョンからアップグレードするには、リ

リース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、新しいインストールとアップグ

レードをサポートしています。 へのアップグレードを開始する前に、バー

ジョンが CA Spectrum 9.2.0 である必要があります。. 次に、リリース 9.3 に

再度アップグレードできます。 

リリース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、新しいインストールとアップ

グレードをサポートしています。 以前の CA Spectrum バージョンについて

は、「サポートされているバージョンへのアップグレード (P. 40)」で説明

されている手順に従います。  
 

重要：  アップグレード時に、システムが現在使用している文字セット エン

コーディングを指定する必要があります。 SpectroSERVER、DDM、SPECTRUM 

Report Console のデータベースを自動的に変換できるように、インストー

ラはこの情報をユーザに要求します。 詳細については、「1 回限りのデー

タベース変換を必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照してく

ださい。 
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サポートされているバージョンへのアップグレード 

「以前のバージョンからのアップグレード (P. 39)」で説明しているように、

一部の古い CA Spectrum バージョンからのアップグレードでは、最初にソ

フトウェアのより最近のバージョンへのアップグレードが必要になりま

す。 CA Spectrum のこのリリースは、 リリース 9.2 H04 の CA Spectrum から

のみ、新しいインストールとアップグレードをサポートしています。  
 

以下の手順では、フォールト トレラント環境での backlevel バージョンか

らのアップグレードについて説明します。 最初に、プライマリ 

SpectroSERVER およびプライマリ OneClick Web サーバを リリース 9.2 H04 

の CA Spectrum からのみ、新しいインストールとアップグレードをサポー

トしています。 以降にアップグレードします。 次に、セカンダリ サーバ

をアップグレードします。 その後、CA Spectrum リリース 9.3 をインストー

ルします。 

重要：  すべての CA Spectrum サーバ（プライマリおよびセカンダリ）を起

動する前に、CA Spectrum の同じバージョンであることを確認します。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順に従うことにより、プライマリ SpectroSERVER で自動オン

ライン バックアップを無効にします。 

a. ユニバース トポロジ ビューで VNM モデルを強調表示します。 

b. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 
 

c. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューを見つけて

展開します。 

d. ［自動バックアップ］を［無効］に設定します。 
 

2. 現在のデータベースを保持するためにすべてのプライマリ 

SpectroSERVER で手動オンライン バックアップを実行します。 以下の

手順を実行します。 

a. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューで、［今す

ぐバックアップを開始］をクリックします。 

b. オンライン バックアップが成功したことを確認します。 

注： バージョン番号によってデータベースを区別することをお勧めし

ます。 ［バックアップ ファイル名のプレフィックス］パラメータを、

デフォルトの db_ から、db_version_ やバージョンを識別する別の値に

設定します。 
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3. .vnmrc ファイルを編集し、すべてのセカンダリ SpectroSERVER 上の最

大イベント レコード数のパラメータの値を高くします。 たとえば、以

下のパラメータがあるとします。 

max_event_records = 20000 

このパラメータを以下の値に変更します。 

max_event_records = 200000 

新しい値により、イベントがアップグレード中に失われないようにな

ります。  
 

4. 変更を有効にするため、すべてのセカンダリ SpectroSERVER を再起動

します。 

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の停止］をクリックします。  

c. ステータスが［非アクティブ］に変わったら、［SpectroSERVER の

起動］をクリックします。  

d. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
 

5. プライマリ OneClick Web サーバにログインしているすべての OneClick 

ユーザに対して、クライアントを閉じ、セカンダリ OneClick Web サー

バにログインするように指示します。 
 

6. 各プライマリ SpectroSERVER を停止します。  

a. Spectrum コントロール パネルを開く  

b. ［SpectroSERVER の停止］をクリックします。  

c. SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止するアクショ

ンを確認するメッセージが表示されます。  

d. ステータスが［非アクティブ］に変わることを確認します。 

e. Spectrum コントロール パネルを終了します。 
 

7. OneClick クライアントで、SpectroSERVER がセカンダリ SpectroSERVER 

にフェールオーバしたことを確認します。  

エクスプローラの階層パネルのランドスケープ アイコンが緑から黄

色に変わります。  

［コンテンツ］パネルおよびコンポーネント詳細画面の周囲に黄色の

境界が表示されます。 
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8. （オプション） リリース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、新しいイン

ストールとアップグレードをサポートしています。 以前の CA 

Spectrum バージョンをアップグレードする場合は、プライマリ 

OneClick Web サーバ上の CA Spectrum の一時的なバージョンへのアッ

プグレードを実行し、インストールが完了するのを待ちます。  

注： CA Spectrum 9.1 以前のバージョンからアップグレードするには、

リリース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、新しいインストールとアッ

プグレードをサポートしています。 へのアップグレードを開始する前

に、バージョンが CA Spectrum 9.2.0 である必要があります。  次に、リ

リース 9.3 に再度アップグレードできます。 

9. インストールが完了したら、以下のコマンドを実行して Tomcat Web 

サーバを停止します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/stopTomcat.sh 
 

10. （オプション）すべてのプライマリ SpectroSERVER で CA Spectrum の一

時的なバージョンへのアップグレードを実行し、インストールが正常

に完了することを確認します。 

注： すべてのインストールが完了するのを待ってから、次の手順に進

みます。 すべてのサーバが CA Spectrum の同じバージョンであること

を確認します。 
 

11. CA Spectrum リリース 9.3 またはリリース 9.2.3 をインストールします。 

アップグレードで従ったのと同じ順序を使用します。 

重要：  CA Spectrum リリース 9.3 にアップグレードしている場合、イン

ストールには、1 回限りのデータベース変換を開始するためのダイア

ログ ボックスが含まれます。 適切な文字セット エンコーディングを

選択するよう要求された場合、お使いの環境に該当するオプションを

選択します。 デフォルトの文字セット エンコーディングおよびデフォ

ルトのロケール（米語）が設定された展開では「デフォルト」オプショ

ンを選択します。 詳細については、「1 回限りのデータベース変換を

必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照してください。 

12. 手動で、すべてのプライマリ SpectroSERVER でアーカイブ マネージャ

を起動します。  

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［コントロール］を選択し、［アーカイブ マネージャの開始］を

クリックします。 

注： アーカイブ マネージャの開始により、セカンダリ SpectroSERVER 

にローカルに格納されているイベントが、プライマリ アーカイブ マ

ネージャに送信されます。  
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13. セカンダリ SpectroSERVER 上のすべてのイベントがプライマリ アーカ

イブ マネージャに送信されるのを待ちます。 それらのステータスを確

認するには、以下の手順に従います。 

a. OneClick クライアントで、ユニバース トポロジ ビュー内の各 

SpectroSERVER の VNM モデルを強調表示します。 

b. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 
 

c. SpectroSERVER コントロール サブビューを見つけて展開します。 

d. ［イベント ログ情報］サブビューを見つけて展開します。 

e. ［ローカルに格納されたイベント数］の合計がゼロ（0）に達する

のを待ちます。 
 

14. プライマリ SpectroSERVER で SpectroSERVER を起動します。  

a. プライマリ SpectroSERVER で Spectrum コントロール パネルを開き

ます。 

b. ［SpectroSERVER の開始］をクリックします。  

c. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
 

15. 残りのプライマリ SpectroSERVER を起動します。 

16. 以下のコマンドを実行して、プライマリ OneClick Web サーバで Tomcat 

Web サービスを開始します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/startTomcat.sh 

注： セカンダリ Web サーバに接続される OneClick クライアントでは、

この時点でランドスケープが赤くなる場合と、そうでない場合があり

ます。 
 

17. セカンダリ OneClick Web サーバにログインしているすべての OneClick 

ユーザに対して、クライアントを閉じ、プライマリ OneClick Web サー

バにログインするように指示します。  
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18. すべてのクライアントがプライマリ SpectroSERVER を参照でき、すべ

てのランドスケープ アイコンがエクスプローラ階層パネルで緑であ

ることを確認します。 

セカンダリ サーバのアップグレード 

セカンダリ SpectroSERVER をバージョン リリース 9.2 H04 の CA Spectrum 

からのみ、新しいインストールとアップグレードをサポートしています。 

にアップグレードします 以降にアップグレードします。  

次の手順に従ってください： 

1. セカンダリ OneClick Web サーバのアップグレードを実行し、インス

トールが完了するのを待ちます。 インストールが完了したら、以下の

コマンドを実行して Tomcat Web サーバを停止します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/stopTomcat.sh 
 

2. すべてのセカンダリ SpectroSERVER で CA Spectrum の一時的なバー

ジョンへのアップグレードを実行し、インストールが正常に完了する

ことを確認します。 

注： すべてのインストールが完了するのを待ってから、次の手順に進

みます。 
 

3. CA Spectrum リリース 9.3 またはリリース 9.2.3 をインストールします。 

（バージョンは、プライマリ SpectroSERVER にインストールしたバー

ジョンに一致する必要があります。） 

重要：  CA Spectrum リリース 9.3 にアップグレードしている場合、イン

ストールには、1 回限りのデータベース変換を開始するためのダイア

ログ ボックスが含まれます。 適切な文字セット エンコーディングを

選択するよう要求された場合、お使いの環境に該当するオプションを

選択します。 デフォルトの文字セット エンコーディングおよびデフォ

ルトのロケール（米語）が設定された展開では「デフォルト」オプショ

ンを選択します。 詳細については、「1 回限りのデータベース変換を

必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照してください。 
 

4. 各セカンダリ SpectroSERVER で SpectroSERVER を起動します。  

a. SpectroSERVER で Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の開始］をクリックします。  

c. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
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5. 以下のコマンドを実行して、セカンダリ OneClick Web サーバで Tomcat 

Web サービスを開始します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/startTomcat.sh 

6. セカンダリ OneClick Web サーバの OneClick クライアントを起動する

ように何人かの OneClick ユーザに指示します。 
 

7. クライアントが正常に開き、すべてのセカンダリ SpectroSERVER が緑

であることを確認します。 

8. プライマリ SpectroSERVER 上の自動オンライン バックアップを無効に

している場合は、再度有効にします。 

a. ユニバース トポロジ ビューで VNM モデルを強調表示します。 

b. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 

c. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューを見つけて

展開します。 

d. ［自動バックアップ］を［有効］に設定します。 
 

9. 現在のデータベースを保持するためにすべてのプライマリ 

SpectroSERVER で手動オンライン バックアップを実行します。 プライ

マリ SpectroSERVER データベースをセカンダリ SpectroSERVER に再同

期します。 以下の手順を実行します。 

a. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューで、［今す

ぐバックアップを開始］をクリックします。 

b. オンライン バックアップが成功したことを確認します。 

注： バージョン番号によってデータベースを区別することをお勧めし

ます。 ［バックアップ ファイル名のプレフィックス］パラメータを、

デフォルトの db_ から、db_version_ やバージョンを識別する別の値に

設定します。 

10. フォールト トレラント展開では、いくつかの手順が最後に必要になる

場合があります。 詳細については、「1 回限りのデータベース変換の

実行（フォールト トレラント環境） (P. 65)」を参照してください。 
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1 回限りのデータベース変換を必要とするアップグレード シナリオ 

いくつかのアップグレード シナリオでは、SpectroSERVER、DDM、および 

SPECTRUM Report Console の各データベース内のデータを変換するために

追加の手順を必要とします。 ただし、ほとんどの場合、追加の手順は必

要ありません。 追加の変換手順が必要かどうかを判断するには、デフォ

ルト以外の文字セットまたはロケールがお使いの CA Spectrum 展開環境で

設定されているかどうかを確認します。 

まず、CA Spectrum 属性データを格納するためにシステムで使用する文字

セット エンコーディングを特定します。 エンコーディング設定がこれま

でに変更された可能性がある場合、OneClick 管理の［文字セット エンコー

ディング］ページ上でエンコーディングを確認できます。 または 

$SPECROOT/custom/common/config/tomcat-server-config.xml ファイルを確

認します。 デフォルトでは、OneClick サーバは、システム言語設定によっ

て定義される文字セットを使用します。 最後に、CA Spectrum ユーザがモ

デル名または注釈などのデータを入力する場合に英語以外の文字セット

を使用したかどうかを考慮します。 
 

サポートされているエンコーディング用の文字セット変換の大半は、アッ

プグレード中に自動的に実行されます。 ただし、インストール中に［文

字セット エンコーディング］ダイアログ ボックスで正しいエンコーディ

ングを選択するよう注意する必要があります。  

デフォルトの文字セット エンコーディングおよびデフォルトのロケール

（米語）のどちらも変更されていない場合は、インストール中に表示され

るプロンプトでデフォルト エンコーディングを選択します。  

フォールト トレラント展開に対して、アップグレード前にデフォルト以

外の文字セット エンコーディングやロケール設定が使用された場合、ま

たは英語以外の文字がデータベースに入力された場合、アップグレードが

完了した後にスクリプトを実行 (P. 65)する必要があります。 
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すべての文字セット エンコーディングを変換できるわけではありません。 

以下のエンコーディングのみがアップグレードに対してサポートされて

います。 

■ ISO-8859-1 -- アメリカ、西ヨーロッパ、オーストラリア（英語、ドイ

ツ語、イタリア語、ほか） 

■ ISO-8859-2 -- 東ヨーロッパ（チェコ語、ポーランド語、スロバキア語、

ハンガリー語、ほか） 

■ ISO-8859-7 ギリシャ語 

■ ISO-8859-8 ヘブライ語 

■ ISO-8859-9 トルコ語 

注： サポートされている唯一の日本語エンコーディングは、CA Spectrum 

r9.1J からのデータベース変換です。 Windows-1255 文字セットも 

ISO-8859-8 オプションで変換できます。 

サポートされていないエンコーディングを使用している場合は、アップグ

レードの代わりに新規インストールを実行します。 

詳細については、「1 回限りのデータベース変換の実行（フォールト トレ

ラント環境） (P. 65)」を参照してください。 
 

CA Spectrum 9.3 に対する MySQL データベースでのスキーマの変更 

UTF-8 エンコーディングは、CA Spectrum リリース 9.3 の国際化に必須です。 

その結果、アップグレード中に、CA Spectrum MySQL データベース（ddmdb、

mibtools、eh_integ、および netqos_integ）は、バックグラウンドで UTF-8 に

変換されます。 この変換はある程度の時間かかり、これらのデータベー

スのサイズ、実際のハードウェア、および RAM、プロセッサ、オペレーティ

ング システムなどのソフトウェア環境パラメータによって異なります。 

重要：  アップグレード中にデータベースの文字エンコード変換の全体的

な効率を改善するには、db_optimize.pl スクリプトを実行してから 

db_maintenance.pl スクリプトを実行し、DDM データベースをクリーン

アップします。 データベース メンテナンスおよび最適化の詳細について

は、「データベース管理ガイド」を参照してください。 別の環境で予期

されるアップグレード時間の詳細については、「アップグレード オプ

ションに必要な時間 (P. 49)」を参照してください。 
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SPECTRUM Report Console をインストール済みの場合、Tomcat Web サーバ

が再起動すると、レポート データベースのスキーマがアップグレード後

に変更されます。 CA Spectrum インストーラは、アップグレードを開始す

る前にレポート データベースを変換するため、以下のいずれかの方法を

選択するように求めます。 

Report Manager データの保持 

Report Manager データを保持する場合は、このオプションを選択しま

す。 この方法では、レポート データベースのスキーマが変更されます。 

既存のすべてのレポート データベースは UTF-8 に変換され、InnoDB を

使用して保存されます。 Report Manager データベースの変換時間は、

既存のレポート データベースのサイズ、ハードウェア、およびソフト

ウェア パラメータによって異なります。 変換が完了するまで、

SPECTRUM Report Console は使用できません。 変換後、すべての新しい

レポート データは InnoDB を使用し、UTF-8 エンコードで保存されます。 
 

すべての Report Manager データの削除 

より速い変換のため、既存の Report Manager データをすべて削除する

場合は、このオプションを選択します。 この方法では、レポート デー

タベースのスキーマのみが変更されます。 この場合、新しいスキーマ

に変換される既存のデータがないため、変換は高速になります。 変換

が完了するまで、SPECTRUM Report Console は使用できません。 変換後、

レポート データは InnoDB および UTF-8 を使用して保存されます。 
 

Report Manager イベント データのみの削除 

時間効率の高い変換のために Report Manager イベント データのみを

削除する場合は、このオプションを選択します。 この方法では、スキー

マ変更とは別に、イベント データを除くすべての既存のレポート デー

タベースは UTF-8 に変換され、InnoDB を使用して保存されます。 イベ

ント データのサイズは大きくなります。 このデータを削除することに

よって、Report Manager データの全体サイズを減らすことができます。 

変換が完了するまで、SPECTRUM Report Console は使用できません。 変

換後、すべての新しいレポート データは InnoDB および UTF-8 を使用し

て保存されます。 
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注： Report Manager イベント データのみをクリアしてアップグレードし

た後、アップグレード前に発生したいくつかのイベントが見つかる可能性

があります。 この状況が発生するのは、アーカイブ マネージャから Report 

Manager への最後のイベント同期時刻が、アップグレードより前の時刻

だった場合です。 その結果、イベント データはアップグレードの前にク

リアされましたが、アップグレード後のイベント同期により、アップグ

レード時刻ではなく最後のイベント同期時刻から、イベントがレポート 

データベースに流れます。 
 

アップグレード オプションに必要な時間 

CA は、さまざまなシナリオでのおおよそのアップグレード時間を導き出

すために、特定のデータベース上でテストを実行しました。 Windows 2008 

Server プラットフォームで 4 GB の RAM と 2 つの CPU （2.26 GHz）を備え

たサーバですべてのテストを実行しました。 エンコーディング変換が必

要な場合、このプロセスにはさらに時間がかかる可能性があります。 以

下の表は、お使いの環境に適したアップグレード オプションを決定する

のに役立つ結果の例を示しています。  

結果は参考のみです。 これらの結果は環境に固有であり、同じ規模のす

べてのデータベースに該当するとは限りません。 1 回限りのデータベース

文字セット変換に加えて、システム仕様、プラットフォーム、データベー

ス エントリの数、データベース フラグメンテーションの程度などの他の

要因も時間に影響を与える可能性があります。 

  

SRM DB サイズ イベント表の

サイズ 

イベント表の行

数 

指定されたオプションに必要な時間： 

   すべてのデー

タを保持 

イベント 

データを削

除 

すべてのデータ

を削除 

75 GB 39 GB 35,683,681 5 時間 36 分 1 分未満 

115 GB 104 GB 50,198,426 7 時間 48 分 3 分 

215 GB 200 GB 64,575,242 9 時間 1 時間 30 

分 

8 分 

260 GB 153 GB 372,768,550 96 時間  7 時間 28 

分 

30 分 
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アップグレード前およびアップグレード後のタスク 

CA Spectrum をアップグレードする前に、以下のタスクを完了します。 

■ CA Spectrum 以外の実行中のアプリケーションをすべて停止します。 

■ 以下の CA Spectrum アプリケーションを停止します。 

■ OneClick ホーム ページ内の［クライアント詳細］ Web ページの 

OneClick から、ユーザをすべてログオフし、OneClick クライアント

をすべてシャットダウンします。 

注： OneClick クライアントのシャットダウンの詳細については、

「管理者ガイド」を参照してください。 
 

■ CA Spectrum コントロール パネル内の［SpectroSERVER の停止］を

クリックして、SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止

し、次に CA Spectrum コントロール パネルを閉じます。 

■ VnmSh 接続をすべて停止します。 

注： VnmSh の停止の詳細については、「コマンド ライン インター

フェース ユーザ ガイド」を参照してください。 

■ Bash シェルをすべて終了します。 
 

■ SpectroSERVER から MySQL の既存のバージョンを削除します。 

■ アップグレード中には、一部の MySQL データベースでスキーマ変更が

発生します。 これらのスキーマ変更の詳細については、「Spectrum 9.3 

に対する MySQL データベースでのスキーマの変更 (P. 47)」を参照して

ください。 

■ DDM および SPECTRUM Report Console データベース内のデータをサ

ポートされたエンコーディングに変換できるように、インストーラは

使用されている文字セット エンコーディングの情報を要求します。 詳

細については、「1 回限りのデータベース変換を必要とするアップグ

レード シナリオ (P. 46)」を参照してください。 

■ SPECTRUM Report Console をインストール済みである場合は、システム

上のディスク空き容量が $SPECROOT/mysql/data/reporting の下にある

最大の MYD ファイル サイズの尐なくとも 2 倍であることを確認しま

す。 
 

■ 予測不能な事態に陥る可能性があるので、MySQL を使用するサード 

パーティ製のソフトウェアはインストールしないでください。 
 



カスタマイズされたサポート ファイルの保存 

 

第 3 章： SPECTRUM のアップグレード  51  
 

CA Spectrum の旧バージョンからアップグレードした後、以下のタスクを

完了します。 

■ お使いの環境で必要な場合、フォールト トレラント DDM データベー

ス内のデータを、サポートされているエンコーディングに変換するた

めに変換スクリプトを実行します。 詳細については、「1 回限りのデー

タベース変換を必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照し

てください。 構文は「1 回限りのデータベース変換の実行（フォール

ト トレラント環境） (P. 65)」に記載されています。 

■ Report Manager データベースの変換のステータスを知るには、

$SPECROOT¥tomcat¥logs で tomcat ログ ファイルを参照します。 

■ SSL を使用して Report Manager から起動するように OneClick を設定し

た場合は、再度この変更を設定します。 

注： この変更の詳細については、「管理者ガイド」を参照してくださ

い。 
 

詳細情報： 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 
 

 

カスタマイズされたサポート ファイルの保存 

CA Spectrum の新バージョンをインストールする場合、カスタム CA 

Spectrum サポート ファイルが一部上書きされることがあります。 これら

のサポート ファイルには AlertMap、EventDisp、Event Format、Probable Cause、

GIB ファイルなどがあります。 

たとえば、<$SPECROOT>/SG-Support/CsEvFormat ディレクトリにカスタマ

イズしたイベント ファイルが存在していることがあります。 OneClick Web 

サーバをアップグレードする前に、

<$SPECROOT>/custom/Events/CsEvFormat にこれらのファイルを移動します。 
 

カスタマイズされたファイルを保存する際、CA Spectrum インストールで

は各ファイルのバックアップ コピーが作成されます。 CA Spectrum のイン

ストールが完了したら、カスタマイズしたファイルを確認してアップグ

レードした CA Spectrum バージョンに追加できます。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum のインストールが完了したら、

<$SPECROOT>/Install-Tools/LOGS/<version_date>/SavedFiles ディレクト

リに移動します。  

このディレクトリのサブディレクトリに、カスタマイズされたファイ

ルのバックアップが含まれます。 カスタマイズされたファイルのオリ

ジナルは、アップグレード時に上書きされています。 2 つのバックアッ

プ ファイル形式は次のとおりです。 

■ .sv - アップグレード中に同じ名前の新規ファイルと置換された

ファイル。 

■ .obs - 古くなり、アップグレードしたバージョンの CA Spectrum に

は存在しなくなったファイル。 

特定のバックアップ ファイルの元のパスは、SavedFiles ディレクトリ

に保存されます。 このディレクトリ構造から、カスタマイズされた

ファイルの元の場所を知ることができます。 

たとえば、Rtr_Cisco AlertMap ファイルをカスタマイズし、新しいバー

ジョンの CA Spectrum をインストールした場合、以下のファイルが用

意されます。 

<$SPECROOT>/Install-Tools/LOGS/<version_date/SavedFiles/SS/CsVendor/Cisco_Rou

ter/Rtr_Cisco/Alertmap.sv 
 

2. .sv および .obs ファイルを確認して、再実装するカスタマイズを判断し

ます。 
 

3. どんな上書きされたファイルも使用して、新しくインストールされた

ファイルにカスタマイズ変更を再適用します。 

たとえば、Rtr_Cisco AlertMap ファイルにカスタマイズを再実行するに

は、以下の手順に従います。 

a. テキスト エディタで以下のファイルを開きます。 

<$SPECROOT>/Install-Tools/LOGS/<version_date>/SavedFiles/SS/CsVendor/Cisc

o_Ro uter/Rtr_Cisco/AlertMap.sv 

b. このファイルを以下の場所にある新しい Rtr_Cisco AlertMap ファイ

ルと比較します。 

<$SPECROOT>/SS/CsVendor/Cisco_Router/Rtr_Cisco/AlertMap 

c. バックアップされた AlertMap ファイル（AlertMap.sv）から新しい 

AlertMap ファイルに必要なカスタマイズをコピーして貼り付けま

す。 
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4. 廃止されたファイルについては、カスタマイズを再実装するファイル

を再作成します。  

モデル タイプにまたがるカスタマイズを適用する場合、グローバル レ

ベルでカスタマイズを再作成することができます。 元から実装されて

いたカスタマイズを特定のモデル タイプに対してのみ再作成するよ

う選択することもできます。 
 

たとえば、CA Spectrum アップグレードによって、

<$SPECROOT>/SS/CsVendor/Ctron_MMAC_Pls/9G426_02/EventDisp の 

EventDisp ファイル内にあるユーザのイベント処理情報が使われなく

なりました。 カスタマイズを再実装するには、以下の手順に従います。  

a. モデル タイプ レベルでカスタマイズを再現するには、EventDisp と

呼ばれる空のテキスト ファイルを作成します。 そのファイルを 

<$SPECROOT>/SS/CsVendor/Ctron_MMAC_Pls/9G426_02 ディレクト

リに保存します。 

b. グローバル レベルでカスタマイズを再現するには、EventDisp と呼

ばれる空のテキスト ファイルを作成します。 そのファイルを 

<$SPECROOT>/SS/CsVendor/Ctron_MMAC_Pls ディレクトリに保存し

ます。 
 

c. インストール時に CA Spectrum によって作成された EventDisp ファ

イルのバックアップ コピーを開きます。 このファイルは 
<$SPECROOT>/Install-Tools/LOGS/<version_date>/SavedFiles/SS/CsVen

dor/Ctron_MM AC_Pls/9G426_02 ディレクトリに格納されています。 
 

d. カスタマイズした EventDisp ファイルの各行を探します。 
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e. これらの各行を、作成した新しい空の EventDisp ファイルにコピー

します。 

重要：  カスタマイズした行のみを EventDisp ファイルにコピーし

ます。 バックアップの EventDisp ファイルをすべてコピーして、新

しい EventDisp ファイルに貼り付けることはしないでください。 イ

ンストールする CA Spectrum バージョンで、以前は Cabletron 

MMACPlus EventDisp ファイルにあった一部のイベントの処理が更

新され、現在はグローバル EventDisp ファイル内にある場合、この

新しいイベント処理は無視してください。  

f. 新しい EventDisp ファイルを保存して閉じます。 

5. SpectroSERVER を再起動します。 

CA Spectrum サポート ファイルへの変更が適用され、カスタマイズさ

れたサポート ファイルが保持されます。 

注： グローバルまたはモデル タイプの EventDisp および AlertMap ファイ

ルの詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング/管理 - 管理

者ガイド」および「Event Configuration User Guide」を参照してください。 
 

インプレース アップグレードを実行する方法 

保持する CA Spectrum データがある場合、インプレース アップグレードを

実行します。 インプレース アップグレードでは、旧バージョンと同じシ

ステムとディレクトリに新しいバージョンの CA Spectrum がインストール

されます。 インプレース アップグレードではデータベースの移行を必要

としません。 サーバ プラットフォームを変更し、データの移行を必要と

するアップグレードについては、「Windows での移行およびアップグレー

ド (P. 72)」または「Linux および Solaris での移行およびアップグレード (P. 

75)」を参照してください。 

インプレース アップグレードを実行する方法 

1. アップグレード前のタスクをすべて完了します (P. 50)。 

2. 既存の SpectroSERVER データベースを保持します (P. 55)。 
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3. CA Spectrum イベントおよび統計データベースを保持します (P. 57)。 

4. CA Spectrum の旧バージョンの上から CA Spectrum をインストールし

ます。  

5. このガイドは、backlevel バージョンからのアップグレード (P. 40)、

フォールト トレラント環境でのアップグレード (P. 58)、およびフォー

ルト トレランスがない環境でのアップグレード (P. 68)の各手順を説

明します。 

注： 旧バージョンの一部である CA Spectrum データベースおよびアップグ

レード可能なコンポーネントを保持するには、他にも手順を実行する必要

があります。 
 

詳細情報：  

アップグレード後のデータベースの互換性 (P. 101) 
 

 

既存の SpectroSERVER データベースの保存 

インプレース アップグレードを実行する前に、既存の SpectroSERVER デー

タベースを保存できます。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER が実行されていることを確認し、CA Spectrum コント

ロール パネルを開きます。 

2. CA Spectrum コントロール パネルで［データベースの保存］をクリッ

クして、現在の SpectroSERVER データベースのコピーを作成します。 

［オンライン データベース バックアップ］ダイアログ ボックスが表

示されます。 
 

3. ［バックアップ圧縮を使用］オプションが選択されていることを確認

します。 
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4. デフォルトをそのまま使用するか、［バックアップ ディレクトリ］

フィールドにディレクトリ パスを入力します。 

デフォルトのディレクトリ パスは、以下のとおりです。 

■ Windows の場合： C:/win32app/SPECTRUM/SS-DB-Backup 

■ Solaris、Linux の場合： /usr/SPECTRUM/SS-DB-Backup 

注： デフォルトを変更する場合、CA Spectrum のインストール ディレク

トリ以外のディレクトリを選択します。 
 

5. ［必要な最小ディスク容量］のデフォルトの 20 をそのまま使用するか、

適切な値を入力します。 
 

6. 変更をすべて保存するために［名前を付けて保存］を選択します。 
 

7. ［今すぐバックアップを開始］をクリックします。 

バックアップの進行が［ステータス］に表示されます。 

バックアップには、CA Spectrum によって db_YYYYMMDD_HHMM の

フォーマットで名前が自動的に割り当てられ、.SSdb の拡張子が付けら

れます。 YYYYMMDD はバックアップが開始された年、月、および日を

示し、HHMM は時間と分を示します。 たとえば 10/06/06 の 10:42 に開

始されたバックアップには db_20061006_1042.SSdb という名前が付き

ます。 

注： 圧縮が有効になっていたため、このファイルは .gz の拡張子が付い

たファイルとして圧縮されました。 
 

8. ［保存］と［終了］をクリックします。 

データベースがバックアップされます。 

9. データベースを CA Spectrum インストール ディレクトリ外に移動しま

す。 

既存の SpectroSERVER データベースが確保されています。 
 

詳細情報：  

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 

Linux および Solaris での移行およびアップグレード (P. 75) 

Windows での移行およびアップグレード (P. 72) 
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CA Spectrum イベントおよび統計データベースの保持 

CA Spectrum をアップグレードする前に、CA Spectrum イベントおよび統計

データベースを保持することができます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum コントロール パネル内の ［SpectroSERVER の停止］をク

リックして、SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止しま

す。 

2. コマンド プロンプトから cd <$SPECROOT>¥SS¥DDM を実行します。

<$SPECROOT> は、CA Spectrum がインストールされているディレクトリ

です。 
 

3. 次のコマンドを入力します。 

ddm_save dbsavefile 

ファイル dbsavefile.tgz が作成されました。 
 

4. dbsavefile.tgz を CA Spectrum のインストール ディレクトリ外の場所に

移動します。 
 

5. 以下の CA Spectrum アプリケーションを停止します。 

■ OneClick ホーム ページ内の［クライアント詳細］ Web ページの 

OneClick から、ユーザをすべてログオフし、OneClick クライアント

をすべてシャットダウンします。 

注： OneClick クライアントのシャットダウンの詳細については、

「管理者ガイド」を参照してください。 

■ VnmSh 接続をすべて停止します。 

注： VnmSh の停止の詳細については、「コマンド ライン インター

フェース ユーザ ガイド」を参照してください。 

■ Bash シェルをすべて終了します。 
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6. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 

注： SpectroSERVER を起動する前に、アップグレードされた新規 

SpectroSERVER データベースを、-cm オプションを使用して SSdbsave 

ユーティリティでバックアップすることをお勧めします。 このユー

ティリティは SS-Tools ディレクトリにあります。 オンライン データ

ベース バックアップにアクセスする前に、新規 SpectroSERVER が失敗

した場合に備えて、新規 SpectroSERVER データベースをバックアップ

することでデータベースの整合性を保つことができます。 

既存の CA Spectrum イベントおよび統計データベースは保持されます。 
 

詳細情報： 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 
 

 

アップグレードのベスト プラクティス： フォールト トレラントな展

開 

フォールト トレラント環境でのアップグレードがサポートされています。 

ただし、このトピック、および関連する手順 (P. 59)での推奨事項に従うよ

うに注意してください。 すべてのプライマリ SpectroSERVER およびセカン

ダリ SpectroSERVER は、数時間の小さなウィンドウ内でアップグレードす

る必要があります。 

すべてのアップグレード パスがサポートされているとは限りません。 詳

細については、「以前のバージョンからのアップグレード (P. 39)」を参照

してください。 

アップグレードを実行する前に、すべての CA Spectrum コンポーネントに

最新のサービス パックが適用されていることを確認します。 また、CA 

Spectrum が使用する通信ポートおよびプロトコルのリストを確認します。 

セキュリティ パラメータによって、アップグレード中に一時的にこれら

のポートおよびプロトコルを無効にすることが必要とされる可能性があ

ります。 ファイアウォール ポートおよびプロトコルの詳細については、

「分散 SpectroSERVER 管理者ガイド」を参照してください。  
 

プライマリ SpectroSERVER およびプライマリ OneClick サーバをまずアップ

グレードしてから、残りのプライマリ SpectroSERVER をアップグレードし

ます。 最後に、セカンダリ サーバをアップグレードします。  
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重要：  プライマリおよびセカンダリの SpectroSERVER の両方が同時にダウ

ンすることを避けるため、1 回限りのデータベース変換は一部のフォール

ト トレラント展開でわずかに異なります。  

以下の手順では、フォールト トレラント データベース変換について説明

します。  

1. 最初に、プライマリ サーバをすべてアップグレード (P. 59)します。 エ

ンコーディング変換が自動的に発生します。 

2. セカンダリ サーバをすべてアップグレード (P. 64)します。 エンコー

ディング変換が自動的に発生します。 
 

3. 必要な場合は、すべてのプライマリ サーバで Ssdbload – UpgradeFrom 

source encoding を実行します。  

このスクリプトは、セカンダリ サーバから同期されたすべてのアラー

ム データを、UTF-8 文字エンコードに変換します。 詳細については、

「1 回限りのデータベース変換の実行（フォールト トレラント環境） (P. 

65)」を参照してください。 
 

フォールト トレラントな SpectroSERVER および OneClick Web サーバのアップグレー

ド 

以下の手順では、フォールト トレラント環境でのアップグレードについ

て説明します。 単一のサーバのアップグレードまたは DSS のアップグレー

ドに同じ手順を使用します。つまり、セカンダリ サーバをアップグレー

ドする (P. 64)前にプライマリ サーバをアップグレードします。 

SpectroSERVER をアップグレードする前に OneClick Web サーバをアップグ

レードします。  

連続しているリリースでは、標準的なアップグレードが発生します。 以

下の手順には、連続していないアップグレード（つまり、ソフトウェアの

介在するバージョンがインストールされないアップグレード）用のオプ

ションの手順が含まれます。 
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注： 必要なアップグレード後の手順を含めて、アップグレード処理が完了

するまでは、OneClick でアラームが不正確に表示される可能性があります。 

すべての手順が完了するまで、管理のために CA Spectrum を使用しないよ

うにします。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順に従うことにより、プライマリ SpectroSERVER で自動オン

ライン バックアップを無効にします。 

a. ユニバース トポロジ ビューで VNM モデルを強調表示します。 

b. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 
 

c. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューを見つけて

展開します。 

d. ［自動バックアップ］を［無効］に設定します。 
 

2. 現在のデータベースを保持するためにすべてのプライマリ 

SpectroSERVER で手動オンライン バックアップを実行します。 以下の

手順を実行します。 

a. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューで、［今す

ぐバックアップを開始］をクリックします。 

b. オンライン バックアップが成功したことを確認します。 

注： バージョン番号によってデータベースを区別することをお勧めし

ます。 ［バックアップ ファイル名のプレフィックス］パラメータを、

デフォルトの db_ から、db_version_ やバージョンを識別する別の値に

設定します。 
 

3. .vnmrc ファイルを編集し、すべてのセカンダリ SpectroSERVER 上の最

大イベント レコード数のパラメータの値を高くします。 たとえば、以

下のパラメータがあるとします。 

max_event_records = 20000 

このパラメータを以下の値に変更します。 

max_event_records = 200000 

新しい値により、アップグレード中にイベントの損失を防ぎます。  
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4. 変更を有効にするため、すべてのセカンダリ SpectroSERVER を再起動

します。 

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の停止］をクリックします。  

c. ステータスが［非アクティブ］に変わったら、［SpectroSERVER の

起動］をクリックします。  

d. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
 

5. プライマリ OneClick Web サーバにログインしているすべての OneClick 

ユーザに対して、クライアントを閉じ、セカンダリ OneClick Web サー

バにログインするように指示します。 
 

6. 各プライマリ SpectroSERVER を停止します。  

a. Spectrum コントロール パネルを開く  

b. ［SpectroSERVER の停止］をクリックします。  

c. SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止するアクショ

ンを確認するメッセージが表示されます。  

d. ステータスが［非アクティブ］に変わることを確認します。 

e. Spectrum コントロール パネルを終了します。 
 

7. OneClick クライアントで、SpectroSERVER がセカンダリ SpectroSERVER 

にフェールオーバしたことを確認します。  

エクスプローラの階層パネルのランドスケープ アイコンが緑から黄

色に変わります。  

［コンテンツ］パネルおよびコンポーネント詳細画面の周囲に黄色の

境界が表示されます。 
 

8. （オプション） リリース 9.2 H04 の CA Spectrum からのみ、新しいイン

ストールとアップグレードをサポートしています。 以前の CA 

Spectrum バージョンをアップグレードする場合は、「サポートされて

いるバージョンへのアップグレード (P. 40)」というトピックの手順に

従います。  

9. CA Spectrum リリース 9.3 またはリリース 9.2.3 をインストールします。  
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重要：  CA Spectrum リリース 9.3 にアップグレードしている場合、イン

ストールには、1 回限りのデータベース変換を開始するためのダイア

ログ ボックスが含まれます。 適切な文字セット エンコーディングを

選択するよう要求された場合、お使いの環境に該当するオプションを

選択します。 デフォルトの文字セット エンコーディングおよびデフォ

ルトのロケール（米語）が設定された展開では「デフォルト」オプショ

ンを選択します。 詳細については、「1 回限りのデータベース変換を

必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照してください。 

10. インストールが完了したら、以下のコマンドを実行して Tomcat Web 

サーバを停止します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/stopTomcat.sh 
 

11. （オプション）すべてのプライマリ SpectroSERVER で CA Spectrum の一

時的なバージョンへのアップグレードを実行し、インストールが正常

に完了することを確認します。 

注： すべてのインストールが完了するのを待ってから、次の手順に進

みます。 
 

12. プライマリ OneClick Web サーバで CA Spectrum の最新のバージョンへ

のアップグレードを実行し、インストールが完了するのを待ちます。  

13. インストールが完了したら、以下のコマンドを実行して Tomcat Web 

サーバを停止します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/stopTomcat.sh 
 

14. すべてのプライマリ SpectroSERVER で CA Spectrum の最新バージョン

へのアップグレードを実行し、インストールが正常に完了することを

確認します。 

注： すべてのインストールが完了するのを待ってから、次の手順に進

みます。 
 

15. 手動で、すべてのプライマリ SpectroSERVER でアーカイブ マネージャ

を起動します。  

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［コントロール］を選択し、［アーカイブ マネージャの開始］を

クリックします。 

注： アーカイブ マネージャの開始により、セカンダリ SpectroSERVER 

にローカルに格納されているイベントが、プライマリ アーカイブ マ

ネージャに送信されます。  
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16. セカンダリ SpectroSERVER 上のすべてのイベントがプライマリ アーカ

イブ マネージャに送信されるのを待ちます。 それらのステータスを確

認するには、以下の手順に従います。 

a. OneClick クライアントで、ユニバース トポロジ ビュー内の各 

SpectroSERVER の VNM モデルを強調表示します。 

b. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 
 

c. SpectroSERVER コントロール サブビューを見つけて展開します。 

d. ［イベント ログ情報］サブビューを見つけて展開します。 

e. ［ローカルに格納されたイベント数］の合計がゼロ（0）に達する

のを待ちます。 
 

17. プライマリ MLS で SpectroSERVER を起動します。  

a. プライマリ MLS で Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の開始］をクリックします。  

c. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 

18. 残りのプライマリ SpectroSERVER を起動します。 
 

19. 以下のコマンドを実行して、プライマリ OneClick Web サーバで Tomcat 

Web サービスを開始します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/startTomcat.sh 

注： セカンダリ Web サーバに接続される OneClick クライアントでは、

この時点でランドスケープが赤くなる場合と、そうでない場合があり

ます。 
 

20. セカンダリ OneClick Web サーバにログインしているすべての OneClick 

ユーザに対して、クライアントを閉じ、プライマリ OneClick Web サー

バにログインするように指示します。  
 

21. すべてのクライアントがプライマリ SpectroSERVER を参照でき、すべ

てのランドスケープ アイコンがエクスプローラ階層パネルで緑であ

ることを確認します。 
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フォールト トレラント セカンダリ SpectroSERVER のアップグレード 

以下の手順では、フォールト トレラント環境でのアップグレードについ

て説明します。 これらの手順は、すでにプライマリ サーバをアップグレー

ドしたことを前提にしています。 この手順では、セカンダリ SpectroSERVER 

およびセカンダリ OneClick Web サーバをすべてアップグレードします。 

注： 必要なアップグレード後の手順を含めて、アップグレード処理が完了

するまでは、OneClick でアラームが不正確に表示される可能性があります。 

すべての手順が完了するまで、管理のために CA Spectrum を使用しないよ

うにします。 

次の手順に従ってください： 

1. セカンダリ OneClick Web サーバのアップグレードを実行し、インス

トールが完了するのを待ちます。  
 

2. インストールが完了したら、以下のコマンドを実行して Tomcat Web 

サーバを停止します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/stopTomcat.sh 
 

3. すべてのセカンダリ SpectroSERVER で CA Spectrum の最新バージョン

へのアップグレードを実行し、インストールが正常に完了することを

確認します。 

重要：  CA Spectrum リリース 9.3 にアップグレードしている場合、イン

ストールには、1 回限りのデータベース変換を開始するためのダイア

ログ ボックスが含まれます。 適切な文字セット エンコーディングを

選択するよう要求された場合、お使いの環境に該当するオプションを

選択します。 デフォルトの文字セット エンコーディングおよびデフォ

ルトのロケール（米語）が設定された展開では「デフォルト」オプショ

ンを選択します。 詳細については、「1 回限りのデータベース変換を

必要とするアップグレード シナリオ (P. 46)」を参照してください。 

注： すべてのインストールが完了するのを待ってから、次の手順に進

みます。 
 

 

4. 各セカンダリ SpectroSERVER で SpectroSERVER を起動します。 

a. SpectroSERVER で Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の開始］をクリックします。  

c. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
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5. 以下のコマンドを実行して、セカンダリ OneClick Web サーバで Tomcat 

Web サービスを開始します。 

$SPECROOT/tomcat/bin/startTomcat.sh 

6. セカンダリ OneClick Web サーバに対して OneClick クライアントを起

動するように数人の OneClick ユーザに指示します。 
 

7. クライアントが正常に開き、すべてのプライマリ SpectroSERVER が緑

であることを確認します。 

8. 現在のデータベースを保持するためにすべてのプライマリ 

SpectroSERVER で手動オンライン バックアップを実行します。 以下の

手順を実行します。 

a. ［オンライン データベース バックアップ］サブビューで、［今す

ぐバックアップを開始］をクリックします。 

b. オンライン バックアップが成功したことを確認します。 

c. プライマリ SpectroSERVER データベースをセカンダリ 

SpectroSERVER に再同期します。 

注： バージョン番号によってデータベースを区別することをお勧めし

ます。 ［バックアップ ファイル名のプレフィックス］パラメータを、

デフォルトの db_ から、db_version_ やバージョンを識別する別の値に

設定します。 

9. 両方のサーバがアップグレードされたら、「1 回限りのデータベース

変換の実行（フォールト トレラント環境） (P. 65)」に述べられている

最終手順を実行します。 
 

1 回限りのデータベース変換の実行（フォールト トレラント環境） 

フォールト トレラント展開で複数のサーバを CA Spectrum リリース 9.3 に

アップグレードした場合、UTF-8 エンコーディングを使用するように既存

のアラームを変換するための最終手順をいくつか実行する必要がありま

す。 このエンコーディングはローカライゼーションをサポートするのに

必要です。 アップグレード手順では、UTF-8 を使用するよう自動的にデー

タベースを変換します。ただし、フォールト トレラント展開では既存の

アラームを UTF-8 に変換するために、この 1 回限りの変換用の手順が必要

になります。 
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この追加の変換手順は、以下のいずれかが該当する場合のみ必要です。 

■ デフォルト以外の文字セットが CA Spectrum 展開で設定されている。 

■ システム ロケールがデフォルト（英語）のロケールから変更されてい

る。 

■ CA Spectrum へのユーザ入力に、英語以外の文字（標準の NVT ASCII 文

字セット以外の文字）が含まれている可能性がある。 

詳細については、「1 回限りのデータベース変換を必要とするアップグ

レード シナリオ (P. 46)」を参照してください。  
 

注： 必要なアップグレード後の手順を含めて、アップグレード処理が完了

するまでは、OneClick でアラームが不正確に表示される可能性があります。 

すべての手順が完了するまで、管理のために CA Spectrum を使用しないよ

うにします。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER で［アーカイブ マネー

ジャの自動起動と自動停止］オプションを無効にします。 

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. コントロール メニューから、［アーカイブ マネージャの自動起動

と自動停止］のオプションをクリアします。 
 

2. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER を停止します。 

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［SpectroSERVER の停止］をクリックします。 

SpectroSERVER を停止するアクションを確認するメッセージが表示

されます。 

c. ステータスが［非アクティブ］に変わることを確認します。  

d. Spectrum コントロール パネルを終了します。 
 

3. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER 上のフォールト トレ

ラント アラーム同期を無効にします。 

a. $SPECROOT/SS/.vnmrc ファイルを開きます。 

b. ファイルの最後に以下のオプションを追加します。 

ftasv_enabled=false 
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4. プライマリ SpectroSERVER 上のデータベースのコピーを保存します。 

$SPECROOT/SS ディレクトリから、以下のコマンドを実行します。 

../SS-Tools/SSdbsave – m dbsavefile 

dbsavefile 

作成しているデータベース コピーのファイル名。  

5. プライマリ SpectroSERVER で変換スクリプトを実行します。 

変換ユーティリティは SSdbload に含まれており、以下の構文を使用し

ます。 

SSdbload – UpgradeFrom encoding SAVE_FILE 

encoding  

CA Spectrum の旧バージョンと共に使用した、変換するエンコー

ディング。 サポートされているエンコーディングは、「ソフトウェ

ア リリース通知」にリスト表示されています。 

SAVE_FILE 

手順 4 で作成したデータベース コピーのファイル名。 
 

6. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER を起動します。 

a. プライマリ SpectroSERVER で Spectrum コントロール パネルを開き

ます。 

b. ［SpectroSERVER の開始］をクリックします。 

c. ステータスが［実行中］に変わることを確認します。 
 

7. 以下の手順に従って、オンライン データベース バックアップを実行し

ます。 

a. OneClick クライアントを開きます。 

b. VNM モデル上の［オンライン データベース バックアップ］サブ

ビューに移動します。 

c. プライマリ SpectroSERVER 上のモデル アクティブ化が完了するの

を待ちます。 

d. ［今すぐバックアップを開始］をクリックします。 
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8. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER 上のフォールト トレ

ラント アラーム同期を有効にします。 

a. $SPECROOT/SS/.vnmrc ファイルを開きます。 

b. ファイルの最後から以下のオプションを削除します。 

ftasv_enabled=false 
 

9. 以下の手順に従って、プライマリ SpectroSERVER で［アーカイブ マネー

ジャの自動起動と自動停止］オプションを有効にします。 

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. コントロール メニューから、［アーカイブ マネージャの自動起動

と自動停止］のオプションを選択します。 

10. OneClick Web サーバおよび接続された OneClick クライアントを再起動

します。 

重要：  このプロセス中にセカンダリ SpectroSERVER で生成されるアラーム

は保持されませんが、条件が検出された場合、プライマリ SpectroSERVER 上

で再生成されます。 
 

ベスト プラクティスのアップグレード： フォールト トレランスのな

い DSS 展開 

「フォールト トレラントな SpectroSERVER および OneClick Web サーバの

アップグレード (P. 59)」というトピックでは、フォールト トレラント環境

で CA Spectrum をアップグレードする手順を説明しています。 展開で

フォールト トレラントな SpectroSERVER を設定すると、アップグレード中

に一時的なフォールト トレラント システムが使用されます。 一時システ

ムを 1 回設定すると、プライマリ SpectroSERVER はインプレース アップグ

レードに対して無効になります。 一方、一時的なセカンダリ SpectroSERVER 

システムが、主要なネットワーク管理義務を引き継ぎます。 
 

いくつかの CA Spectrum アプリケーションは自動フェールオーバをサポー

トせず、アップグレード中に無効になります。 たとえば、TL1、Southbound 

Gateway、Modeling Gateway、Alarm Notifier、および Event Notifier は、アッ

プグレード中に一時的に無効になります。  
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非フォールト トレラント展開での SpectroSERVER および OneClick Web サーバの

アップグレード 

フォールト トレラント設定がない CA Spectrum DSS 環境をアップグレード

する場合、ネットワーク監視アクティビティを維持するために一時サーバ

を展開します。 このサーバは、アップグレードされる各 SpectroSERVER の

セカンダリのフォールト トレラント サーバとしてシステムで設定されま

す。 MLS （主な SpectroSERVER）でアップグレードを開始します。 

ネットワーク管理ロスのないインプレース アップグレードを実行する手

順を以下に説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. 一時的なセカンダリ SpectroSERVER として機能するようにサーバを指

定します。 
 

2. 現在インストールされた（backlevel） CA Spectrum ソフトウェアのコ

ピーを一時 SpectroSERVER にインストールします。 必ず必要なすべて

のパッチをインストールします。  

重要：  SpectroSERVER をまだ起動しないでください。 
 

3. 一時 SpectroSERVER 上の［ホスト セキュリティ］設定を編集します。 ホ

スト名のリストは現在の展開内の MLS のリストと同一である必要が

あります。 
 

4. MLS 上の SpectroSERVER データベースのオンライン バックアップを実

行します。  

重要：  アップグレードの全体処理が完了するまで、必ずファイル圧縮

機能および自動バックアップ機能を無効にします。 
 

5. 一時 SpectroSERVER の $SPECROOT/SS ディレクトリにバックアップ 

データベースをコピーします。 

6. 一時 SpectroSERVER ホストで、SS ディレクトリに移動します。  
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7. 以下のコマンドを発行してデータベース バックアップ ファイルを

ロードします。 

../SS-Tools/SSdbload -il -add precedence savefile 

precedence 

プライマリ SpectroSERVER （MLS）のデフォルト値より大きい数値。 

デフォルト： 10 （20 が推奨されます）。 

savefile 

以前に作成したデータベース バックアップ ファイルの名前。 
 
 

8. .vnmrc ファイルを編集し、一時 SpectroSERVER 上の最大イベント レ

コード数パラメータの値を高くします。 たとえば、以下のパラメータ

があるとします。 

max_event_records = 20000 

このパラメータを以下の値に変更します。 

max_event_records = 200000 

新しい値により、イベントがアップグレード中に失われないようにな

ります。 
 

9. イベントおよび統計データの損失を防ぐため、セカンダリ 

SpectroSERVER のアーカイブ マネージャが自動的に起動するのを無効

にします。  

この手順を実行すると、アップグレードが完了し、プライマリ 

SpectroSERVER が再起動された後で、すべてのデータがキャッシュされ、

プライマリ SpectroSERVER に返されるようになります。  

a. 一時セカンダリ SpectroSERVER で、Spectrum コントロール パネル

を開きます。 

b. コントロールをクリックし、［アーカイブ マネージャの自動起動

と自動停止ネージャ］の横のチェック ボックスをオフにします。 
 

注： ベスト プラクティスとして、イベントがアップグレード中に失わ

れないようにします。 ローカルに格納された最大イベント レコード 

サイズを増やすことができます。 イベントおよび統計について、ロー

カルに格納された最大ログ サイズのデフォルト値は 20,000 および 

5,000 です。 ほとんどの場合、これらのデフォルト設定で問題ありま

せん。 
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10. 一時 SpectroSERVER ホスト上の SpectroSERVER を起動します。 一時 

SpectroSERVER は、セカンダリの MLS 用のフォールト トレラントな 

SpectroSERVER になりました。  

VNM 上のオレンジのアラームは、アーカイブ マネージャが実行されて

いないことを示します。 これは無視できます。  
 

11. MLS 上のランドスケープ設定ビューを確認することにより、セカンダ

リ フォールト トレラント SpectroSERVER のセットアップを確認しま

す。  

a. OneClick で、ユニバース トポロジ ビューの［VNM］アイコンをダ

ブルクリックします。 ランドスケープ コンテナが表示されます。  

b. コンテンツ画面で［LocalLscpe］モデルを強調表示します。 
 

c. コンポーネント詳細画面で、［情報］タブを選択します。 

d. ［ロード済みランドスケープ］サブビューを見つけて展開します。 

e. 先行値が 10 のプライマリ MLS と、先行値が 20 （または "SSdbload" 

コマンドで指定された先行値）の一時セカンダリ SpectroSERVER の

両方がリストに含まれていることを確認します。 
 

12. プライマリ SpectroSERVER （MLS）をシャットダウンします。  

セカンダリ SpectroSERVER は管理タスクを再開し、MLS がアップグ

レードされます。  
 

13. 「インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54)」の手順に従っ

て MLS をアップグレードします。  

14. MLS が正常にアップグレードされたら、プライマリ SpectroSERVER で

アーカイブ マネージャを手動で起動します。  

a. Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［コントロール］を選択し、［アーカイブ マネージャの開始］を

クリックします。 

注： アーカイブ マネージャの開始により、セカンダリ SpectroSERVER 

にローカルに格納されているイベントが、プライマリ アーカイブ マ

ネージャに送信されます。  
 

15. SpectroSERVER を起動します。  

プライマリ管理機能は MLS に戻ります。 
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16. 「1 回限りのデータベース変換の実行（フォールト トレラント環境） 

(P. 65)」に記載されている手順に従います。  

注： オンライン バックアップを開始するように指示している手順は実

行しないでください。  

このアップグレード設定は、プライマリ SpectroSERVER がアップグ

レードされる前に生成され、セカンダリ SpectroSERVER から同期され

たアラームに、UTF-8 以外のデータが含まれないことを確認します。  

17. アップグレードを計画する次の SpectroSERVER に対して、セカンダリ 

SpectroSERVER として一時 SpectroSERVER ホストを設定します。 
 

18. 各 SpectroSERVER を順にバックアップし、シャット ダウンし、アップ

グレードする上記の手順を繰り返します。 

19. 最後に、OneClick Web サーバをアップグレードします。 

20. 「インストール後の設定 (P. 157)」のインストール後の手順を確認し

ます。  
 

Windows での移行およびアップグレード 

既存の SpectroSERVER データベース、アーカイブ マネージャ データベース

およびその他のアップグレード可能なコンポーネントを、別のディレクト

リまたはシステムに移行してから CA Spectrum をアップグレードできます。 

このようにすると、インストール中も既存の CA Spectrum のバージョンで

ネットワークの管理を続けることができます。 
 

注： CA Spectrum のインストールは、あるシステムから別のシステムへ、ま

たはあるディレクトリから別のディレクトリへ移動することはできませ

ん。 その代わり、最初に CA Spectrum データベースのコピーまたは移動を

行ってから、インストール プログラムを実行して、再配置されたデータ

ベースに CA Spectrum を再インストールします。 
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重要：  C:¥Program Files¥CA ディレクトリは、CA Spectrum の初回インストー

ル中に自動的に作成されます。 また、他の CA 製品に共通の CA Spectrum コ

ンポーネントは、このディレクトリに自動的にインストールされます。 こ

のディレクトリは、CA Spectrum アップグレード中に必要に応じて自動的

に更新されます。 このディレクトリからファイルを削除しないでくださ

い。 

次の手順に従ってください： 

1. すでに存在する場合、既存のデータベースからリモートのランドス

ケープをすべて削除します。 

2. ［OneClick ユーザ］タブからユーザ モデルを作成します。 新しい CA 

Spectrum バージョンをインストールするディレクトリの所有者と同

じ名前をそのモデルに付けます。 
 

3. 既存の SpectroSERVER データベースを保持します (P. 55)。 

重要：  移行用に SpectroSERVER データベースをバックアップする場合、

モデリング カタログとモデルの両方を含めます。 カタログのみ、また

はモデルのみの移行はサポートされていません。 
 

4. CA Spectrum イベントおよび統計データベースを保持します (P. 57)。 
 

5. SS-DB-Backup ディレクトリの dbsavefile.SSdb.gz ファイルから、

dbsavefile.SSdb ファイルを抽出します。 
 

6. 保存された SSdb ファイルを dbsavefile.SSdb ファイルにコピーします。 

SSdb ファイルでバックアップ圧縮が有効になっていた場合、gzip -d 

<database_file.gz> を実行して SSdb を解凍し、コピーを実行します。 た

とえば、cp db_20080105_1153.SSdb dbsavefile.SSdb を実行します。 

重要：  dbsavefile.SSdb ファイルは圧縮しないでください。 

dbsavefile.SSdb が圧縮されている場合、インストール時にデータベース

は移行されません。 
 

7. インストール ディレクトリ、<$SPECROOT> を、新しいバージョンの CA 

Spectrum 用に作成します。 

重要：  CA Spectrum は、名前にスペースを含むディレクトリにはインス

トールできません。 ディレクトリ パス内にスペースがあると、インス

トールは失敗します。 
 

8. $SPECROOT に SS サブディレクトリを作成します。 
 

9. 以前の CA Spectrum インストール ディレクトリから、アップグレード

された CA Spectrum インストールの $SPECROOT ディレクトリに、カス

タム ディレクトリをコピーします。 
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10. dbsavefile.SSdb ファイルを $SPECROOT¥SS サブディレクトリにコピー

するか（バイナリ モードで）FTP 転送します。 

注： CA Spectrum の新バージョンをインストールする場合、既存の 

SpectroSERVER データベースの移行により、既存のすべてのモデルは、

新しい SpectroSERVER データベースへ移行されます。 この移行には、

アイコンの配置、グルーピング、注釈など、トポロジ ビューを含むモ

デルが含まれます。 
 

11. SS サブディレクトリに DDM サブディレクトリを作成します。 
 

12. dbsavefile.tgz を新しい $SPECROOT¥SS¥DDM ディレクトリにコピーす

るか（バイナリ モードで）FTP 転送します。 

ディレクトリ構造は、現在以下のようになっています。 

 
 

13. （オプション）OneClick Web サーバを移行するには、旧 OneClick Web 

サーバをインストールしたコンピュータから、<$SPECROOT>¥custom 

ディレクトリの内容をコピーします。 新しい OneClick Web サーバをイ

ンストールしたコンピュータの <$SPECROOT>¥custom ディレクトリに

この内容を貼り付けます。 
 

重要：  CA Spectrum の移行とアップグレードを実行する場合、別のコン

ピュータに <$SPECROOT>/custom/common/config/custom-jnlp-config.xml 

ファイルをコピーしないでください。 このファイルには、カスタム 

ディレクトリのコピー先のコンピュータと互換性がないメモリ設定が

含まれている可能性があります。 
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注： トポロジ ビューへのカスタムバックグラウンド イメージ

（<$SPECROOT>¥custom¥images¥background）のマッピングは、

SpectroSERVER データベースでメンテナンスされます。 

<$SPECROOT>¥custom ディレクトリの詳細については、「OneClick カス

タマイズ ガイド」を参照してください。 

14. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 

これで CA Spectrum は移行されアップグレードされました。 
 

Linux および Solaris での移行およびアップグレード 

既存の CA Spectrum データベースおよびその他のアップグレード可能なコ

ンポーネントを別のディレクトリまたはシステムに移行してから、CA 

Spectrum をアップグレードできます。 このようにすると、インストール

中も既存の CA Spectrum のバージョンでネットワークの管理を続けること

ができます。 

注： CA Spectrum のインストールは、あるシステムから別のシステムへ、ま

たはあるディレクトリから別のディレクトリへ移動しないでください。 

その代わり、最初に CA Spectrum データベースのコピーまたは移動を行っ

てから、インストール プログラムを実行して、再配置されたデータベー

スに CA Spectrum を再インストールします。 
 

重要：  /opt/CA ディレクトリは、CA Spectrum の初回インストール時に自動

的に作成されます。 また、他の CA 製品に共通の CA Spectrum コンポーネ

ントは、このディレクトリに自動的にインストールされます。 このディ

レクトリは、CA Spectrum アップグレード中に必要に応じて自動的に更新

されます。 このディレクトリからファイルを削除しないでください。 
 

次の手順に従ってください： 

1. すでに存在する場合、既存のデータベースからリモートのランドス

ケープをすべて削除します。 

2. ［OneClick ユーザ］タブからユーザ モデルを作成します。 新しい CA 

Spectrum バージョンをインストールするディレクトリの所有者と同

じ名前をそのモデルに付けます。 
 

3. 既存の SpectroSERVER データベースを保持します (P. 55)。 

重要：  移行用に SpectroSERVER データベースをバックアップする場合、

モデリング カタログとモデルの両方を含めます。 カタログのみ、また

はモデルのみの移行はサポートされていません。 
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4. CA Spectrum イベントおよび統計データベースを保持します (P. 57)。 
 

5. SS-DB-Backup ディレクトリの dbsavefile.SSdb.gz ファイルから、

dbsavefile.SSdb ファイルを抽出します。 
 

6. 保存された SSdb ファイルを dbsavefile.SSdb ファイルにコピーします。 

SSdb でバックアップ圧縮が有効になっていた場合、最初に gzip -d 

<database_file.gz> を実行して SSdb を解凍し、コピーを実行します。 た

とえば、cp db_20080105_1153.SSdb dbsavefile.SSdb を実行します。 

重要：  dbsavefile.SSdb ファイルは圧縮しないでください。 

dbsavefile.SSdb が圧縮されている場合、インストール時にデータベース

は移行されません。 
 

7. 以下のように新しいバージョンの CA Spectrum 用に、インストール 

ディレクトリ <$SPECROOT> を、2 つのデータベース ファイル用のサブ

ディレクトリと共に作成します。 

mkdir -p <$SPECROOT>/SS/DDM 

重要：  注: インストールのディレクトリ名として /opt/SPECTRUM は使

用しないでください。 この場所は、インストール時に自動作成される

ディレクトリ用に予約されています。 また、ディレクトリの所有者名

が CA Spectrum の新規バージョンをインストールするディレクトリの

所有者名と一致していることを確認します。 

重要：  CA Spectrum は、名前にスペースを含むディレクトリにはインス

トールできません。 ディレクトリ パス内にスペースがあると、インス

トールは失敗します。 
 

8. dbsavefile.SSdb ファイルを <$SPECROOT>/SS ディレクトリにコピーす

るか（バイナリ モードで）FTP 転送します。 

注： CA Spectrum の新バージョンをインストールする場合、既存の 

SpectroSERVER データベースの移行により、既存のすべてのモデルは、

新しい SpectroSERVER データベースへ移行されます。 この移行には、

アイコンの配置、グルーピング、注釈など、トポロジ ビューを含むモ

デルが含まれます。 
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9. dbsavefile.tgz ファイルを <$SPECROOT>/SS/DDM ディレクトリにコピー

するか（バイナリ モードで）FTP 転送します。 

ディレクトリ構造は、現在以下のようになっています。 

 
 

10. （オプション）OneClick Web サーバを移行するには、旧 OneClick Web 

サーバをインストールしたコンピュータから、<$SPECROOT>¥custom 

ディレクトリの内容をコピーします。 新しい OneClick Web サーバ イ

ンストールで <$SPECROOT>/custom ディレクトリへコンピュータにこ

れらのコンテンツを貼り付けます。 
 

重要：  CA Spectrum の移行とアップグレードを実行する場合、別のコン

ピュータに <$SPECROOT>/custom/common/config/custom-jnlp-config.xml 

ファイルをコピーしないでください。 このファイルには、カスタム 

ディレクトリのコピー先のコンピュータと互換性がないメモリ設定が

含まれている可能性があります。 

注： トポロジ ビューへのカスタム バックグラウンド イメージ

（<$SPECROOT>/custom/images/background）のマッピングは、

SpectroSERVER データベースでメンテナンスされます。 

<$SPECROOT>/custom ディレクトリの詳細については、「OneClick カス

タマイズ ガイド」を参照してください。 
 

11. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 

これで CA Spectrum は移行されアップグレードされました。 
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OneClick Web サーバのアップグレード 

Java Web Start アプリケーションがクライアントにアプリケーションの jar 

ファイルをキャッシュしてしまうため、OneClick Web サーバをアップグ

レードする前に、OneClick のすべてのクライアントをシャットダウンする

必要があります。 これらの jar ファイルは、アプリケーションを再起動す

ると自動的に更新されます。 ［クライアント詳細］を選択して［クライ

アントのログオフ］をクリックすると、OneClick クライアントをすべて

シャットダウンできます。 
 

専用システム上の Web サーバ インストール（<OC install dir>/WebApps な

ど）については、<$SPECROOT> ディレクトリに OneClick Web サーバをイン

ストールされます。 ただし、CA Spectrum と同じシステム上の OneClick Web 

サーバ インストールは、別のディレクトリにインストールされます。 こ

の場合、OneClick Web サーバは、CA Spectrum のアップグレード時に指定

したディレクトリにインストールされます（<OC install dir>/WebApps など）。 
 

注： <$SPECROOT>/custom ディレクトリの使用方法の詳細については、

「OneClick カスタマイズ ガイド」を参照してください。 
 

専用システムに OneClick Web サーバをインストールする場合、<OC install 

dir>/WebApps ディレクトリにインストールします。 システムに 

SpectroSERVER と OneClick Web サーバの現在のバージョンが含まれる場合、

既存の CA Spectrum ディレクトリに CA Spectrum をインストールします。 

CA Spectrum を OneClick ディレクトリにインストールしないでください。 

既存の CA Spectrum ディレクトリは、［インストール場所］ダイアログ 

ボックスに表示されます。 
 

注： OneClick Web サーバのアップグレードでは通常、既存の Apache Tomcat 

ディレクトリが 

<$SPECROOT>/InstallT-ools/LOGS/<version_date>/SavedFiles/tomcat-<time> に

アーカイブされます。 OneClick Web サーバのアップグレードと、OneClick 

カスタマイズの検証が正常に終了した後、管理者がこのディレクトリを削

除することを推奨します。 ディレクトリは利用可能なディスク容量を不

必要に使用します。 
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新しい OneClick 権限 

CA Spectrum の新しいバージョンでは、CA Spectrum の 1 つ以上のデフォル

トの役割に、新しい権限が割り当てられている場合があります。 たとえ

ば、CA Spectrum は、OperatorRW などデフォルト CA Spectrum 役割にこれ

らの権限を割り当てます。 これらのデフォルトの役割が割り当てられて

いないユーザには、これらの新しい権限が自動で付与されないことに注意

してください。 これらの新しい権限を付与するには、ユーザに明示的に

割り当てるか、ユーザにデフォルトの役割を割り当てます。 
 

さらに、作成した 1 つ以上のカスタムの役割に、新しい権限を割り当てる

ことを検討してください。 そのため、これらのカスタム権限だけが割り

当てられたユーザにも新しい権限を付与されます。 

注： ユーザ、役割、および権限の操作の詳細については、「管理者ガイド」

を参照してください。  
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第 4 章： SPECTRUM のインストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA Spectrum のリモート インストール (P. 81) 

個別のシステム上の OneClick Web サーバおよび SpectroSERVER (P. 82) 

Solaris および Linux へのインストール メディアのマウント (P. 82) 

Windows でのインストールの開始 (P. 83) 

Linux および Solaris でのインストールの開始 (P. 84) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

インストール時に作成されるファイル (P. 93) 
 

CA Spectrum のリモート インストール 

Telnet を使用してネットワーク経由でリモートから CA Spectrum をインス

トールできます。 または GUI または分散インストールを使用してリモート

から CA Spectrum をインストールすることもできます。 たとえば Windows 

GUI インストーラを使って、Solaris または Linux プラットフォーム用のイ

ンストール DVD から各システムに CA Spectrum をインストールできます。 

インストールは 1 度に 1 つのシステムに対してしか実行できません。 リ

モート システムのホスト名、管理者 ID およびパスワードがわかっている

必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. リモート システムにまだ CA Spectrum がインストールされていない場

合、CA Spectrum をリモートでインストールするコンピュータの適切な

ドライブにインストール DVD を挿入します。 

2. CA Spectrum をリモートでインストールするコンピュータに CA 

Spectrum リモート管理デーモン（SRAdmin）をインストールします。 
 

3. CA Spectrum をリモート インストールするコンピュータのローカルの

適切なドライブに、インストール DVD を挿入します。 

4. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 

CA Spectrum がリモートからインストールされました。 
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個別のシステム上の OneClick Web サーバおよび 
SpectroSERVER 

OneClick Web サーバおよび SpectroSERVER を別々のシステムにインストー

ルする場合、各システム インストールごとにインストール プロセス (P. 

86)を繰り返します。 また、インストール中に［オプションの選択］ダイ

アログ ボックスで適切なコンポーネントを選択してください。 分散イン

ストールを使用して、別々のシステムに異なるコンポーネントを同時にイ

ンストールすることもできます。 
 

Solaris および Linux へのインストール メディアのマウント 

ボリューム管理が無効な場合は、インストール メディア マウント ポイン

ト ディレクトリをセットアップします。 次に、インストール メディア上

のインストール ソフトウェアにアクセスするために mount コマンドを実

行します。 この手順は、インストールがローカル（ターゲット システム

がドライブ用のホストです）か、リモート（ターゲット以外のシステムが

ドライブをホストします）かによって変わります。 

注： Solaris または Linux システムでボリューム管理が有効になっている場

合、インストール メディアは自動でマウントされます。  

次の手順に従ってください： 

1. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 

2. 以下のコマンドを実行して <installation_media> ファイル システムを

マウントします。 <installation_media> は作成したディレクトリです。 

■ Solaris の場合： 

mount -r -F hsfs /dev/sr0 /<installation_media> 

■ Linux の場合：  

mount -t iso9660 /dev/dvd /mnt/<installation_media> 

これでインストール メディアがマウントされました。 
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Windows でのインストールの開始 

Windows プラットフォームで CA Spectrum のインストールを開始できま

す。 

重要：  製品のベータまたは評価バージョンの上に、CA Spectrum のリリー

ス バージョンをインストールすることはできません。 まず、ベータまた

は評価バージョンをアンインストールする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. アプリケーションを実行している CA Spectrum 以外のプログラムをす

べて停止します。 

2. 以下の CA Spectrum アプリケーションを停止します。 

■ OneClick ホーム ページ内の［クライアント詳細］ Web ページの 

OneClick から、ユーザをすべてログオフし、OneClick クライアント

をすべてシャットダウンします。 

注： OneClick クライアントのシャットダウンの詳細については、

「管理者ガイド」を参照してください。 

■ CA Spectrum コントロール パネル内の［SpectroSERVER の停止］を

クリックして、SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止

し、次に CA Spectrum コントロール パネルを閉じます。 

注： CA Spectrum コントロール パネルの詳細については、「管理者

ガイド」を参照してください。 
 

■ VnmSh 接続をすべて停止します。 

注： VnmSh の停止の詳細については、「コマンド ライン インター

フェース ユーザ ガイド」を参照してください。 

■ Bash シェルをすべて終了します。 
 

3. システム要件 (P. 11)および前提条件 (P. 31)を満たしていることを確

認します。 

重要：  CA Spectrum をインストールする前に、アンチウイルス ソフト

ウェアのリアルタイム保護を無効にします。 この機能を無効にするこ

とで、リアルタイム保護ソフトウェアが使用している可能性がある

ファイルに関する潜在的な問題を回避することができます。 
 

4. 管理者権限を持つユーザとしてログインします。 
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5. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 autorun が無

効になっている場合、［エクスプローラ］ビューで setupnt.exe をダブ

ルクリックするとインストールを開始できます。 

インストールが開始されます。 

6. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 
 

 

Linux および Solaris でのインストールの開始 

Linux および Solaris プラットフォームに CA Spectrum をインストールでき

ます。 

重要：  製品のベータまたは評価バージョンの上に、CA Spectrum のリリー

ス バージョンをインストールすることはできません。 まず、ベータまた

は評価バージョンをアンインストールする必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. アプリケーションを実行している CA Spectrum 以外のプログラムをす

べて停止します。 

2. 以下の CA Spectrum アプリケーションを停止します。 

■ OneClick ホーム ページ内の［クライアント詳細］ Web ページの 

OneClick から、ユーザをすべてログオフし、OneClick クライアント

をすべてシャットダウンします。 

注： OneClick クライアントのシャットダウンの詳細については、

「管理者ガイド」を参照してください。 

■ CA Spectrum コントロール パネル内の［SpectroSERVER の停止］を

クリックして、SpectroSERVER およびアーカイブ マネージャを停止

し、次に CA Spectrum コントロール パネルを閉じます。 

注： CA Spectrum コントロール パネルの詳細については、「管理者

ガイド」を参照してください。 
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■ VnmSh 接続をすべて停止します。 

注： VnmSh の停止の詳細については、「コマンド ライン インター

フェース ユーザ ガイド」を参照してください。 

■ Bash シェルをすべて終了します。 
 

3. Linux (P. 14) および Solaris (P. 18) のシステム要件が満たされているこ

とを確認します。 
 

4. 前提条件 (P. 35)を満たしていることを確認します。 
 

5. 適切なドライブに CA Spectrum インストール メディアを挿入します。 
 

6. 必要な場合、DISPLAY 変数を以下のとおり、ターゲット システムのホ

スト名に設定します。 

■ C シェルで以下のコマンドを入力します。 

setenv DISPLAY <hostname>:0 

■ Bourne シェルまたは Korn シェルで、以下のコマンドを入力します。 

DISPLAY=<hostname>:0 ; export DISPLAY 

注： この設定が有効であることを確認するには、echo $DISPLAY を実行

します。 
 

7. CA Spectrum インストールの GUI をリモート システムで表示するには、

ターゲット システムで以下のコマンドを実行します。 

/usr/openwin/bin/xhost +<hostname> 

ホスト名 

ターゲット システムの名前です。 
 

8. 以下のいずれかの手順を実行します。 

■ ローカル ドライブからインストールを行う場合、ファイル マネー

ジャを使用してマウントされているインストール メディアに移動

します。 

■ リモート ドライブからインストールしている場合は、Workspace 

メニューにアクセスするために右クリックします。 次に、［ファ

イル］、［ファイル マネージャ］と選択します。 ファイル マネー

ジャを使って、リモート マウント ポイント ディレクトリ

（/<installation_media>）に移動します。 
 

9. インストーラ アイコンをダブルクリックします。 

10. CA Spectrum をインストールします (P. 86)。 
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詳細情報：  

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 
 

 

CA Spectrum のインストール 

CA Spectrum は、Windows、Linux、または Solaris プラットフォームにイン

ストールできます。 

重要：  Windows プラットフォーム上の C:¥Program Files¥CA、および Linux 

と Solaris プラットフォーム上の /opt/CA ディレクトリは、CA Spectrum の

初回インストール時に自動作成されます。 また、他の CA 製品に共通の CA 

Spectrum コンポーネントは、このディレクトリに自動的にインストールさ

れます。 このディレクトリは、CA Spectrum アップグレード中に必要に応

じて自動的に更新されます。 このディレクトリからファイルを削除しな

いでください。 

次の手順に従ってください： 

1. Windows (P. 83)、Linux (P. 84)、または Solaris (P. 84) でインストール

を開始します。 

［インストール］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. ［CA Spectrum のインストール］オプションを選択します。 

注： Linux プラットフォームでシェルからインストーラを起動した場

合、インストーラが起動する前に以下の警告が表示される場合があり

ます。 この警告ではインストール時に問題が発生することはないので、

無視できます。 

awk: cmd. line:6: warning: escape sequence `¥.' treated as plain `.' 

［はじめに］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［次へ］をクリックして、先に進みます。 

使用許諾契約のダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. 使用許諾契約をスクロールさせて読み、使用許諾契約に同意して、［次

へ］をクリックします。 

［宛先ホスト］ダイアログ ボックスが表示されます。 
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5. CA Spectrum をインストールするホスト システムの名前を入力し、

［次へ］をクリックします。 

注： ネットワーク上で CA Spectrum および OneClick をリモート プラッ

トフォームにインストールしている場合は、「CA Spectrum のリモート 

インストール (P. 81)」の手順に従います。 

［SRAdmin 認証］ダイアログ ボックスが表示されます。 

注： 「CA Spectrum リモート管理デーモン (sradmin) に接続できません。」

というメッセージが表示された場合、インストールを続行する前に 

SRAdmin をインストールする必要があります。 SRAdmin をインストー

ルするには、このダイアログ ボックス上の［インストール］をクリッ

クします。 
 

6. 以下のとおり、ユーザ名とパスワードを入力し、［次へ］をクリック

します。 

■ Solaris または Linux のインストールについては、root アクセス権を

持ったユーザ名を入力します。 または、root 権限に sudoers ファイ

ルを使用することもできます。 

注： このインストールを開始する場合に root アクセス権を持って

いると、ユーザ名とパスワードを求められません。 

■ Windows のインストールでは、管理者権限を持つユーザ名を入力

し、（該当する場合は）ドメイン名を確認します。 

［インストール場所］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. デフォルトのディレクトリに CA Spectrum をインストールする場合は、

［次へ］をクリックします。 デフォルトのディレクトリは Windows で

は C:¥win32app¥SPECTRUM で、Solaris および Linux では /usr/SPECTRUM 

です。  

インプレース アップグレードを実行する場合、インストール プログラ

ムによって以前のインストール ディレクトリが検出されます。 

重要：  インプレース アップグレードを実行する場合、アップグレード

する CA Spectrum データベースが格納されているディレクトリ以外に

場所にデフォルトの保存先を変更しないでください。 Solaris および 

Linux では、インストール ディレクトリとして /opt/SPECTRUM は使用

しないでください。 この場所および名前は、インストール時に自動作

成されるディレクトリ用に予約されています。 
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デフォルトのディレクトリ以外の場所に CA Spectrum をインストール

する場合、［選択］をクリックして場所を選択し、［次へ］をクリッ

クします。 このオプションはローカル インストールの場合のみ表示さ

れます（リモートからのインストールの場合は非表示）。 

重要：  CA Spectrum は、名前にスペースを含むディレクトリにはインス

トールできません。 ディレクトリ パス内にスペースがあると、インス

トールは失敗します。 

インストーラは、インストール情報の抽出中であることを報告します。 

8. アップグレードを実行している場合、適切な文字セット エンコーディ

ングを選択するように要求されます。 お使いの環境に該当するオプ

ションを選択してください。  

このダイアログ ボックスは、CA Spectrum リリース 9.3 に対する 1 回限

りのデータベース変換を有効にします。 この変換は、デフォルト以外

の文字セット エンコーディングまたはデフォルト以外のロケールを

使用する展開にのみ必要です。 詳細については、「1 回限りのデータ

ベース変換用のアップグレード パス」を参照してください。 

［対象言語の選択］ダイアログ ボックスが表示されます。 

9. 英語に加えて、インストールするサポートされた言語のいずれかを選

択し、［次へ］をクリックします。 

ローカライズされた CsEvFormat、CsPCause、および EventTables が、選

択された言語に対してインストールされます。 
 

［オプションの選択］ダイアログ ボックスが表示されます。  
 

10. インストール タイプを選択します。 

標準 

SpectroSERVER、OneClick サーバ、および他のすべての CA Spectrum 

コンポーネントのインストールを許可します。 

リモート オペレーション サーバ 

最小のコンポーネントのインストールが SpectroSERVER および 

OneClick サーバを実行することを許可します。 

コンポーネントは入力したインストールのタイプに基づいて表示され

ます。 

注： アップグレードを実行している場合、現在の実装に存在するアド

オン コンポーネントが［リモート オペレーション サーバ］オプショ

ンに表示されます。 
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11. ［コンポーネント］リストからインストールする項目を選択し、［次

へ］をクリックします。 

重要：  単一 CPU 上で動作する SpectroSERVER ホスト システムに 

OneClick をインストールした場合、SpectroSERVER および OneClick の両

方のパフォーマンスが低下する可能性があります。 OneClick は別の専

用のシステムにインストールすることをお勧めします。 

［ホストの評価］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

12. 下へスクロールして警告が表示されないことを確認し、［次へ］をク

リックして続行します。 

［CA Spectrum インストール所有者］ダイアログ ボックスが表示され

ます。 
 

13. 以下のようにユーザ名とパスワードを入力し、［次へ］をクリックし

ます。 （SpectroSERVER をインストールする場合）このユーザ名を使

用して最初の CA Spectrum ユーザを作成し、インストールの所有者に

なります。 OneClick をインストールする場合、OneClick Web サーバが

接続する SpectroSERVER もユーザ名によって決定されます。 

■ Solaris または Linux のインストールでは、ホスト システムのユーザ

名を入力します。 インストールの所有者は root ユーザ以外である

必要があります。 

■ Windows インストールについては、ドメイン ユーザのユーザ名と

パスワード、またはローカル ユーザのユーザ名とパスワードのい

ずれかを入力します。 

重要：  ドメイン内のコンピュータに CA Spectrum をインストール

する場合、CA Spectrum インストール所有者のユーザ名を、コン

ピュータのホスト名と同じにすることはできません。 

CA Spectrum プロセス デーモン サービスの設定に、ユーザ名とパス

ワードも使用されます。 CA Spectrum では、ユーザ名とパスワード

は使用も保存もされません。 

注： インストール所有者が管理者以外の場合、インストール所有者

としてプロセス サービスを再起動できません。 ただし、一般的に

は通常運用でサービスを再起動する必要はないため、インストー

ル所有者が非管理者であることを推奨します。 非管理者を使用す

ると、セキュリティが向上し、パスワード メンテナンスを簡略化

できます。  
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注： 初回インストールでは、インストール所有者のデフォルト CA 

Spectrum パスワードは spectrum です。 

重要：  OneClick のインストール時、管理ライセンスが関連付けられて

いる CA Spectrum ユーザ名を必ず指定します。 このユーザは、CA 

Spectrum のすべてのモデルにアクセスする必要があります（管理者ア

クセス）。 SpectroSERVER のインストール時に指定したインストール

所有者を指定することをお勧めします。 このユーザはインストール ホ

スト上にも存在する必要があり、Windows の管理者ユーザである必要

はありません。 
 

［メイン ロケーション サーバ］ダイアログ ボックスが表示されます。 

CA Spectrum コンポーネントをインストールする際、ロケーション 

サーバも同時に自動インストールされます。 ただし、OneClick のみを

インストールする場合、ロケーション サーバは自動インストールされ

ません。 

注： 分散環境では、CA Spectrum がロケーション サーバを使用して 

VNM ランドスケープ マップをメンテナンスし、クライアント アプリ

ケーションに接続サービスを提供します。 ロケーション サーバおよび

メイン ロケーション サーバの詳細については、「分散 SpectroSERVER 

管理者ガイド」を参照してください。 
 

14. メイン ロケーション サーバのホスト名を入力し、［次へ］をクリック

します。 

注： CA Spectrum では、完全修飾ホスト名が提供されるかどうかにかか

わらず、ホスト名を解決できる必要があります。  

［Web サーバ ポート番号］ダイアログ ボックスには、デフォルト値

が表示されます。 
 

15. （オプション）デフォルト以外のポート番号を入力し、［次へ］をク

リックします。 

注： デフォルトのポートは Windows では 80 で、Solaris および Linux で

は 8080 です。 

以前に［コンポーネント］リストから［Report Manager］を選択して

いた場合、［Report Manager サーバ］ダイアログ ボックスが表示され

ます。 
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16. ［Report Manager サーバ］ダイアログ ボックスが表示された場合、

Report Manager がレポートする各 SpectroSERVER を選択し、［次へ］を

クリックします。 

［CA Spectrum レポート データ移行パネル］ダイアログ ボックスが表

示されます。 
 

17. SPECTRUM Report Console マイグレーションを実行している場合、レ

ポート データベース用のソース ホスト名および root パスワードを入

力し、［次へ］をクリックします。 そうでない場合、フィールドをブ

ランクのままにしておきます。 

18. SPECTRUM Report Console アップグレードを実行している場合、適切な

文字セット エンコーディングを選択するように要求されます。 お使い

の環境に該当するオプションを選択してください。  

このダイアログ ボックスは、CA Spectrum リリース 9.3 に対する 1 回限

りのデータベース変換を有効にします。 この変換は、デフォルト以外

の文字セット エンコーディングまたはデフォルト以外のロケールを

使用する展開にのみ必要です。 詳細については、「1 回限りのデータ

ベース変換用のアップグレード パス」を参照してください。 

19. アップグレードまたはマイグレーションを実行している場合、データ

ベース変換が必要になるため、既存の SPECTRUM Report Console データ

を保持するのか、破棄するのかが確認されます。  

詳細については、「CA Spectrum 9.3 に対する MySQL データベースでの

スキーマの変更 (P. 47)」を参照してください。 
 

［ランドスケープ ハンドル］ダイアログ ボックスが表示されます。 

注： SpectroSERVER をインストールする場合に限り、このダイアログ 

ボックスが表示されます。 このダイアログ ボックスはアップグレード

中は表示されません。 
 

ランドスケープとは、1 つの SpectroSERVER が管理するネットワーク 

ドメインです。 ランドスケープには、SpectroSERVER のすべてのモデ

ル、関連付け、属性値、アラーム、イベント、統計が含まれます。 ネッ

トワークの各ランドスケープは一意で、固有のランドスケープ ハンド

ル（ID）によって識別されます。 
 

ダイアログ ボックスに示されるとおりに、ランドスケープ ハンドル用

に値を入力します。 
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注： Solaris では以下の 3 つのコマンドを実行することで、10 進数の値

を CA Spectrum ランドスケープ ハンドルの 16 進数フォーマットに変

換できます。 

bc 

obase=16 

<decimal value> * 262144<CTRL>D 
 

bc ユーティリティによって、［ランドスケープ ハンドル］ダイアログ 

ボックスに入力した 16 進数の値が頭に 0x が追加されて表示されます。 

たとえば、10 進数の 24 に 262144 を掛けると 16 進数の 600000 が算出

されます。 ［ランドスケープ ハンドル］フィールドには「0x600000」

と入力します。 一意のランドスケープ ハンドルは、分散 SpectroSERVER 

環境を構成する場合に重要です。 
 

20. ［次へ］をクリックします。 

［設定の確認］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

21. 設定が選択どおりであることを確認するためスクロール ダウンし、

［次へ］をクリックします。 

［CA Spectrum をインストール中］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 CA Spectrum のインストールが完了すると、ステータスは［正常

にインストールされました］に変更され、［次へ］ボタンが使用でき

るようになります。 
 

22. ［次へ］をクリックします。 

［インストール完了］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

23. ［完了］をクリックします。 

設定ダイアログ ボックスが尐しの間表示され、閉じます。 

システム用に CA Spectrum が設定されます。 

24. 初期インストール ダイアログ ボックスの［閉じる］をクリックします。 

ログアウトし、再度ログインします。 

CA Spectrum がインストールされます。 
 

詳細情報：  

既存の SpectroSERVER データベースの保存 (P. 55) 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum イベントおよび統計データベースの保持 (P. 57) 
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インストール時に作成されるファイル 

CA Spectrum のインストールによって、以下のファイル タイプが追加され

ます。 

■ CA Spectrum サービス（Windows） 

■ CA Spectrum プロセス デーモン（processd）ファイル（Linux および 
Solaris) 

■ CA Spectrum リモート管理デーモン ファイル（Linux および Solaris) 

■ インストール データベースの保存ファイル 
 

Windows の SPECTRUM サービス 

SPECTRUM のインストールによって、以下のサービスが Windows サービス

に追加されます。 

■ SPECTRUM プロセス デーモン 

■ SPECTRUM リモート管理 
 

■ SPECTRUM MYSQL データベース サーバ 

■ SpectrumTomcat 
 

Linux の CA Spectrum プロセス デーモン ファイル 

CA Spectrum のインストールによって、Linux の以下の起動領域に、プロセ

ス デーモン（processd）ファイルが追加されます。 

■ /etc/rc.d/init.d/processd 

■ /etc/rc.d/rc0.d/K*processd 
 

■ /etc/rc.d/rc1.d/K*processd 
 

■ /etc/rc.d/rc2.d/K*processd 
 

■ /etc/rc.d/rc3.d/S*processd 
 

■ /etc/rc.d/rc4.d/K*processd 
 

■ /etc/rc.d/rc5.d/S*processd 

■ /etc/rc.d/rc6.d/K*processd 
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注： * 記号の場所の数字は、使用しているオペレーティング システムに

よって決まります。 processd の詳細については、「分散 SpectroSERVER 管

理者ガイド」を参照してください。 

重要： これらのファイルは SPECTRUM の操作で必要なので削除しないでく

ださい。 
 

Solaris の CA Spectrum プロセス デーモン ファイル 

CA Spectrum のインストールによって、Solaris の以下の起動領域に、プロ

セス デーモン（processd）ファイルが追加されます。 

■ /etc/init.d/processd 

■ /etc/init.d/processd.pl 
 

■ /etc/rc0.d/K*processd 

■ /etc/rc2.d/S*processd 

* の場所の数字は、使用しているオペレーティング システムによって決ま

ります。 

重要： これらのファイルは SPECTRUM の操作で必要なので削除しないでく

ださい。 

注： processd の詳細については、「分散 SpectroSERVER 管理者ガイド」を

参照してください。 
 

Linux の CA Spectrum リモート管理デーモン ファイル 

CA Spectrum のインストールでは、CA Spectrum のユーザ認証および分散管

理用に、以下の CA Spectrum リモート管理デーモン（sradmin）ファイルが

追加されます。 

■ /etc/init.d/sradmin 

■ /etc/rc0.d/K*sradmin 
 

■ /etc/rc1.d/K*sradmin 
 

■ /etc/rc2.d/K*sradmin 
 

■ /etc/rc3.d/S*sradmin 
 

■ /etc/rc4.d/K*sradmin 
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■ /etc/rc5.d/S*sradmin 

■ /etc/rc6.d/K*sradmin 
 

注： * の場所の数字は、使用しているオペレーティング システムによって

決まります。 

これらのファイルは /sw/SPECTRUM/SRAdmin/sradmin.exe に追加されます。

SRAdmin が手動でインストールされた場合は別のパスに追加されます。 

重要： これらのファイルは SPECTRUM の操作で必要なので削除しないでく

ださい。 
 

Solaris の CA Spectrum リモート管理デーモン ファイル 

CA Spectrum のインストールでは、CA Spectrum のユーザ認証および分散管

理用に、以下の CA Spectrum リモート管理デーモン（sradmin）ファイルが

追加されます。 

■ /etc/init.d/sradmin 

■ /etc/rc2.d/S*sradmin 
 

注： * の場所の数字は、使用しているオペレーティング システムによって

決まります。 
 

これらのファイルは /sw/SPECTRUM/SRAdmin/sradmin.exe に追加されます。

SRAdmin が手動でインストールされた場合は別のディレクトリ パスに追

加されます。 

重要： これらのファイルは SPECTRUM の操作で必要なので削除しないでく

ださい。 
 

インストール データベースの保存ファイル 

インストールでは、<$SPECROOT>/SS ディレクトリに 2 つの保存ファイル

が自動作成されます。 ファイルにはそれぞれ、インストールされたデー

タベース モデリング カタログのコピーが含まれます。 最初のファイルに

はタイムスタンプが付き、拡張子は .after になります。 .after ファイルの

コピーが作成され、legacy.SSdb と命名されます（legacy.SSdb ファイルがす

でに存在していた場合は上書きされます）。 
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一番新しくインストールされたモデリング カタログを使ってデータベー

スを再初期化するため、SSdbload ユーティリティでは legacy.SSdb ファイル

が使われます。 一方、.after ファイルを使用すると、特定のインストール

に関連付けられているカタログをリストアできます。 ファイル名の日付

部分以降には連番が付き、同じ日に生成された複数の .after ファイルを区

別できます。 たとえば、2006 年 5 月 4 日にこれらのファイルが 3 つ生成

された場合、名前は以下のようになります。 

■ db_20060504,1.after.SSdb 

■ db_20060504,2.after.SSdb 

■ db_20060504,3.after.SSdb 
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第 5 章： 他のインストール シナリオ 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

新しいコンポーネントのインストール (P. 97) 

パッチのインストール (P. 98) 

分散 SpectroSERVER およびフォールト トレラント構成 (P. 98) 

CA Spectrum の再インストール (P. 99) 
 

新しいコンポーネントのインストール 

コンポーネントが最初にインストールされなかった場合、以下の手順に

従ってコンポーネントを追加できます。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER およびすべての CA Spectrum アプリケーションを停止

します。 

2. 現在インストールされている CA Spectrum のバージョンのインストー

ルを実行します。 ただし、以下の事項に注意してください。 
 

■ すべてのコンポーネントは同じディレクトリにインストールする

必要があるので、［インストール場所］ダイアログ ボックスのデ

フォルトのディレクトリは保持します。 OneClick と SpectroSERVER 

を異なるディレクトリにインストールすることはできません。 
 

■ 追加するコンポーネントが［オプションの選択］ダイアログ ボッ

クスにある場合にはそれを選択します。 すでにインストールした

同じバージョンのコンポーネントは、選択され無効になっていま

す。これらのコンポーネントは再インストールされません。 追加

するコンポーネントが表示されない場合は、［設定の確認］ダイ

アログ ボックスでコンポーネントがインストールされていること

を確認します。 ［設定の確認］ダイアログ ボックスには、インス

トールされているすべてのコンポーネントが表示されます。  

注： コンポーネントを追加するときに、［インストール タイプ］

を変更することはできません。 このオプションは初期インストー

ルのみで使用可能です。  
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CA Spectrum インストールは新しいコンポーネントのみをインストー

ルします。 

3. すべてのコンポーネントのインストール後、最新の CA Spectrum メン

テナンスがある場合は再インストールします (P. 98)。  

 
 

パッチのインストール 

既存のバージョンの CA Spectrum の更新またはパッチは、

http://ca.com/support からダウンロードできます。 使用可能なメンテナン

ス パッチについては、テクニカル サポート担当者にお問い合わせくださ

い。 各パッチには、手順の順番が記載されたソフトウェア リリース ノー

トが付属します。 
 

分散 SpectroSERVER およびフォールト トレラント構成 

ネットワークのさまざまな領域を管理するために複数の SpectroSERVER を

インストールする方法の詳細については、インストールを開始する前に、

「分散 SpectroSERVER 管理者ガイド」を参照してください。 
 

1 つまたは複数の SpectroSERVER がプライマリ SpectroSERVER のスタンバ

イとして機能できるように、CA Spectrum はフォールト トレラントの設定

もサポートします。 このシナリオで、セカンダリ SpectroSERVER は、プラ

イマリ SpectroSERVER が利用不可能になる場合に、管理機能を引き継ぐ準

備ができています。 この構成に必要な特別の要件については、「分散 

SpectroSERVER 管理者ガイド」を参照してください。 

フォールト トレランスを備えたアップグレードがサポートされています。 

詳細については、「アップグレードのベスト プラクティス： フォールト ト

レラントな展開 (P. 58)」を参照してください。 

注： OneClick Web サーバ フォールト トレランスの詳細については、「管理

者ガイド」を参照してください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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CA Spectrum の再インストール 

問題がインストール中に発生する場合は、CA Spectrum を再インストール

できます。 新しいコンポーネントのインストールと再インストールは同

時には実行できません。 まず CA Spectrum の再インストールを行ってから

新しいコンポーネントをインストールします。 

既存のインストールのインストール所有者を変更する場合は、CA 

Spectrum を再インストールする前に Windows bash シェルから以下プログ

ラムを実行します。 このプログラムでは processd サービスを削除して、

インストール中に新しいインストールの所有者によってサービスが再作

成されるようにします。 

<install dir>/lib/SDPM/processd.exe --remove 
 

インストール所有者を変更するために CA Spectrum を再インストールする

には、サービス パックやメンテナンスではなく、完全なメジャー リリー

スを再インストールする必要があります。 たとえば、CA Spectrum 9.3.x の

ユーザは最初に CA Spectrum 9.3.0 を再インストールし、次に、CA Spectrum 

9.3.x を再インストールする必要があります。 
 

注： 以下は GUI を使用した場合のインストール手順です。 分散インストー

ルを行う場合、CA Spectrum の再インストールの前に、ホスト インストー

ル情報ファイルで same=yes を設定します。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER およびすべての CA Spectrum アプリケーションを停止

します。 

2. 現在インストールされている CA Spectrum のバージョンのインストー

ルを実行します。 ただし、以下の事項に注意してください。 
 

■ すべてのコンポーネントは同じディレクトリにインストールする

必要があるので、［インストール場所］ダイアログ ボックスのデ

フォルトのパスは保持します。 

■ ［オプションの選択］ダイアログ ボックスで新規の選択はできま

せん。 再インストールが可能なコンポーネントは選択され無効に

なっています。 

■ ［ホストの評価］ダイアログ ボックスには、インストール対象と

して何も選択されなかったことを示すメッセージが表示されます。 
 

3. ［ホストの評価］ダイアログ ボックスで［次へ］をクリックします。 
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4. ［再インストール オプション］ダイアログ ボックスで［再インストー

ル］をクリックします。 
 

5. ［ファイルを保持］ダイアログ ボックス上の［保持］をクリックしま

す。 

既存ユーザが変更したファイルは保持され、新しい設定を評価するた

めにホストの評価が再実行されます。 
 

6. ［次へ］をクリックし、必要に応じて、インストール ダイアログを変

更します。 

7. ［設定の確認］ダイアログ ボックスを表示し、コンポーネントがすべ

て再インストールされたことを確認します。 ［次へ］をクリックして

再インストールを続行します。 

再インストールが完了しました。 
 

詳細情報： 

新しいコンポーネントのインストール (P. 97) 
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第 6 章： SPECTRUM モデルのアップグレード 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

アップグレード後のデータベースの互換性 (P. 101) 

新しくサポートされたモデル タイプへの既存モデルの変換 (P. 104) 

単一のデバイス タイプのモデル タイプの変更 (P. 105) 

アップグレード後実行インストール スクリプトのトラブルシューティン

グ (P. 107) 
 

アップグレード後のデータベースの互換性 

アップグレード後に SpectroSERVER データベースと CA Spectrum の新バー

ジョンの互換性を確保するには、以下のタスクを完了します。 

■ 存在しないモデル タイプに基づく既存のモデルを新しいモデルに変

換します (P. 104)。 

■ 既存のモデルをより適切なモデル タイプに変換します (P. 104)。 
 

これらの手順は、初回インストールでは必要ありません。 
 

重要：  CA Spectrum アップグレード後に適切なアップグレード スクリプト

を実行しないと、システムで問題が発生する場合があります。 
 

場合によっては、ベンダーの要件または CA Spectrum に追加された機能に

よりモデル タイプが変わる可能性があります。 または、CA Spectrum が特

有のモデル タイプのデバイスをサポートしなくなることもあります。こ

の場合、このデバイスは他のモデル タイプに変換する必要があります。 
 

モデルの変換手順および変換時に発生したエラーについては、サポート担

当者にお問合わせください。 

注： 分散 SpectroSERVER 設定を計画している場合は、データベースを分割

する前に、すべてのモデルを変換してください。 
 

詳細情報： 

インプレース アップグレードを実行する方法 (P. 54) 
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保持されるモデル属性およびエレメント 

SpectroSERVER データベースをアップグレードするために、リスト表示さ

れたスクリプトを使用すると、以下のモデル属性を保持できます。 

■ 0x1006e Model_Name  

■ 0x12d7f Network_Address 
 

■ 0x10024 Community_Name  
 

■ 0x10009 Security_String 
 

■ 0x11564 Notes（Notes はデバイス、インターフェース、アプリケーショ

ン、モジュールおよびポート モデル用に保持されます。)  
 

■ 0x10071 Polling_Interval 
 

■ 0x10072 Poll_Log_Ratio  
 

■ 0x1154f Polling Status 
 

■ 0x110c4 Time Out  
 

■ 0x110c5 Try Count 
 

■ 0x1000c Value_When_Yellow 
 

■ 0x1000d Value_When_Orange 

■ 0x1000e Value_When_Red  
 

以下の詳細も保持されます。 

■ デバイス間の接続を含むモデル間の関係 

■ すべてのデバイス上の物理および論理インターフェースへの接続 

■ モデル タイプ固有およびモデル固有の NCM の設定 
 

再モデリング時に、インターフェースおよびアプリケーションは再検出さ

れモデリングされます。 この結果、これらの子モデルは新しいモデル ハ

ンドルを持つことになります。 

注： モデルおよびモデル タイプの変換時にはウォッチは保持されないた

め、新しいモデル タイプに再構築する必要があります。 
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Model Type Editor およびカスタマイズした SpectroSERVER データベース 

Model Type Editor（MTE）を使用して SpectroSERVER データベースをカスタ

マイズした場合、すべての変更の記録を残す必要があります。 MTE で行っ

た特定の変更は、SpectroSERVER データベースが新しいバージョンの CA 

Spectrum にアップグレードされる際には保持されません。 
 

CA Spectrum または他の開発者によって提供されたモデル タイプの関係、

メタルール、または属性を変更すると、それらの変更はデータベースの

アップグレード時に認識されない場合があります。 CA Spectrum をアップ

グレードした後、変更を手動で再適用します。 
 

モデル タイプは、CA Spectrum のアップグレード バージョンで変更および

改善できます。 CA Spectrum の新リリースが正しく動作するには、場合に

よっては、これらの変更をカスタマイズされた値に上書きする必要があり

ます。 
 

注： データベースに対する変更の保持の方法および保持できる変更タイ

プの詳細については、「Model Type Editor ユーザ ガイド」を参照してくだ

さい。  
 

パッチまたはアップグレードのインストール後のマルチキャスト マネージャまたは 

VPN Manager の使用 

インストール後に使用する NewMM.pl スクリプトは、以下のモデル タイ

プに影響します。 

■ Rtr_Cisco 

■ Cisco_12000 

■ SwCat6xxx、SwCat35xx、および SwCat4xxx 
 

インストール後実行スクリプトを実行した後、マルチキャストや VPN ディ

スカバリを再実行し、カスタマイズを再適用します。 これによって、環

境内で新規に作成されたデバイス モデルの正確なモデリングおよび管理

が保証されます。 
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新しくサポートされたモデル タイプへの既存モデルの変換 

さまざまなモデル タイプの既存のモデルを新しくサポートされたモデル 

タイプに変換するために、NewMM.pl ポストインストール スクリプトを使

用します。 このスクリプトにより、多くの主要属性、関係および他のエ

レメントが保持されます。 

たとえば、以前に CA Spectrum 内で GnSNMPDev として Cisco Catalyst 4500 

デバイスをモデル化したとします。 これらのモデルは Catalyst 4500 認証機

能を使うように変換できます。 
 

さらに、NewMM.pl スクリプトを使って、さまざまな Cisco 固有のモデル タ

イプを、適切にサポートされたモデル タイプに変換することができます。 

Cisco で新しいデバイスが導入されるたびに、CA Spectrum では使用可能な

適切なモデル タイプを使用してこれらの新しいデバイスを追加サポート

しています。 

注： NewMM.pl スクリプトを使用してモデル タイプを更新する場合、モデ

ルのセットが、新しいモデル タイプを持ったレポート データベースに作

成されます。 前のモデル タイプを持つモデルは削除対象としてマークさ

れます。 さらに、データは古いモデル タイプから新しいモデル タイプに

移行されません。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER が実行されていることを確認します。 

2. $SPECROOT/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリから、以下のコマンド

を実行します。 

NewMM.pl 
 

注： Windows では、すべての必要なスクリプトは bash シェルから実行

する必要があります。 DOS コマンド プロンプトからでは期待どおりに

実行されません。 
 

3. VNM のホスト名または IP アドレスを入力し、Enter キーを押します。 
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4. プロンプトが表示されたら SpectroSERVER ランドスケープ ハンドルを

入力し、Enter キーを押します。 

スクリプトを実行すると、データベースが分析され、変換可能なモデ

ルがあれば特定されます。 新しいモデルに対応するモデルの詳細リス

トが表示され、変換を求めるプロンプトが表示されます。 

注： 保守中またはハイバネーション モードのモデル、またはアクセス

できないモデルは変換の対象ではありません。 
 

5. 特定のモデル タイプに変換が可能なモデルに対して変換プロンプト

が表示されたら、「Yes」と入力します。 特定のモデル タイプを変換

しない場合は、「No」と入力します。以下のログ ファイルが 

$SPECROOT/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリに作成されます。 

NewMM_Log_DATE 

6. モデルの変換を確認するには、以下のログ ファイルを確認します。 

NewMM_Log_DATE 

既存のモデルは新しくサポートされたモデル タイプに変換されます。 
 

詳細情報：  

アップグレード後のデータベースの互換性 (P. 101) 
 

 

単一のデバイス タイプのモデル タイプの変更 

NewMM.pl ポストインストール スクリプトを使用して、単一のデバイス 

タイプのモデル タイプを自動的に変更することができます。 このスクリ

プトにより、多くの主要属性、関係および他のエレメントが保持されます。 

この手順は、指定された同じシステム オブジェクト ID を持つすべてのモ

デルのモデル タイプと、指定された同じ開始モデル タイプを変更します。 
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重要：  デバイス認定ユーティリティでデバイス タイプのモデル タイプ 

マッピングを変更するまで、この手順を実行しないでください。 デバイ

ス認定ユーティリティを使ってこの手順を実行しない場合、変更を 

SpectroSERVER データベースに伝えることができないため、予期しないア

ラームが発行されることがあります。 デバイス認定ユーティリティの使

用に関する詳細については、「認定ユーザ ガイド」を参照してください。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER が実行されていることを確認します。 

2. $SPECROOT/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリから、以下のコマンド

を実行します。 

NewMM.pl -m 
 

注： Windows では、すべての必要なスクリプトは bash シェルから実行

する必要があります。 DOS コマンド プロンプトからでは期待どおりに

実行されません。 
 

3. VNM のホスト名または IP を入力し、Enter キーを押します。 
 

4. プロンプトが表示されたら SpectroSERVER ランドスケープ ハンドルを

入力し、Enter キーを押します。 
 

5. プロンプトが表示されたら、モデルのシステム オブジェクト ID を入力

して、Enter キーを押します。 
 

6. プロンプトが表示されたら、モデルの現在のモデル タイプを入力し 

Enter キーを押します。 

7. プロンプトが表示されたら、変更するモデル タイプを入力し、Enter 

キーを押します。 

モデル タイプが変更されます。 

ログ ファイル NewMM_Log_DATE が 

$SPECROOT/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリに作成されます。 

8. モデル タイプの変換を確認するには、以下のログ ファイルを確認しま

す。 

NewMM_Log_DATE 

単一のデバイス タイプのモデル タイプが変更されます。 
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アップグレード後実行インストール スクリプトのトラブルシュー

ティング 

アップグレード後実行インストール スクリプトをトラブルシューティン

グできます。 

注： ログ ファイルは、<$SPECROOT>/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリ

にあります。 Windows では、bash シェルからすべてのスクリプトを実行

します。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER が実行されていない場合は、これを起動します。 

■ Windows の場合は、［スタート］、［すべてのプログラム］、［CA］、

［CA Spectrum コントロール パネル］を順にクリックします。 ［CA 

Spectrum コントロール パネル］が表示されます。 ［SpectroSERVER 

の開始］ボタンをクリックします。 

■ Solaris の場合は、［CA Spectrum］メニューのリスト項目から［CA 

Spectrum コントロール パネル］オプションを選択します。 ［CA 

Spectrum コントロール パネル］が表示されます。 ［SpectroSERVER 

の開始］ボタンをクリックします。 

■ Linux の場合は、<$SPECROOT>/bin/ にある SCP コマンドを実行しま

す。 ［CA Spectrum コントロール パネル］が表示されます。 

［SpectroSERVER の開始］ボタンをクリックします。 

インストールが開始されます。 
 

2. 管理者が提供した URL を使用して、Web ブラウザで OneClick ホーム 

ページを開きます。 URL のフォーマットは、

http://<hostname>:<portnumber>/ です。 
 

3. プロンプトが表示されたら、OneClick ログイン認証情報を入力します。 

OneClick ホーム ページが表示されます。  
 

4. ［コンソールの開始］をクリックします。  

OneClick コンソールが開きます。 
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5. メイン ロケーション サーバとして指定された SpectroSERVER を展開

し、ナビゲーション パネルで Universe をクリックします。 

存在する場合、ユニバース トポロジに対し、［コンテンツ］パネルの

［アラーム］タブにアラーム一覧が表示されます。 想定される原因が 

DIFFERENT TYPE MODEL のマイナー（黄色）アラームがモデルに表示さ

れる場合、アラームをクリアします。 スクリプトが、検出された適格

のモデルをすべて変換したことを確認するには、NewMM.pl スクリプ

トを再実行します。 
 

ログ ファイル NewMM_Log_<DATE> が 

<$SPECROOT>/Install-Tools/PostInstall/ ディレクトリに作成されます。  
 

6. モデルがすべて正常に変換したことを確認するには、ログ ファイル

（NewMM_Log_<DATE>）を確認します。 

注： DIFFERENT TYPE MODEL アラームが繰り返される場合、テクニカル 

サポートにお問合わせください。 

これでトラブルシューティングが完了しました。 
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第 7 章： 分散環境への SPECTRUM のインス

トール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

分散インストールの要件 (P. 109) 

分散インストールのタイプ (P. 110) 

分散インストールの実行方法 (P. 111) 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

ホスト インストール情報ファイルの作成 (P. 122) 

HII ファイルのパラメータ (P. 123) 

パスワード ファイルの作成 (P. 127) 

Windows での分散インストール クライアントの実行 (P. 132) 

Linux および Solaris での分散インストール クライアントの実行 (P. 135) 

重複インストール (P. 139) 
 

分散インストールの要件 

分散インストールを開始する前に、以下の要件が満たされていることを確

認します。 

■ ホスト インストール情報ファイル (P. 123)に必要なあらゆる新しいパ

ラメータの詳細については、「ソフトウェア リリース ノート」を確認

してください。 

■ ターゲット システムからリモート システムへの TCP/IP 接続が確立さ

れていること。 

注： ファイアウォール環境で分散インストールを行う場合、ポート 

46517 が開いていることを確認してください。 

■ インストーラ ホストとリモート ホストの時間設定が 2 分以内で同期

されること。 この設定は、CA Spectrum リモート管理デーモンとの確

実な認証のために必要です。 
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■ リモート ホストに十分なディスク容量があること。 CA Spectrum 分散

インストールでは、ターゲット システム上の一時ディレクトリに一時

ファイルがコピーされます。 そのため、それは、temp または tmp ディ

レクトリには尐なくとも 100 MB のディスク容量が必要です。 

Windows では、ユーザの環境変数で TEMP のデフォルトの場所を編集

できます。 
 

分散インストールのタイプ 

CA Spectrum では、ユーザの要件を満たすタイプの分散インストールを選

択できます。 

以下のテーブルは、実行可能な分散インストールのタイプ、およびその手

順が記載されたガイド内の箇所を示します。 

 

分散インストールのタイプ 手順 
 

Solaris または Linux への CA Spectrum のイ

ンストール 

 

■ SRAdmin デーモンをインストールします (P. 

114)。 

■ root/管理者のパスワード ファイルを作成 (P. 

128)し、ホスト インストール情報ファイルの作

成を作成します (P. 122)。 

■ Linux および Solaris で分散インストール クライ

アントを実行します。 

Linux または Solaris での CA Spectrum 9.0 以

降からのアップグレード 
■ SRAdmin デーモンをインストールします (P. 

114)。 

■ root/管理者のパスワード ファイルを作成 (P. 

128)し、ホスト インストール情報ファイルの作

成を作成します (P. 122)。 

■ Linux および Solaris で分散インストール クライ

アントを実行します。 
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分散インストールのタイプ 手順 
 

Windows Server 2008 または Windows Server 

2012 での CA Spectrum のインストール  

 

■ SRAdmin デーモンをインストールします (P. 

114)。 

■ root/管理者のパスワード ファイルを作成 (P. 

128)し、ホスト インストール情報ファイルの作

成を作成します (P. 122)。 

■ Windows で分散インストール クライアントを

実行します (P. 132)。 

サポートされた Windows プラットフォー

ムでの CA Spectrum 9.0 以降からのアップ

グレード 

■ SRAdmin デーモンをインストールします (P. 

114)。 

■ root/管理者のパスワード ファイルを作成 (P. 

128)し、ホスト インストール情報ファイルの作

成を作成します (P. 122)。 

■ Windows で分散インストール クライアントを

実行します (P. 132)。 
 

分散インストールの実行方法 

CA Spectrum 分散インストールは、CA Spectrum および OneClick Web サーバ

を（ローカルおよびリモートに）インストールするコマンド ライン イン

ターフェースです。 システムによって実行するインストールの種類を変

えることができます。 たとえば、以下のアイテムを 1 つの分散インストー

ルにインストールできます。  

■ SpectroSERVER のみ  

■ OneClick Web サーバのみ  

■ SpectroSERVER および OneClick Web サーバ 
 

CA Spectrum 分散インストールのコンポーネントは以下のとおりです。 

CA Spectrum リモート管理（SRAdmin）デーモン 

NFS マウントまたは Microsoft Network File 共有を手動でセットアップ

しなくても、安全なリモート インストールを可能にします。 デーモン

間で受け渡しが行われるときには、root 管理者のアカウントおよびパ

スワード情報を安全に保つために、タイム クリティカルな Triple-DES 

による暗号化が使用されます。 SRAdmin は CA Spectrum をインストー

ルする各リモート システムにインストールする必要があります。 
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CA Spectrum 分散インストール クライアント（Solaris では sdicsol.exe、Linux では 

sdiclinux.exe、Windows では sdicnt.exe) 

複数のマシンに複数のインストールが開始され、インストールの結果

が収集されます。 分散インストール クライアントには、以下のファイ

ルが必要です。 

パスワード ファイル 

リモートのコンピュータのアカウントおよびパスワードを含みま

す。 

ホスト インストール ファイル 

インストール情報を含みます。 トピック「HII ファイルのパラメー

ター (P. 123)」には、このファイルの必要なコンテンツに関する重

要な情報が含まれています。 
 

分散インストールを実行するには、以下の手順に従います。 

1. SRAdmin デーモンをインストールします (P. 114)。 

2. パスワード ファイルを作成します (P. 128)。 

3. HII ファイルを作成します (P. 122)。 
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SRAdmin のインストール方法 

以下の方法で、SRAdmin をインストールできます。 

■ CA Spectrum GUI (P. 86) 

CA Spectrum GUI からローカル コンピュータに CA Spectrum をインス

トールする場合、インストール時に SRAdmin はインストールをインス

トールできます。 リモートでインストールする場合、CA Spectrum GUI 

から SRAdmin をインストールすることはできません。 CA Spectrum GUI 

を使って CA Spectrum 9.0 より前のリリースからローカルでアップグ

レードする場合、SRAdmin をローカル マシン上で自動的にアップグ

レードすることはできません。 その代わり、SRAdmin をインストール

するオプションがあります。 

■ SRAdmin GUI (P. 114) 

CA Spectrum のリモート インストールまたは分散インストールを実行

する場合、SRAdmin GUI から SRAdmin をインストールします。 また別

の方法として、SRAdmin GUI から CA Spectrum GUI インストールを使っ

てローカル CA Spectrum インストールを実行し、SRAdmin をインス

トールすることもできます。 
 

■ Linux (P. 116)、Solaris (P. 117)、および Windows (P. 115) プラット

フォームでの SRAdmin の手動インストール 

注： GUI インストール オプションの代わりとして、SRAdmin を手動で

インストールします。 

■ Linux (P. 120)、Solaris (P. 121)、および Windows (P. 119) プラット

フォーム上での SRAdmin のサイレント モード インストール 

注： GUI および手動のインストール オプションの代わりとして、

SRAdmin をサイレント モードでインストールします。 
 

詳細情報： 

Linux および Solaris でのインストールの開始 (P. 84) 

Windows でのインストールの開始 (P. 83) 
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SRAdmin デーモンのインストール 

CA Spectrum のリモート インストールまたはローカル分散インストールを

実行する場合、SRAdmin GUI から SRAdmin をインストールします。 また別

の方法として、SRAdmin GUI から CA Spectrum GUI インストールを使って

ローカル CA Spectrum インストールを実行し、SRAdmin をインストールす

ることもできます。 

注： 9.0 リリース以降から CA Spectrum をアップグレードする場合、

SRAdmin をインストールする必要はありません。 SRAdmin は自動的にアッ

プグレードされます。 

次の手順に従ってください： 

1. Linux (P. 35)、Solaris (P. 35)、または Windows (P. 31) のインストール

前提条件が満たされていることを確認します。 

2. Solaris または Linux にインストールする場合、root としてログインして

いることを確認します。ただし、root 権限を得るために sudoers ファ

イルを使用している場合は除きます。 Windows にインストールする場

合、管理者権限を持つユーザとしてログインしていることを確認しま

す。 
 

3. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 

［インストール］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. ［CA Spectrum リモート管理のインストール］をクリックします。 

使用許諾契約のダイアログ ボックスが表示されます。 
 

5. 使用許諾契約をスクロールさせて読み、使用許諾契約に同意して、［次

へ］をクリックします。 

デフォルトのディレクトリと共に［インストール場所］ダイアログ 

ボックスが表示されます。 
 

6. デフォルトの場所にインストールする場合は［次へ］をクリックしま

す。または［選択］を選択して別のディレクトリを選択し［次へ］を

クリックします。 

注： Windows のデフォルトのディレクトリは C:/Program Files/SRAdmin 

です。 Solaris および Linux のデフォルトのディレクトリは 

/sw/SPECTRUM/SRAdmin です。 

進捗バーを示すダイアログ ボックスが表示されます。 
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注： Linux プラットフォームでシェルからインストーラを起動した場

合、インストーラが起動する前に以下の警告が表示される場合があり

ます。 この警告ではインストール時に問題が発生することはないので、

無視できます。 

awk: cmd. line:6: warning: escape sequence `¥.' treated as plain `.' 

インストールが完了すると、［インストール完了］ダイアログ ボック

スが表示されます。 

7. ［完了］をクリックして終了します。 

SRAdmin デーモンがインストールされました。 
 

詳細情報：  

Windows の前提条件 (P. 31) 

Linux および Solaris の前提条件 (P. 35) 

分散インストールのタイプ (P. 110) 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 
 

 

Windows への SRAdmin デーモンの手動インストール 

CA Spectrum GUI または SRAdmin GUI から SRAdmin をインストールする代

わりに、手動で SRAdmin をインストールすることもできます。 

注： Windows で SRAdmin を開始する前に、Visual Studio ランタイムのイン

ストールを実行する必要があります。 コマンド プロンプトで <spectrum cd 

ディレクトリ>/nt/nttools/VS2008 に移動し、vcredist_x86.exe を実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 31)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブに CA Spectrum インストール メディアを挿入します。 
 

3. 管理者または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 

注： Cygwin32 bash シェルを実行している場合は終了してください。 
 

4. コマンド プロンプトを起動し、Program Files ディレクトリに移動しま

す。 
 

5. 以下を入力して、SRAdmin ディレクトリを作成します。 

mkdir SRAdmin 
 



SRAdmin のインストール方法 
 

116  インストール ガイド 
 

6. cd SRAdmin を実行します。 
 

7. 以下を入力し、インストール メディアから SRAdmin ディレクトリに 

CA Spectrum リモート管理デーモンをコピーします。 

copy <installation_media drive>¥sdic¥windows¥sradmin.exe 
 

8. 以下を入力して CA Spectrum リモート管理デーモンをインストールし

ます。 

sradmin.exe --install 

9. 以下を入力して、CA Spectrum リモート管理デーモンを起動します。 

sradmin.exe --start 

SRAdmin デーモンがインストールされました。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
 

 

Linux への SRAdmin デーモンの手動インストール 

CA Spectrum GUI または SRAdmin GUI から SRAdmin をインストールする代

わりに、手動で SRAdmin をインストールすることもできます。 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 35)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 
 

3. root としてログインし、以下を入力して SRAdmin ディレクトリ パスを

作成します。 

mkdir -p /sw/SPECTRUM/SRAdmin 

ディレクトリ パスは /etc/rc2.d/ ディレクトリの S99sradmin ファイル

に保存されます。 
 

4. 以下を入力し、SRAdmin デーモンを SRAdmin ディレクトリにコピーし

ます。 

cp <インストール メディア ドライブ>/sdic/linux/sradmin.exe /sw/SPECTRUM/SRAdmin 
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5. 以下を入力して init.d ディレクトリに sradmin.rc2 をコピーします。 

cp <installation_media drive>/sdic/linux/sradmin rc2 /etc/init.d/sradmin 
 

6. 以下を入力してファイルの権限を変更します。 

chmod 500 /etc/init.d/sradmin 
 

7. 以下のコマンドを実行します。 

/sbin/chkconfig --add sradmin 

8. 以下を入力して、CA Spectrum リモート管理デーモンを起動します。 

/etc/init.d/sradmin start 

SRAdmin デーモンがインストールされました。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
 

 

Solaris への SRAdmin デーモンの手動インストール 

CA Spectrum GUI または SRAdmin GUI から SRAdmin をインストールする代

わりに、手動で SRAdmin をインストールすることもできます。 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 35)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 
 

3. root としてログインし、以下のように SRAdmin ディレクトリ パスを作

成します。 

mkdir -p /sw/SPECTRUM/SRAdmin 

パスは /etc/rc2.d/ ディレクトリの S99sradmin ファイルに保存されま

す。 
 

4. 以下のように SRAdmin デーモンを SRAdmin ディレクトリにコピーし

ます。 

cp <installation_media drive>/sdic/sunos5/sradmin.exe /sw/SPECTRUM/SRAdmin 
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5. 以下のように init.d ディレクトリに sradmin.rc2 ファイルをコピーしま

す。 

cp <installation_media drive>/sdic/sunos5/sradmin.rc2 /etc/init.d/sradmin 
 

6. 以下を実行してファイルの権限を変更します。 

chmod 500 /etc/init.d/sradmin 
 

7. 以下を実行して rc2.d のディレクトリに移動します。 

cd /etc/rc2.d 
 

8. 以下のコマンドを実行します。 

ln -s ../init.d/sradmin S99sradmin 

9. 以下を実行して CA Spectrum リモート管理デーモンを起動します。 

/etc/init.d/sradmin start 

SRAdmin デーモンがインストールされました。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
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Windows へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール 

別の方法として、サイレント モードを使用して、SRAdmin デーモンを 

Windows にインストールすることもできます。 

注： SRAdmin デーモンをサイレント インストールでインストールすると、

デフォルトでは /sw/SPECTRUM/SRAdmin/ ディレクトリにインストールさ

れます。 SRAdmin デーモンを別のディレクトリにインストールするには、

サイレント インストール手順を完了する前に、以下のコマンドを実行し

ます。 

srainstall.bin -f <properties file> 

プロパティ ファイルには以下の情報が含まれます。 

INSTALLER_UI=silent 

USER_INSTALL_DIR=/sradmin 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 31)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 
 

3. 管理者または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 
 

4. コマンド プロンプトを開き、 適切なドライブに移動します。 

5. 以下のコマンドを実行します。 

sdic¥nt¥ srainstall.exe -i silent 

SRAdmin デーモンがサイレント インストールされます。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
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Linux へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール 

別の方法として、サイレント モードを使用して、SRAdmin デーモンを Linux 

にインストールすることもできます。 

注： SRAdmin デーモンをサイレント インストールでインストールすると、

デフォルトでは /sw/SPECTRUM/SRAdmin/ ディレクトリにインストールさ

れます。 SRAdmin デーモンを別のディレクトリにインストールするには、

以降の手順を実行する前に、以下のコマンドを実行します。 

srainstall.bin -f <properties file> 

プロパティ ファイルには以下の情報が含まれます。 

INSTALLER_UI=silent 

USER_INSTALL_DIR=/sradmin 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 35)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 
 

3. root としてログインし、以下のディレクトリ パスに移動します。 

<installation_media drive>/sdic/linux 
 

4. 以下のコマンドを実行します。 

srainstall.bin -i silent 

注： Linux プラットフォームでは、インストーラの起動前に、以下の警

告が表示されることがあります。 この警告ではインストール時に問題

が発生することはないので、無視できます。 

awk: cmd. line:6: warning: escape sequence `¥.' treated as plain `.' 

SRAdmin デーモンがサイレント インストールされます。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
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Solaris へのサイレント モードでの SRAdmin デーモンのインストール 

別の方法として、サイレント モードを使用して、SRAdmin Daemon を Solaris 

にインストールすることもできます。 

注： SRAdmin デーモンをサイレント インストールでインストールすると、

デフォルトでは /sw/SPECTRUM/SRAdmin/ ディレクトリにインストールさ

れます。 SRAdmin デーモンを別のディレクトリにインストールするには、

サイレント インストール手順を完了する前に、以下のコマンドを実行し

ます。 

srainstall.bin -f <properties file> 

プロパティ ファイルには以下の情報が含まれます。 

INSTALLER_UI=silent 

USER_INSTALL_DIR=/sradmin 

次の手順に従ってください： 

1. インストールの前提条件 (P. 35)を満たしていることを確認します。 

2. 適切なドライブにインストール メディアを挿入します。 
 

3. root としてログインします。 
 

4. 以下のディレクトリ パスに移動します。 

<installation_media_drive>/sdic/sunos5 

5. 以下のコマンドを実行します。 

srainstall.bin -i silent 

SRAdmin デーモンがサイレント インストールされます。 
 

詳細情報： 

SRAdmin のインストール方法 (P. 113) 

CA Spectrum のインストール (P. 86) 

SRAdmin デーモンのインストール (P. 114) 
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ホスト インストール情報ファイルの作成 

分散インストーラ（distinst.exe）は、ホスト インストール情報（HII）ファ

イル内の情報を使用して分散インストールを完了します。 

次の手順に従ってください： 

1. テキスト エディタを使用して、ホスト インストール情報用にテキスト 

ファイルを作成します。 別の方法として、

<$SPECROOT>Install-Tools/LOGS/<version_date> ディレクトリにある 

hostargs.<time> ファイルを、スタート ポイントとして使用することも

できます。 

注： 新規のインストールの場合、hostargs.<time> ファイルは存在しませ

ん。 

2. CA Spectrum のインストールを予定している各コンピュータについて、

HII ファイルのパラメータを入力します。 
 

3. ファイルに有効なファイル名を付け、tmp などのディレクトリに保存

します。 有効である限り、HII ファイル名は重要ではありません。 

注： このファイル名は、分散インストール クライアントを実行する場

合に必要になります。 

4. テキスト エディタを終了します。 

HII ファイルが作成されました。 
 

詳細情報： 

分散インストールのタイプ (P. 110) 

Windows での分散インストール クライアントの実行 (P. 132) 

分散インストールの実行方法 (P. 111) 

Linux および Solaris での分散インストール クライアントの実行 (P. 135) 
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HII ファイルのパラメータ 

以下のテーブルは、ホスト インストール情報ファイルのパラメータです。 

 

パラメータ 説明 
 

 

remote_host=<remote host to install on> 

 

インストールのターゲット システムです。 

l_handle=<landscape handle> リモート システムのランドスケープ ハンドルです。 

SpectroSERVER インストールにのみ必要です。 

install_dir=<path> CA Spectrum がインストールされているディレクト

リです。 たとえば、/usr/Spectrum や 

C:/win32app/Spectrum です。 
 

install_owner=<username> 
 

インストールの所有者です。 

main_loc_serv=<location server> メイン-ロケーション サーバの名前です（パッチを

使わないすべてのインストールで必要）。 リモート 

ホストを指定できるのは、SpectroSERVER をインス

トールする場合のみです。  

vcd_path=<vcd path> インストール情報のパスです。 たとえば、インス

トール ファイルがローカル ディレクトリ 

/tmp/SpectrumInstallMedia にある場合、

vcd_path=/tmp/SpectrumInstallMedia と入力します。  

ss_install=yes|no （オプション）新規インストールの場合、デフォル

トは Yes です。 リモート コンピュータに 

SpectroSERVER をインストールしない場合は No を

選択します。 初めてインストールする場合のみ：  
 

oc_install=yes|no 
 

（オプション）デフォルトは No です。リモート コ

ンピュータに OneClick をインストールしない場合

は、No を選択します。 初めてインストールする場

合のみ： 
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パラメータ 説明 

xtn_install=yes|no （オプション）新規インストールの場合、デフォル

トは Yes です。 XTN とマークが付いたコンポーネン

トをインストールしない場合は No を選択します。 

初めてインストールする場合のみ： 

注： ss_install パラメータを Yes に設定した場合は、

xtn_install パラメータを Yes に設定します。 XTN とし

てマークされたコンポーネントが OneClick または 

SpectroSERVER のいずれかでインストールされてい

ない場合、xtn_install を Yes に設定しないでくださ

い。  

install_type=full|minimal デフォルトは Full です。 Full は、標準インストール 

タイプ（すべての CA Spectrum コンポーネント）を

示します。 リモート オペレーション サーバに対し

ては minimal を選択します。 新しいインストールの

みに必要です。 
 

patch=yes|no 
 

（オプション）デフォルトは No です。パッチ イン

ストールの場合は、Yes を選択します。 

same=yes|no （オプション）デフォルトは No です。現在インス

トールされているファイルのバージョンと同じも

のを再インストールする場合は、Yes を選択します。 

overwrite=yes|no （オプション）デフォルトは No です。same=yes を

選択して、インストール済みのファイルとこれから

インストールするファイルの比較処理を行わない

場合に、すべてのファイルを上書きするには Yes を

選択します。 ファイルは保持されません。 
 

allow_new_directory=yes|no 
 

（オプション）デフォルトは No です。CA Spectrum 

がすでにインストールされている場合、別のディレ

クトリにインストールされます。 古いディレクトリ

は無効です。 
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パラメータ 説明 

encoding=<encoding> （アップグレードのみ） 1 回限りのデータベース変

換に使用されるアップグレード前の文字セット エ

ンコーディング。 CA Spectrum の旧バージョンから

のアップグレードに必要です。 サポートされる値： 

ISO-8859-1、ISO-8859-2、ISO-8859-7、ISO-8859-8、

ISO-8859-9、および日本語（CA Spectrum 9.1 日本語

版のみ）。 

詳細については、「1 回限りのデータベース変換用

のアップグレード パス」を参照してください。 

locale=<値> 英語に加えてインストールする言語

（evformat/pcause/eventtables）を指定します。 

値：  en_US = 英語、ja_JP = 日本語、zh_CN = 中国語

（簡体字）、zh_TW= 中国語（繁体字）。 

exclude_parts=<PART-NUMBER>; 
<PART-NUMBER> 

インストールからコンポーネントを除外します。 こ

のリストは、今後のアップグレードおよびパッチ用

に保存されます。  

例： 

■ exclude_parts=SA-RPT-MGR を指定すると、

OneClick 分散インストールから CA Spectrum 

Report Manager が除外されます。 

■ exclude_parts=SA-CFMGR;SA-SPM を指定すると、

OneClick 分散インストールから NCM および SPM 

が除外されます。 
 

ignore_disk_space=yes|no 
 

（オプション）デフォルトは No です。ディスク容

量の警告が表示されても、インストールを続行する

場合は Yes を選択します。 

remove_vnmdb_lock=yes|no デフォルトは No です。vnmdb ロック ファイルが存

在する場合、削除します。 SpectroSERVER が実行さ

れていない場合のみ Yes を入力します。  

srm_source_host=<hostname> （オプション）Report Manager のオプションです（デ

フォルトは移行なしです)。 CA Spectrum Report 

Manager データベースを取得するために必要な 

MySQL ホスト名です。  
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パラメータ 説明 

srm_source_password=<password> （オプション）Report Manager のオプションです（デ

フォルトは移行なしです)。 CA Spectrum Report 

Manager データベースに必要な MySQL パスワード

です。 
 

srm_ss_servers=<server lists>（separated by 
";") 

 

（オプション） Report Manager のオプションです

（デフォルトはメイン ロケーション サーバです）。 

Report Manager による情報の収集元の 

SpectroSERVER。 

rptdb_preserve=<値> アップグレード中に、SPECTRUM Report Console デー

タの処理方法を指定します。 いくつかのオプション

では、アップグレードに必要な時間を減らすことが

できます。 

値: preserve = Report Manager データを保持、

removealldata = すべての Report Manager データを削

除、removeeventdata = Report Manager イベントデー

タのみを削除。 

デフォルト： preserve。 

tomcat_port=xxxxxx Apache Tomcat のポート番号です。 デフォルト： 

Windows では 80、Solaris/Linux では 8080。  

tomcat_root=<tomcat root directory> 既存の Apache Tomcat ディレクトリです。 デフォル

トは OneClick インストール ディレクトリです。 
 

server_username=<user name> 
 

（オプション）Windows のみでプロセス デーモン

（processd）サーバによって使用されます。 Windows 

ドメインの場合、構文は <domain>¥<username> で

す。 デフォルトは SRAdmin ユーザ名です。  

server_password=<password> （オプション）Windows のみで processd サーバに

よって使用されます。 デフォルトは SRAdmin のパス

ワードです。 
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パスワード ファイルの作成 

パスワード ファイルには、リモートのコンピュータのアカウントとパス

ワードが含まれます。 パスワード ファイルは、Solaris、Linux、および 

Windows で作成できます。 このファイルには、ホストごとに 1 つエントリ

を追加します。 各行には次の項目が含まれます。 

■ ホスト名 

■ root および管理者のアカウント名 

■ root および管理者のアカウント パスワード 
 

パスワード ファイルにはシャープ記号（#）またはバックスラッシュ（¥）

を使用できます。 CA Spectrum では、パスワード文字の前にバックスラッ

シュを入れないとコメント行として解釈されます。 
 

たとえば、パスワードが test#computer である場合、パスワード ファイル

には test¥#computer と入力します。 パスワードが test¥computer の場合、

パスワード ファイルには test¥¥computer と入力します。 
 

注： sudoers ファイルを使用すると、ユーザはリモート クライアントに対

して制限付きの root 権限を持つことができます。 root 権限は、CA Spectrum 

のインストールに必要なコマンドのみに使用できます。 このオプション

は、Solaris および Linux オペレーティング システムで使用できます。 
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パスワード ファイルの作成 

root および管理者パスワードを省略してホスト名およびユーザ名だけを

パスワード ファイルに入力することができます。 この場合、CA Spectrum 

分散インストール クライアントでは、コマンド ラインでパスワードを入

力するように求められます。 

パスワード入力後、インストーラはすべてのエントリに対してこの同じパ

スワードを使用するかどうか尋ねます。 ［いいえ］と答えると、パスワー

ド ファイル内のホストにパスワード エントリが存在しない場合、常にパ

スワードの入力を求められます。 

次の手順に従ってください： 

1. テキスト エディタを使用して、パスワード ファイルを作成します。 

2. CA Spectrum のインストールを計画しているすべてのシステムに対し、

ホスト名、アカウント名およびパスワードのエントリを追加します。 

この情報は、以下の順序で入力する必要があります。 

■ Solaris/Linux の場合： 

<host name> <root account name> <root password> 

■ Windows の場合： 

<host name> <administrator account name> <administrator password> 

注： <root password> および <administrator password> は任意で入力しま

す。 
 

3. 有効な名前を付けてファイルをディレクトリに保存します。 パスワー

ド ファイル名が有効な場合、これは重要ではありません。 

注： 分散インストール クライアントの実行にはこのファイル名を使用

します。 

4. テキスト エディタを終了します。 

パスワード ファイルが作成されました。 
 

詳細情報： 

重複インストール (P. 139) 

分散インストールのタイプ (P. 110) 

Windows での分散インストール クライアントの実行 (P. 132) 

分散インストールの実行方法 (P. 111) 

Linux および Solaris での分散インストール クライアントの実行 (P. 135) 
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制限付きの root 権限の付与（Linux および Solaris) 

Sudo（super user do）はサードパーティ製のアプリケーションです。 この

アプリケーションを使用すると、システム管理者は root または別のユーザ

として特定のコマンドをユーザに実行させることができます。 CA 

Spectrum は（Sudo アプリケーションが使用する）sudoers ファイルと互換

性があります。 特に、リモート システム上で CA Spectrum インストールを

実行するために必要な root 権限をユーザに与えるために sudoers ファイ

ルを使用できます。 このファイルにより、CA Spectrum がインストールさ

れるすべてのリモート システムに対して、インストール プログラムが完

全な root 権限を持つ必要がなくなります。 
 

注： CA Spectrum では、ユーザ権限の変更に実際の Sudo アプリケーション

は使用しません。 その代わり、sudoers ファイル内の該当する情報を解析

して指定したユーザにインストール権限を与えます。 Sudo アプリケー

ションの詳細については、http://www.courtesan.com/sudo/ を参照してくだ

さい。 
 

SRAdmin デーモンは、CA Spectrum のインストールを予定しているすべて

のコンピュータにインストールする必要があります。 また sudoers ファイ

ルも CA Spectrum をインストールするすべてのコンピュータで必要です。 
 

CA Spectrum をインストールしている各リモート コンピュータ上で以下の

手順を実行します。 

次の手順に従ってください： 

1. sudoers ファイルに以下のエントリを追加します。 このエントリに

よって、指定したユーザは root として sradmin.exe プログラムを実行

できるようになります。 

<username> <client_host> = <path_to_sraadmin>/sradmin.exe 

username 

インストールを実行するには、root 権限を持つユーザを指定しま

す。 このパラメータを ALL に設定すると、すべてのユーザに root 権

限が付与されます。 
 

http://www.courtesan.com/sudo/
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client_host 

ローカル ホスト システム（つまり、分散インストールを実行する

予定のシステム）の名前です。 このパラメータを ALL に設定する

と、NIS および DNS ネームスペースにあるすべてのコンピュータが

指定されます。 
 

path_to_sradmin 

sradmin.exe アプリケーションへのパスです。 デフォルトのパスは 

/sw/SPECTRUM/SRAdmin/ です。 また 

<path_to_sraadmin>/sradmin.exe の代わりに、ユーザが指定した

サーバのすべてのプログラムに対して root 権限を持つことを示す 

ALL を使用することもできます。 

注： このエントリは 1 行に入力する必要があります。 行継続文字は使

用しないでください。 
 

2. sradmin.exe アプリケーションがあるディレクトリに sudoers というシ

ンボリック リンク ファイルを作成します。 デフォルトでは、このディ

レクトリは /sw/SPECTRUM/SRAdmin です。 シンボリック リンク ファイ

ルを作成するには、以下のコマンドを使用します。 

ln -s <手順 1 で作成した sudoers ファイルへのフル パス> sudoers 

3. 以下の条件を満たしているかどうかを確認します。 

■ root(0) がこれらのファイルを両方とも所有している。 

■ グループが root(0) に設定されている。 

■ ファイルの権限が 0440 である。 

制限付きの root 権限が許可されます。 
 

Sudoers ファイルの所有者の変更（Linux および Solaris) 

デフォルトでは、root が sudoers ファイルを所有します。 sudoers ファイ

ルの所有者を変更すると、ファイルにアクセスできるユーザ数を制限する

ことができます。 次に、指定されたユーザが所有する sudoers ファイル内

にある設定だけを sradmin.exe アプリケーションが継承するように、

sradmin.exe スタートアップ パラメータを変更します。 他のユーザが所有

する Sudoers ファイルは無視されます。 
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sudoers ファイルの所有者を変更するには、sradmin.exe の起動に使用され

る S99sradmin ファイルのコマンドラインに --sudoowners パラメータを追

加します。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下のファイルを開きます。 

■ Solaris の場合： /etc/rc2.d/S99aradmin 

■ Linux の場合： /etc/rc2.d/K09sradmin 

2. 以下の行を見つけます。 

$SRADHOME/sradmin.exe --start 
 

3. この行に以下のパラメータを追加します。 

--sudoowners=<username> 

username 

sudoers ファイルを所有するユーザを指定します。 たとえば、以下

のように指定できます。 

$SRADHOME/sradmin.exe --start --sudoowners=bsmith 

4. ファイルを保存して閉じます。 

これで sudoers ファイルの所有者が変更されました。 
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Windows での分散インストール クライアントの実行 

Windows システムで分散インストール クライアントを実行する前提条件

は、以下のとおりです。 

■ 以下のシステムの時間設定が互いに 2 分以内に同期することを確認し

ます。 

– インストールを実行している Windows システム 

– インストールを受信しているリモート ホスト  

時間設定が同期されない場合、分散インストールはリモート システム

の SRAdmin デーモンに認証されません。 

■ SpectroSERVER および OneClick クライアントを含む分散環境内のすべ

ての CA Spectrum プロセスがシャットダウンしていることを確認しま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. Windows システムにログオンします。 

2. SRAdmin デーモンをインストールします (P. 114)。 
 

3. パスワード ファイルを作成します (P. 128)。 
 

4. ホスト インストール情報ファイルを作成します (P. 122)。 
 

5. 分散インストール クライアント（sdicnt.exe）を見つけます。 

■ インストール メディアからインストールする場合、実行可能ファ

イルは <installation_media drive>:¥sdic ディレクトリにあります。 

■ ダウンロードしたパッチからインストールする場合、実行可能

ファイルは <$SPECROOT>/Install-Tools/sdic ディレクトリにありま

す。 
 

6. （オプション） CA Spectrum 分散インストール クライアントを実行す

る前に確認試験を実行します。 このテストは、パスワード ファイル内

のユーザ名およびパスワードと、リモート コンピュータ上の SRAdmin 

のバージョンを確認し、VCD パスを検証します。 このテストを実行す

るには、以下のコマンドを入力します。 

<pathtoexecutable>¥sdicnt.exe -h <host file> -p <password file> -test 
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pathtoexecutable 

分散インストール クライアントの場所を指定します。 

host file 

リモート ホストのインストール情報を含むファイルを指定します。 

ホスト ファイルが分散インストール クライアントと同じディレ

クトリにない場合、このパスを含めます。 

例： -h C:/tmp/hostinfo 

パスワード ファイル 

アカウントおよびパスワード情報を含むファイルを指定します。 

パスワード ファイルが分散インストール クライアントと同じ

ディレクトリにない場合、このパスを含めます。 
 

注： テストの結果が、画面および LOGS_YYYYMMDD サブディレクトリ

（YYYY= 年、MM= 月、DD= 曜日）に表示されます。 このサブディレク

トリは CA Spectrum 分散インストール クライアントと同じディレクト

リにあります。 
 

7. 以下のように CA Spectrum 分散インストール クライアントを実行しま

す。 

<pathtoexecutable>¥sdicnt.exe -h <host file> -p <password file> 

[-accept] 
 

pathtoexecutable 

CA Spectrum 分散インストール クライアント（sdicnt.exe）の場所を

指定します。 

host file 

 リモート ホストのインストール情報を含むファイルを指定しま

す。 ホスト ファイルが分散インストール クライアントと同じディ

レクトリにない場合、このパスを含めます。 

例： -h C:/tmp/hostinfo 
 

パスワード ファイル 

アカウントおよびパスワード情報を含むファイルを指定します。 

パスワード ファイルが分散インストール クライアントと同じ

ディレクトリにない場合、このパスを含めます。 
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-accept 

（オプション）ライセンス契約を画面に表示せずに確認および同

意します。 このオプションによりサイレント インストールが可能

になります。  

ライセンス契約は、以下の場所にあります。 

■ インストール ディレクトリの <install 

dir>/Install-Tools/license/license.txt。 

■ インストール メディアでは、

<installation_media>/<plat>/license/license.txt にあります。plat は 

nt、sunos5、または linux のいずれかを示します。 

注： -accept コマンドを使用する場合、以下の 2 つの手順を実行する

必要はありません。 
 

Ctrl + C を押すといつでもインストールを終了できますが、リモートで

のインストールは続行されます。 
 

注： インストールの結果が、画面および LOGS_YYYYMMDD サブディレ

クトリに表示されます。 このサブディレクトリは、分散インストール 

クライアントを実行したディレクトリにあります。 

8. ライセンス使用条件を確認します。 終了したら、許諾契約の条項を承

認し、Y （はい）を入力して Enter キーを押すことによりインストール

を続行します。 

注： Enter キーを押すと 1 行ずつスクロールします。スペース キーを押

すと、1 ページずつスクロールします。  

インストールが完了すると、インストール完了を示す以下のような

メッセージが表示されます。 Windows での分散インストール クライア

ントの実行が終了します。 
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Linux および Solaris での分散インストール クライアントの実行 

Linux または Solaris システムで分散インストール クライアントを実行する

前提条件を以下に示します。 

■ 以下のシステムの時間設定が互いに 2 分以内に同期することを確認し

ます。 

– インストールを実行している Linux または Solaris システム 

– インストールを受信しているリモート ホスト  

時間設定が同期されない場合、分散インストールはリモート システム

の SRAdmin デーモンに認証されません。 

■ SpectroSERVER および OneClick クライアントを含む分散環境内のすべ

ての CA Spectrum プロセスがシャットダウンしていることを確認しま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. Linux または Solaris システムにログオンします。 

2. SRAdmin デーモンをインストールします (P. 114)。 
 

3. ホスト インストール情報ファイルを作成します (P. 122)。 
 

4. パスワード ファイルを作成します (P. 128)。 
 

5. 分散インストール クライアント（Linux では sdiclinux.exe、Solaris では 

sdicsol.exe）を見つけます。 

■ インストール メディアからインストールする場合、実行可能ファ

イルは <installation_media mount>/sdic ディレクトリにあります。  

■ ダウンロードしたパッチからインストールする場合、実行可能

ファイルは <$SPECROOT>/Install-Tools/sdic ディレクトリにありま

す。 
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6. （オプション）分散インストール クライアントを実行する前に確認試

験を実行します。 このテストは、パスワード ファイル内のユーザ名お

よびパスワードと、リモート コンピュータ上の SRAadmin のバージョ

ンを確認し、VCD パスを検証します。 このテストを実行するには、以

下のコマンドを入力します。  

■ Linux の場合： 

<pathtoexecutable>/sdiclinux.exe -h <host file> -p <password file> -test 

■ Solaris の場合： 

<pathtoexecutable>/sdicsol.exe -h <host file>  -p <password file> -test 
 

pathtoexecutable 

分散インストール クライアントの場所を指定します。 

host file 

リモート ホストのインストール情報を含むファイルを指定します。 

ホスト ファイルが分散インストール クライアントと同じディレ

クトリにない場合、このパスを含めます。 

例： -h /tmp/hostinstall 

パスワード ファイル 

アカウントおよびパスワード情報を含むファイルを指定します。 

パスワード ファイルが分散インストール クライアントと同じ

ディレクトリにない場合、このパスを含めます。 

注： テストの結果が、画面および LOGS_YYYYMMDD サブディレクトリ

（YYYY= 年、MM= 月、DD= 曜日）に表示されます。 このサブディレク

トリは、分散インストール クライアントと同じディレクトリにありま

す。 
 

7. 以下のように分散インストール クライアントを実行します。  

■ Linux の場合：  

<pathtoexecutable>/sdiclinux.exe -h <host file> -p <password file> 

[-accept] 

■ Solaris の場合： 

<pathtoexecutable>/sdicsol.exe -h <host file> -p <password file> 

[-accept] 
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pathtoexecutable 

CA Spectrum 分散インストール クライアントの場所を指定します。 

host file 

 リモート ホストのインストール情報を含むファイルを指定しま

す。 ホスト ファイルが分散インストール クライアントと同じディ

レクトリにない場合、このパスを含めます。 

例： -h /tmp/hostinstall 
 

パスワード ファイル 

アカウントおよびパスワード情報を含むファイルを指定します。 

パスワード ファイルが分散インストール クライアントと同じ

ディレクトリにない場合、このパスを含めます。 
 

-accept 

（オプション）ライセンス契約を画面に表示せずに確認および同

意します。 このオプションによりサイレント インストールが可能

になります。 

ライセンス契約は、以下の場所にあります。 

■ インストール ディレクトリの <install 

dir>/Install-Tools/license/license.txt。 

■ インストール メディアでは、

<installation_media>/<plat>/license/license.txt にあります。plat は 

nt、sunos5、または linux のいずれかを示します。 

注： -accept コマンドを使用する場合、以下の 2 つの手順を実行する

必要はありません。 
 

Ctrl + C を押すといつでもインストールを終了できますが、リモートで

のインストールは続行されます。 
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注： インストールの結果が、画面および LOGS_YYYYMMDD サブディレ

クトリに表示されます。 このサブディレクトリは、分散インストール 

クライアントと同じディレクトリにあります。 

8. ライセンス使用条件を確認します。 終了したら、許諾契約の条項を承

認し、Y （はい）を入力して Enter キーを押すことによりインストール

を続行します。 

注： Enter キーを押すと 1 行ずつスクロールします。スペース キーを押

すと、1 ページずつスクロールします。  

インストールが完了すると、インストール完了を示す以下のような

メッセージが表示されます。 Solaris または Linux での分散インストー

ル クライアントの実行が終了します。 
 

詳細情報： 

分散インストールのタイプ (P. 110) 
 

 

root パスワードなしの分散インストール 

Solaris または Linux 環境の特定の条件下では、ユーザ名およびパスワード

のプロンプトを表示しないで、分散インストールを実行できます。 
 

このシナリオが正しく機能するには、ローカル マシンから root として分

散インストールを実行します。 インストール プログラムはユーザ名また

はパスワードを求めることなく、自動的に実行されます。 

注： このプロセスでは、CA Spectrum ライセンス契約の承認は自動化されま

せん。 インストールを続行するには、ライセンス契約の条項に手動で同

意する必要があります。 
 

ログ ファイル 

CA Spectrum 分散インストールクライアントは、LOGS_YYYYMMDD （イン

ストールを開始した YYYY= 年、MM= 月および DD= 曜日）という名前のサ

ブディレクトリを作成します。 このサブディレクトリには、CA Spectrum を

インストールする各システムのファイルが格納されています。 これらの

ファイルを表示するには、分散インストール クライアントを起動した

ディレクトリに対する書き込み権限が必要です。 
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これらのファイルは、以下の命名規則を使用します。 

<host_name>.HH.MM 

host_name 

リモート ホスト名を指定します。 

HH 

インストールが開始された時間を指定します。 

MM 

インストールが開始された分を指定します。 
 

注： 分散インストールの結果が、LOGS_YYYYMMDD サブディレクトリに表

示されます。 
 

重複インストール 

CA Spectrum GUI インストールの完了後、新規インストールの 

<$SPECROOT>Install-Tools/LOGS/<version_date> ディレクトリに格納されて

いる hostargs.<time> ファイルを、別のインストールのベースラインとして

使用することができます。 潜在的に変更が必要な項目は、hostargs<time> 

ファイルの remote_host だけです。 
 

また、以下のシナリオのいずれかでは、server_user 名および 

server_password パラメータに値を追加します。 

■ ドメインの Windows にインストールする 

■ <パスワード ファイル>で使われている既存のユーザ名とパスワード

を使用しない  

ドメインの Windows に CA Spectrum をインストールする場合、パスワード 

ファイルを作成します (P. 127)。 
 





 

第 8 章： CA Spectrum および OneClick Web サーバの起動  141  
 

第 8 章： CA Spectrum および OneClick Web 

サーバの起動 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SpectroSERVER と OneClick Web サーバとの通信の準備 (P. 141) 

Windows からの SPECTRUM の起動 (P. 143) 

Linux と Solaris での CA Spectrum の起動 (P. 144) 

CA Spectrum のリモート表示の開始 (P. 144) 

CA Spectrum のリモート表示の終了 (P. 146) 
 

SpectroSERVER と OneClick Web サーバとの通信の準備 

SpectroSERVER および OneClick が互いと通信できることを確認します。 

注： 一部のサービス パックでは、SpectroSERVER および OneClick Web サー

バに更新を適用する必要があります。 詳細については、「CA Spectrum ソ

フトウェア リリース ノート」を参照してください。 

次の手順に従ってください： 

1. SpectroSERVER ホストにインストールされている CA Spectrum のバー

ジョンが、OneClick Web サーバにインストールする CA Spectrum の

バージョンと同じであることを確認します。  

確認するには、<$SPECROOT>/Install-Tools に移動し、テキスト エディタ

を使用して .history ファイルを表示します。 バージョンが異なる場合、

CA Spectrum の同一バージョンをインストールします。 

重要：  SpectroSERVER ごとに、OneClick Web サーバをホストするコン

ピュータのエントリが .hostrc ファイルに必要です。 詳細については、

「管理者ガイド」を参照してください。 
 

2. 関連付けられているすべての SpectroSERVER が実行されていることを

確認します。 
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3. OneClick Web サーバをインストールするコンピュータが、関連付けら

れているすべての SpectroSERVER コンピュータにホスト アクセスでき

ることを確認します。 各 SpectroSERVER ホストで以下を実行します。 

a. CA Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［設定］-［ホスト セキュリティ］を選択します。 

c. ［サーバ］ リストには次のどちらが含まれているか確認します。 

■ 指定した OneClick ホスト（OneClick Web サーバ）のホスト名 

■ プラス（+）記号（無制限アクセスを意味する） 

注： 詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。 
 

4. ホスト名を使用している、指定した CA Spectrum ホストに対して PING 

することにより、接続を確認します。 
 

5. OneClick 管理者として既存ユーザを指定するか、OneClick 管理者を作成

します。 次の手順に従って、このユーザが有効な管理者であることを

確認します。 

a. CA Spectrum コントロール パネルを開きます。 

b. ［制御］-［ユーザ］を選択します。 
 

c. OneClick 管理者として指定されたユーザ モデルが存在することを

確認します。 
 

d. ユーザが存在しない場合は、［作成］を選択します。 
 

e. ［ユーザ名］フィールドにユーザ名、［新しいパスワード］およ

び［新しいパスワードの確認］フィールドにパスワードを入力し、

［OK］をクリックします。 

ユーザはスーパー ユーザとして作成され、すべてのモデルおよび

権限にアクセス権があります。 

f. ［閉じる］をクリックして、［ユーザ］ウィンドウを終了します。 

注： 分散環境では、管理者ユーザはすべてのランドスケープに存在

する必要があります。 詳細については、「分散 SpectroSERVER 管理

者ガイド」を参照してください。  
 

6. OneClick Web サーバをインストールするコンピュータから 

SpectroSERVER にアクセスできることを確認します。 
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7. すべての Windows プラットフォームで、以下のようにローカル ホスト 

ファイルを編集して、OneClick Web サーバから SpectroSERVER ホスト名

を解決できることを確認します。 

a. C:¥Windows¥system32¥drivers¥etc ディレクトリに移動します。 

b. ホスト ファイルをテキスト エディタで開きます。 
 

c. ホスト ファイルのコメントごとにエントリを 1 つ追加します。 

d. ファイルを保存します。 
 

8. Solaris および Linux で、以下のようにローカル ホスト ファイルを編集

して OneClick Web サーバから SpectroSERVER へホスト名を解決できる

ことを確認します。 名前解決のサービスを使用していない場合、以下

のとおりローカル ホスト ファイルを編集します。 

a. ホスト名が解決されるかテストするには、完全修飾されたドメイ

ン名のホスト部分のみを使用して、CA Spectrum ホストに対して 

PING します。 

たとえば、host.company.com を PING するには、shell> ping host と

入力します。 PING が失敗した場合、CA Spectrum ホストの IP およ

び名前を反映するように file /etc/hosts を編集します。 
 

b. 以下のように Solaris ホスト ファイルにホスト名を追加します。 

■ root としてログインします。 

■ /etc/hosts ファイルを編集します。 

■ 以下のようにエントリを追加します（この例ではホスト)。 

# 

# Internet host table 

# 

127.0.0.1 localhost 

192.168.200.1 host loghost 

SpectroSERVER で OneClick と通信する準備が完了しました。 
 

Windows からの SPECTRUM の起動 

SPECTRUM のインストール後、Windows から SPECTRUM を起動できます。 

［スタート］-［すべてのプログラム］-［CA］-［SPECTRUM］-［管理者］

-［コントロール パネル］をクリックします。 

SPECTRUM が起動され、SPECTRUM のコントロール パネルが表示されます。 
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Linux と Solaris での CA Spectrum の起動 

CA Spectrum のインストール後、Linux と Solaris で CA Spectrum を起動でき

ます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum をインストールしたディレクトリ パス（/usr/SPECTRUM/ 

など）に移動します。 

2. 必要に応じてリモートの表示を設定します。 

3. bin ディレクトリに移動し、以下のコマンドを実行します。 

./SCP 

CA Spectrum が起動し、CA Spectrum のコントロール パネルが表示され

ます。 
 

CA Spectrum のリモート表示の開始 

Solaris または Linux システムで実行している CA Spectrum を、リモートで表

示するよう Windows システムを設定できます。 Solaris または Linux システ

ムは、Windows にリモート表示するアプリケーションを使ってインストー

ルする必要があります。 また、Telnet サービスをサポートするように 

Solaris または Linux システムを設定する必要があります。 Windows システ

ムは、Telnet クライアントをサポートするよう設定する必要があります。 

注： CA Spectrum クライアント システムでは、一度に 1 つのリモート表示

セッションしか開くことができません。 

次の手順に従ってください： 

1. Solaris または Linux システムに、CA Spectrum コントロール パネルとリ

モートで表示するアプリケーションがインストールされていることを

確認します。 また、リモート表示をサポートするように設定されるこ

とも確認します。 

注： Solaris で OneClick が実行されていない場合にリモート表示を開始

できます。 

2. Windows の［スタート］メニューから［名前を指定して実行］をクリッ

クします。 

［ファイル名を指定して実行］ウィンドウが表示されます。 
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3. 以下のコマンドを実行します。 

Telnet <Solaris host name> 

Solaris または Linux のログイン ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

4. CA Spectrum のユーザ名およびパスワードを使用して Solaris または 

Linux システムにログインします。  

最後のログイン、ホスト名およびオペレーティング システムのバー

ジョンに関するシステム レポートが表示されます。 その後に Solaris プ

ロンプトが表示されます。 

5. リモート表示の環境を設定するには、以下のコマンドを実行します。 

■ K（デフォルト）シェルに以下を入力します。 

export DISPLAY=<remote display hostname>:0.0 

■ C シェルに以下を入力します。 

setenv DISPLAY <remote display hostname>:0.0 

■ Bourne シェルに以下を入力します。 

DISPLAY=<remote display hostname>:0.0 export display 

注： リモート表示を頻繁に使用する場合、プロファイルに DISPLAY 環境

を追加することにより、ログイン時に毎回このタスクを繰り返す必要

がなくなります。 
 

6. <$SPECROOT>/bin ディレクトリに移動します。 

7. 以下のコマンドを入力します。 

./SCP 

CA Spectrum コントロール パネルが表示され、クライアントの CA 

Spectrum アプリケーションへのアクセスを含め、CA Spectrum コント

ロール パネルのすべての機能が使用できるようになります。 
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CA Spectrum のリモート表示の終了 

CA Spectrum のリモート表示を終了できます。 

次の手順に従ってください： 

1. リモート表示されているすべての CA Spectrum アプリケーションを正

しく終了します。 

2. Telnet 端末ウィンドウのプロンプトで exit と入力します。 

Telnet セッションが終了します。 
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第 9 章： OneClick クライアントを起動する方

法 
 

以下の手順では、OneClick クライアントをセットアップして起動する方法

について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ワークステーションが Windows (P. 13)、Linux (P. 17)、または Solaris (P. 

22) 用の最小の OneClick クライアント要件を満たすことを確認します。 

2. JRE および必要な Java コンポーネントをインストールします。 (P. 147)  

3. 必要な場合、JNLP ファイルを Java Web Start に関連付けます。 

4. OneClick コンソールを起動します。 (P. 152)  
 

詳細情報： 

OneClick クライアントの問題のトラブルシューティング (P. 173) 
 

 

JRE および Java コンポーネントのインストール 

OneClick コンソールおよび OneClick アドオン アプリケーションは、Java 

Runtime Environment （JRE）を必要とします。 JRE には、Java Network 

Launching Protocol（JNLP）アプリケーションの実行に必要な Java Web Start 

クライアントが含まれています。 JRE をインストールしたら、OneClick コ

ンソールを起動できます。  

重要：  OneClick コンソールは、JRE の特定バージョンを必要とします。 そ

のバージョンがシステムに存在しない場合、OneClick コンソールは実行さ

れません。 OneClick が必要とするものと同じ JRE バージョンと互換性がな

い、他の Java アプリケーションを実行すると、問題が発生することがあり

ます。 
 



JRE および Java コンポーネントのインストール 
 

148  インストール ガイド 
 

Java の更新については、以下の点に注意してください。 

■ デフォルトでは、JRE は自動的に Java の更新を確認し、更新がダウン

ロードが可能な場合、ユーザに通知します。 この方法で Java をダウン

ロードおよび更新する前に、OneClick Web サーバおよび接続されてい

るすべての OneClick クライアントをシャットダウンします。 Java の自

動更新は Java コントロール パネルで無効にできます。 

■ 任意の OneClick クライアント コンピュータで実行されている Java の

バージョンをアップグレードする場合、「JNLP 設定」ページで入力し

た Java のバージョンを更新します。  

注： JNLP 設定の詳細については、「管理者ガイド」を参照してくださ

い。 
 

詳細情報： 

Windows への JRE および Java Web Start のインストール (P. 148) 

Linux への JRE および Java Web Start のインストール (P. 151) 

Solaris への JRE、Java Web Start および Java プラグインのインストール (P. 
152) 
 

 

Windows への JRE および Java Web Start のインストール 

Windows システムで OneClick コンソールを実行するには、JRE および Java 

Web Start をインストールします。  
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処理を続行する前に、以下の前提条件を確認します。 

■ OneClick Web サーバ システムの正しい URL がわかっている。 

■ Web ブラウザで HTTP を使用して OneClick Web サーバ システムにアク

セスできる。 

■ 自分のアカウントで OneClick Web サーバにログインできる。 

重要：  JRE の 64 ビット バージョンはアンインストールします。 この手順

を実行し、次に、JRE の 64 ビット バージョンを再インストールします。 

次の手順に従ってください： 

1. Windows システムにログインします。 

2. 管理者が提供した URL を使用して、ブラウザで OneClick ホーム ページ

を開きます。 URL の形式は以下のとおりです。 

http://<hostname>:<portnumber>/ 

注： <hostname> は OneClick Web サーバの名前です。 OneClick Web サー

バがデフォルト ポート 80 を使用しない場合のみ、:<portnumber> を使

用します。 OneClick Web サーバにアクセスできない場合は、管理者に

連絡してください。 
 

3. プロンプトが表示されたら、OneClick のログイン認証情報を入力しま

す。 

OneClick ホーム ページが表示されます。 
 

4. ［JRE のインストール］をクリックします。 

［Java 2 Runtime Environment のインストール］ページが表示されます。 
 

5. Java Runtime Environment をクリックします。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 

6. ［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスで［実行］または［開

く］（［保存］ではなく）をクリックします。 

ダウンロードが開始されます。 ファイルのダウンロードが完了すると、

Internet Explorer の［セキュリティ警告］ダイアログ ボックスが表示さ

れます。  
 

7. Internet Explorer の［セキュリティ警告］ダイアログ ボックスで［実行］

をクリックします。 

JRE インストール プログラムが実行されます。 
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8. ［Select Typical setup］をクリックし、［Accept］をクリックしてライ

センス契約に同意します。 

注： JRE をダウンロードしてインストールするには、使用許諾契約を承

認します。 JRE なしで OneClick コンソールを実行することはできませ

ん。 

9. インストールが完了したら［完了］をクリックします。 

JRE と Java Web Start がインストールされます。 
 

詳細情報：  

ブラウザからの OneClick の起動 (P. 155) 
 

 

.jnlp ファイルと Java Web Start の関連付け 

OneClick を起動するファイルが JNLP ファイルです。 .jnlp ファイル拡張子

が javaws.exe アプリケーションにマッピングされていることを確認しま

す。 

次の手順に従ってください： 

1. Windows エクスプローラを開きます。 

2. ［ツール］ - ［フォルダ オプション］をクリックします。 

［フォルダ オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

3. ［ファイルの種類］タブをクリックします。 

登録済みのファイル タイプのリストが表示されます。 
 

4. スクロール ダウンして JNLP を選択します。 

ダイアログ ボックスの下部に［拡張子 'JNLP' の詳細］ボックスが表示

されます。 
 

5. ［拡張子 'JNLP' の詳細］ボックスに以下の情報が表示されていること

を確認します。 

■ Windows 2000/2003 の場合： ファイルを javaws で開きます。 

■ Windows XP の場合： ファイルを Java Web Start Launcher で開きま

す。 

JNLP ファイルが上記のように設定されていない場合、.jnlp 拡張子を手

動で javaws.exe アプリケーションにマッピングできます。 
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6. ［拡張子 'JNLP' の詳細］ボックスで［変更］ボタンをクリックします。 

［プログラムで開く］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. スクロール ダウンして、「javaws」または「JavaTM Web Start Launcher」

を選択し、［OK］をクリックします。 
 

8. ［フォルダ オプション］ダイアログ ボックスで［OK］をクリックし

ます。 

9. Windows エクスプローラを終了します。 

.jnlp ファイル拡張子が、Java Web Start アプリケーションにマップされ、

OneClick コンソールを起動できます。 
 

Linux への JRE および Java Web Start のインストール 

Linux システムで OneClick コンソールを実行するには、JRE および Java Web 

Start をインストールします。  
 

処理を続行する前に、以下の前提条件を確認します。 

■ OneClick Web サーバ システムの正しい URL がわかっている。 

■ Web ブラウザで HTTP を使用して OneClick Web サーバ システムにアク

セスできる。 

■ 自分のアカウントで OneClick Web サーバにログインできる。 

重要：  JRE の 64 ビット バージョンはアンインストールします。 この手順

を実行し、次に、JRE の 64 ビット バージョンを再インストールします。 

次の手順に従ってください： 

1. Linux システムにログインします。 

2. 管理者が提供した URL を使用して、Web ブラウザで OneClick ホーム 

ページを開きます。 URL の形式は以下のとおりです。 

http://<hostname>:<portnumber>/ 

注： <hostname> は OneClick Web サーバの名前です。 OneClick Web サー

バがデフォルト ポート 8080 を使用しない場合のみ、:<portnumber> を

使用します。 OneClick Web サーバにアクセスできない場合は、管理者

に連絡してください。 
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3. プロンプトが表示されたら、OneClick のログイン認証情報を入力しま

す。 

OneClick ホーム ページが表示されます。 
 

4. ［JRE のインストール］をクリックします。 

［Java 2 Runtime Environment のインストール］ページが表示されます。 
 

5. Java Runtime Environment をクリックします。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

6. プロンプトされたら、JRE ファイルをシステムに保存します。 
 

7. ダウンロードしたファイルを実行して、JRE および Java Web Start アプ

リケーションをインストールします。 必要な場合、アプリケーション

を実行するファイルの権限を変更します。 

JRE と Java Web Start がインストールされます。 
 

8. OneClick コンソールを起動するには、.jnlp ファイル タイプを Java Web 

Start アプリケーションに関連付けます。 

a. Firefox で［コンソールの開始］をクリックします。 

b. ［プログラムで開く］をクリックし、JRE ディレクトリ

（<JRE>/bin/javaws）の javaws を選択します。 

c. ［OK］をクリックします。 

これで、.jnlp ファイル タイプが Java Web Start と関連付けられました。 
 

詳細情報：  

ブラウザからの OneClick の起動 (P. 155) 
 

 

Solaris への JRE、Java Web Start および Java プラグインのインストール 

Solaris システムで OneClick コンソールを実行するには、JRE、Java Web Start、

および Java プラグインをインストールします。 

注： インストール プログラムによって、JRE をサポートするために追加の

オペレーティング システムのパッチが必要かどうか通知されます。 
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処理を続行する前に、以下の前提条件を確認します。 

■ OneClick Web サーバ システムの正しい URL がわかっている。 

■ Web ブラウザで HTTP を使用して OneClick Web サーバ システムにアク

セスできる。 

■ 自分のアカウントで OneClick Web サーバにログインできる。 

重要：  JRE の 64 ビット バージョンはアンインストールします。 この手順

を実行し、次に、JRE の 64 ビット バージョンを再インストールします。 

次の手順に従ってください： 

1. Solaris システムにログインします。 

2. 管理者が提供した URL を使用して、Web ブラウザで OneClick ホーム 

ページを開きます。 URL の形式は以下のとおりです。 

http://<hostname>:<portnumber>/ 

注： <hostname> は OneClick Web サーバの名前です。 OneClick Web サー

バがデフォルト ポート 8080 を使用しない場合のみ、:<portnumber> を

使用します。 OneClick Web サーバにアクセスできない場合は、管理者

に連絡してください。 
 

3. プロンプトが表示されたら、OneClick のログイン認証情報を入力しま

す。 

OneClick ホーム ページが表示されます。 

4. ［JRE のインストール］をクリックします。 

［Java 2 Runtime Environment のインストール］ページが表示されます。 
 

5. Java Runtime Environment をクリックします。 

［ファイルのダウンロード］ダイアログ ボックスが表示されます。 

6. プロンプトされたら、JRE ファイルをシステムに保存します。 
 

7. ダウンロードしたファイルを実行して、JRE および Java Web Start アプ

リケーションをインストールします。 必要な場合、アプリケーション

を実行するファイルの権限を変更します。 

JRE、Java Web Start、および Java プラグインがインストールされます。 
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8. Java プラグインを Solaris OneClick コンソール システムにインストール

します。  

注： J2SE 用の Java プラグインのインストール手順を参照するには、

Oracle Web サイトにアクセスします。 

9. OneClick コンソールを起動するには、.jnlp ファイル タイプを Java Web 

Start アプリケーションに関連付けます。 

a. Firefox で［コンソールの開始］をクリックします。 

b. ［プログラムで開く］をクリックし、JRE ディレクトリ

（<JRE>/bin/javaws）の javaws を選択します。 

c. ［OK］をクリックします。 

これで、.jnlp ファイル タイプが Java Web Start と関連付けられました。 
 

詳細情報：  

Solaris でのコマンド ラインからの OneClick の起動 (P. 156) 

ブラウザからの OneClick の起動 (P. 155) 
 

 

OneClick コンソールの起動 

JRE および必要な Java コンポーネントがインストールされたら、OneClick 

コンソールを起動できます。 ブラウザ (P. 155)、またはコマンド ライン (P. 

156)（Solaris のみ）から、OneClick コンソールを起動できます。 
 

http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
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ブラウザからの OneClick の起動 

OneClick コンソールがインストールされているコンピュータで、ブラウザ

から OneClick を起動できます。 

次の手順に従ってください： 

1. 管理者が提供した URL を使用して、ブラウザで OneClick ホーム ページ

を開きます。 URL の形式は以下のとおりです。 

http://<hostname>:<portnumber>/ 

注： <hostname> は OneClick Web サーバの名前です。 OneClick Web サー

バがポート 80（Windows）または 8080（Solaris/Linux）を使用しない場

合のみ、:<portnumber> を使用します。 OneClick Web サーバにアクセス

できない場合は、管理者に連絡してください。 

2. プロンプトが表示されたら、OneClick のログイン認証情報を入力しま

す。 

OneClick ホーム ページが表示されます。 

注： OneClick で示されるすべての日時情報は、OneClick クライアントが

インストールされ実行されている場所のタイム ゾーンを反映するよ

うに変更されます。 
 

3. Windows (P. 148)、Linux (P. 151)、または Solaris (P. 152) にまだインス

トールしていない場合は、JRE および Java Web Start をインストールし

ます。 
 

4. ［コンソールの開始］をクリックします。 

5. プロンプトが表示されたら、OneClick のユーザ名およびパスワードを

再度入力します。 

OneClick が起動し、OneClick コンソールが開きます。 
 



OneClick コンソールの起動 
 

156  インストール ガイド 
 

Solaris でのコマンド ラインからの OneClick の起動 

Solaris でコマンド ラインから OneClick を起動することができます。 

次の手順に従ってください： 

1. Java Web Start アプリケーション（javaws）をインストールしたディレ

クトリから以下のコマンドを入力します。 

./javaws http://<hostname>:<portnumber>/spectrum/oneclick.jnlp 

注： <hostname> は OneClick Web サーバの名前です。 HTTP 通信につい

ては、OneClick Web サーバが Windows ではデフォルト ポート 80、

Solaris/Linux では 8080 を使用しない場合に限り :<portnumber> を使用

します。 

OneClick コンソール アプリケーションが起動されます。 

2. プロンプトが表示されたら、OneClick のユーザ名とパスワードを入力

します。 

OneClick はコマンド ラインから起動します。 
 

詳細情報： 

Solaris への JRE、Java Web Start および Java プラグインのインストール (P. 
152) 
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第 10 章： インストール後の設定 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

OneClick クライアントの制約の設定 (P. 157) 

OneClick Web サーバ ポートの変更 (P. 159) 

Windows Server Scheduled Tasks サービスの設定 (P. 160) 

フォールト トレラント環境でのランドスケープのポーリング間隔の設定 
(P. 161) 

 

OneClick クライアントの制約の設定 

クライアントから CA Spectrum へのアクセスには、OneClick Web サーバの

インストールへのアクセスも含まれます。 OneClick クライアントが 

OneClick Web サーバを接続目的で使用する場合、ホスト セキュリティへの

追加は必要ではありません。 

注： OneClick Web サーバのホスト セキュリティは、Apache Tomcat の

［Remote Address Filter］および［Remote Host Filter］から設定できます。 詳

細については、http://tomcat.apache.org を参照してください。 

次の手順に従ってください： 

1. <$SPECROOT>/tomcat/webapps/spectrum/META-INF に移動します。 

2. XML エディタを使用して、このディレクトリ内の context.xml ファイル

を開きます。 
 

3. 以下の行を見つけます。 

<Context path="/spectrum" docBase="spectrum"> 

この行の下に以下の行を入力します。 

<Valve className="org.apache.catalina.valves.RemoteAddrValve"  

allow="" 

deny=""/> 
 

4. OneClick アクセスを制限するユーザの IP アドレスを、拒否パラメータ

の値として指定します。 たとえば、特定の範囲の IP アドレスの全ユー

ザから 1 人以上の特定のユーザを除外して許可を与えることができま

す。 
 



OneClick クライアントの制約の設定 
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5. オプションで、OneClick アクセスを許可する特定の IP アドレスを許可

パラメータの値として IP アドレスで指定することができます。 たとえ

ば、10.254.*.* と入力すると、「10.254」の IP アドレスの範囲の全 IP ア

ドレスが含まれます。 

6. ファイルを保存して終了します。 

これで OneClick クライアントの制約が設定されました。 
 

分散環境での CA Spectrum に対するクライアントのアクセスを設定する方法 

インストール時にホスト システム以外のメイン ロケーション サーバを選

択した場合、メイン ロケーション サーバの .hostrc ファイルにホスト シス

テムの名前を入力する必要があります。 

注： インストール時に、ホスト システムの .hostrc ファイルにメイン ロ

ケーション サーバの名前が自動的に入力されます。 

次の手順に従ってください： 

1. メイン ロケーション サーバとして指定したシステムで SPECTRUM コ

ントロール パネルを起動します。 

2. ［設定］-［ホスト セキュリティ］を選択します。 

3. ［サーバ リスト］にホスト システムの名前を追加し、［OK］をクリッ

クします。 

これで CA Spectrum に対するクライアント アクセスが設定されました。 
 



OneClick Web サーバ ポートの変更 
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OneClick Web サーバ ポートの変更 

以下に場合に、OneClick Web サーバのデフォルト サーバ シャットダウン 

ポートを変更します。 

■ OneClick Web サーバに、Apache Tomcat の複数インスタンスが含まれて

いる。 

■ Apache Tomcat のそれらのインスタンスで、デフォルトのサーバ 

シャットダウン ポート（8005）が使われている。 

Apache Tomcat は、別のインスタンスが実行されているシステムでは起動

できません。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下のディレクトリに移動します。 

<$SPECROOT>/tomcat/conf 

2. テキスト エディタを使用して server.xml ファイルを開きます。 
 

3. 以下の行に移動します。 

- <Server port="8005" shutdown="SHUTDOWN" debug="0"> 
 

4. サーバ ポートの値を新しいサーバ シャットダウン ポート番号に変更

します。 たとえば、「port="8099"」のように指定します。 
 

5. 次のように Apache Tomcat を再起動します。 

■ Windows の場合：  

– ［スタート］-［すべてのプログラム］-［管理ツール］-［サー

ビス］を選択します。 

– リストから SpectrumTomcat を選択します。 

– 左側のウィンドウの［サービスの再起動］をクリックします。 
 

■ Solaris および Linux の場合： 

– 以下のパスに移動します。 

<$SPECROOT>/tomcat/webapps/spectrum 

– 以下のコマンドを入力します。 

restart.sh 

Web サーバのポートが変更されます。 
 



Windows Server Scheduled Tasks サービスの設定 
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詳細情報： 

OneClick Web サーバのシャット ダウン (P. 170) 
 

 

Windows Server Scheduled Tasks サービスの設定 

CA Spectrum Scheduler で動作するように Windows Server 2008 または 

Windows Server 2012 Scheduled Tasks サービスを設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［スタート］-［管理ツール］をクリックします。 

2. ［タスク スケジューラ］を選択します。 
 

3. ［操作］-［AT サービスのアカウントの構成］を選択します。 
 

4. ［別のユーザー アカウント］オプションを選択し、［ユーザーの変更］

を選択します。 
 

5. 有効な CA Spectrum ユーザのユーザ名（必要な場合はドメインも）を

入力します（例： WORKGROUP¥jsmith など）。 

注： デフォルトではこのダイアログ ボックスに現在のユーザが含まれ

ます。 デフォルトが CA Spectrum ユーザの場合、変更の必要はありま

せん。 スケジュール タスクは指定したユーザの代理として実行されま

す。 
 

6. ［パスワード］および［パスワードの確認］フィールドにユーザのパ

スワードを入力し、［OK］をクリックします。 

7. ［AT サービスのアカウントの構成］ダイアログ ボックスで［OK］を

クリックします。 

これで Windows のスケジュールタスク サービスが設定されました。 
 



フォールト トレラント環境でのランドスケープのポーリング間隔の設定 
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フォールト トレラント環境でのランドスケープのポーリング間隔

の設定 

フォールト トレラント CA Spectrum 環境では、OneClick によってデフォル

トで 10 秒おきに各ランドスケープへのポーリングが実行され、

SpectroSERVER のステータスが確認されます。 プライマリ SpectroSERVER 

がダウンしている場合に頻繁にポーリングを実行すると、セカンダリ 

SpectroSERVER へのフェールオーバ時間が短縮されます。 このポーリング

によって、SpectroSERVER 再起動が見逃されることもなくなります。 
 

ランドスケープへのポーリング間隔をあけることで、パフォーマンスを向

上させることができます。 間隔を設定するには、OneClick Web サーバの 

context.xml ファイルの domainPollingInterval の値を編集します。 

domainPollingInterval の値は、SpectroSERVER のステータスを判断するため

のポーリングの間隔（秒数）です。 
 

ポーリング間隔をあけるには、

<$SPECROOT>/tomcat/webapps/spectrum/META-INF ディレクトリに格納さ

れた context.xml ファイル内の domainPollingInterval の値を編集します。 た

とえば、ランドスケープへのポーリング間隔を 60 秒に変更するには、

domainPollingInterval の値を 10 から 60 に変更します。 

注： 変更を有効にするには、OneClick Web サーバを停止してから再起動し

ます。 
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第 11 章： SPECTRUM のアンインストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Windows での CA Spectrum のアンインストール (P. 163) 

Linux と Solaris での CA Spectrum のアンインストール (P. 164) 
 

Windows での CA Spectrum のアンインストール 

アンインストール プログラムを実行すると、ハード ディスクから CA 

Spectrum がすべて削除されます。 削除されるファイルには、最初からイ

ンストールされていたすべてのファイルとユーザのカスタマイズ（ある場

合）が含まれます。 アンインストール プログラムは自動的にすべての CA 

Spectrum プロセス（CA Spectrum コントロール パネル、OneClick Web サー

バ、processd、ロケーション サーバなど）を停止します。 
 

アンインストールを実行する前に、開いている bash シェルがある場合に

はそれを閉じます。 CA Spectrum 以外のプログラムのために bash シェルが

実行されている可能性があるため、アンインストール プログラムは bash 

シェルを終了しません。 

重要：  アップグレード インストールを計画している場合は、CA Spectrum 

をアンインストールしないでください。 カスタマイズを実行した場合に

この操作を実行すると、カスタマイズが完全削除されます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum を停止します。 

2. 管理者または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 
 

3. ［スタート］、［コントロール パネル］、［プログラムと機能］に移

動します。 
 

4. ［SPECTRUM］を強調表示し、［アンインストールと変更］を選択しま

す。 

注： OneClick コンソールをハイライト表示し、［変更と削除］を選択し

た場合、Java Web Start アプリケーションのみが削除されます。  
 

［アンインストール］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

5. ［アンインストール］を選択します。 
 



Linux と Solaris での CA Spectrum のアンインストール 
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6. 警告ウィンドウで［OK］をクリックします。 

アンインストール プログラムが開始されます。 

7. アンインストールが完了したら、［アンインストール ステータス］

ウィンドウで［OK］をクリックします。 

CA Spectrum がアンインストールされます。 
 

Linux と Solaris での CA Spectrum のアンインストール 

アンインストール プログラムを実行すると、ハード ディスクから CA 

Spectrum がすべて削除されます。 削除されるファイルには、最初からイ

ンストールされていたすべてのファイルとユーザのカスタマイズ（ある場

合）が含まれます。 アンインストール プログラムは自動的にすべての CA 

Spectrum プロセス（CA Spectrum コントロール パネル、OneClick Web サー

バ、processd、ロケーション サーバなど）を停止します。 

重要：  アップグレード インストールを計画している場合は、CA Spectrum 

をアンインストールしないでください。 カスタマイズを実行した場合に

この操作を実行すると、カスタマイズが完全削除されます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum を停止します。 

2. root としてログインし、<$SPECROOT>/Install-Tools/Uninstaller ディレク

トリに移動します。 
 

3. ./UninstallSpectrum と入力し、［アンインストール］をクリックします。 
 

4. 警告ウィンドウで［OK］をクリックします。 

アンインストール プログラムが開始されます。 

5. アンインストールが完了したら、［アンインストール ステータス］

ウィンドウで［OK］をクリックします。 

CA Spectrum がアンインストールされます。 
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付録 A: インストールの問題のトラブル

シューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

インストール メディアにインストール情報が含まれていない (P. 165) 

画面での不正なテキスト表示 (P. 166) 

<index file name> が見当たらない (P. 166) 

ランドスケープ ハンドル エラーの表示 (P. 166) 

InvocationTargetException エラーの表示 (P. 167) 

データベース初期化エラーの表示 (P. 168) 

データベース保存エラーの表示 (P. 168) 

VNMRC ファイル処理エラーの表示 (P. 168) 

サーバの構成の問題 (P. 169) 

インストール所有者ユーザの問題 (P. 169) 

OneClick Web サーバのエラー メッセージ (P. 170) 

OneClick Web サーバのシャット ダウン (P. 170) 
 

インストール メディアにインストール情報が含まれていない 

症状： 

次のメッセージが表示されます。  

CA Spectrum インストール メディアには、このプラットフォーム用のインストール情報が含まれていま

せん。 
 

解決方法： 

このメッセージは、ホスト プラットフォーム用の正しいインストール メ

ディアを使用していない場合に表示されます。 インストールを実行する

プラットフォーム用の CA Spectrum インストール メディアを使用します。 
 



画面での不正なテキスト表示 
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画面での不正なテキスト表示 

Solaris で有効 

症状： 

テキストが反転して表示される、部分的に表示されない、その他不適切な

テキストが表示される、などの問題が発生します。 

解決方法： 

最新のビデオ カード ドライバを使用していることを確認します。 
 

<index file name> が見当たらない 

症状： 

次のようなエラー メッセージが表示されました。 

エラー： <index file name> が見つかりません。 
 

解決方法： 

このエラーは、以下のいずれかの条件で発生します。 

■ 配布メディアからのインストール レコードの抽出が不完全だった。 

■ インストール レコード ファイルが不適当に削除されたか、インストー

ルの前に変更された。  

インストールを再度実行します。 この失敗が継続する場合は、テクニカ

ル サポートにお問合わせください。 
 

ランドスケープ ハンドル エラーの表示 

症状： 

次のメッセージが表示されます。  

** Error during Set Landscape Handle 
 



InvocationTargetException エラーの表示 
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解決方法： 

インストールで SpectroSERVER ランドスケープ ハンドル値を設定できま

せんでした。これは重大な問題です。 テクニカル サポートにお問合わせ

ください。 
 

InvocationTargetException エラーの表示 

症状： 

次のメッセージが表示されます。 

Invocation of this Java Application has caused an InvocationTargetException. This 

application will now exit. (LAX) 
 

Stack Trace: 

java.awt.HeadlessException: 

No X11 DISPLAY variable was set, but this program performed an operation which 

requires it. 

at java.awt.GraphicsEnvironment.checkHeadless 

（GraphicsEnvironment.java:159) 

at java.awt.Window.<init>（Window.java:317） 

at java.awt.Frame.<init>（Frame.java:419） 

at java.awt.Frame.<init>（Frame.java:384） 

at javax.swing.JFrame.<init>（JFrame.java:150） 

at com.zerog.ia.installer.LifeCycleManager.f（DashoA8113) 

at com.zerog.ia.installer.LifeCycleManager.g（DashoA8113) 

at com.zerog.ia.installer.LifeCycleManager.a（DashoA8113) 

at com.zerog.ia.installer.Main.main（DashoA8113) 

at sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke0(Native Method) 

at sun.reflect.NativeMethodAccessorImpl.invoke 

（NativeMethodAccessorImpl.java:39) 

at sun.reflect.DelegatingMethodAccessorImpl.invoke 

（DelegatingMethodAccessorImpl.java:25) 

at java.lang.reflect.Method.invoke（Method.java:585) 

at com.zerog.lax.LAX.launch（DashoA8113) 

at com.zerog.lax.LAX.main（DashoA8113) 
 

This Application has Unexpectedly Quit: Invocation of this Java Application has caused 

an InvocationTargetException. This application will now exit. (LAX) 
 

解決方法： 

DISPLAY 環境変数が、インストール ソフトウェアを実行しているシステム

のホスト名に設定されていません。 環境変数を正しく設定します。 
 



データベース初期化エラーの表示 
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データベース初期化エラーの表示 

症状： 

次のようなエラー メッセージが示されます。  

** Error during Database Initialization 
 

解決方法： 

インストールで SpectroSERVER データベースを作成できませんでした。こ

れは重大な問題です。 テクニカル サポートにお問合わせください。 
 

データベース保存エラーの表示 

症状： 

次のメッセージが表示されます。  

** Error during Database save as db_<extension> 
 

解決方法： 

インストールで既存の SpectroSERVER データベースを保存できませんでし

た。 最も可能性の高い原因は、SpectroSERVER データベースが書き込み禁

止か、存在しない（データベースが削除されていたなど）ということです。 

SpectroSERVER データベースを書き込み可能にするには、chmod ユーティ

リティを使用します。 次に、CA Spectrum を再インストールします。 これ

で問題が解決しない場合は、テクニカル サポートにお問合わせください。 
 

VNMRC ファイル処理エラーの表示 

症状： 

次のメッセージが表示されます。  

** Error during Processing of vnmrc file 
 



サーバの構成の問題 

 

第 11 章： SPECTRUM のアンインストール  169  
 

解決方法： 

インストールで、SpectroSERVER デフォルト ファイル SS/.vnmrc に正しい値

を設定できませんでした。 これはインストール サイトでは解決できませ

ん。 テクニカル サポートにお問合わせください。 
 

サーバの構成の問題 

このトラブルは Solaris および Linux に関するものです 

症状： 

以下のメッセージが表示されます。 

ロケーション サーバに接続できません 
 

解決方法： 

次の手順に従ってください： 

1. <CA Spectrum host> を PING して接続を確認します。 

2. 名前が解決されているか確認します。 
 

3. <CA Spectrum host> の .hostrc ファイルでインストール ホストを確認し

ます。 
 

4. <CA Spectrum host> でメイン ロケーション サーバが実行されているか

確認します。 

5. ロケーション サーバのポートが正しいことを確認します。 
 

インストール所有者ユーザの問題 

このトラブルは Linux および Solaris に関するものです 

症状： 

インストール所有者ユーザに問題があります。 
 



OneClick Web サーバのエラー メッセージ 
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解決方法： 

次の手順に従ってください： 

1. <CA Spectrum host> の名前が解決されているか（ドメイン名を除く）を

確認します。 

2. CA Spectrum コントロール パネルの［制御］メニューから［ユーザ］

を選択し、インストール所有者が［ユーザ］ダイアログ ボックスに表

示されることを確認します。 

3. OneClick および SpectroSERVER がインストールされているコンピュー

タにインストールされている CA Spectrum のバージョンが同一である

ことを確認します。 
 

OneClick Web サーバのエラー メッセージ 

症状： 

http://<server>/spectrum/index.jsp のリソースを検出できません。 認証を完

了できませんでした。 
 

解決方法： 

Apache Tomcat が使用を試行しているポートで、別の Web サービス アプリ

ケーションが実行されている可能性があります。 他のアプリケーション

およびそれに関連するサービスを停止（そして必要な場合は無効に）して、

Apache Tomcat サービスを再起動します。 
 

OneClick Web サーバのシャット ダウン 

症状： 

VMware 2.0 にアップグレードしましたが、独自の Apache Tomcat サーバを

実行しています。 OneClick Web サーバをインストールした後、ポート 8005 

へのバインドを実行しようとすると、OneClick Web サーバがシャットダウ

ンします。 その場合、以下のエラー メッセージを受信します。 

- StandardServer.await: create[8005]: 

java.net.BindException: Address already in use: JVM_Bind 
 



OneClick Web サーバのシャット ダウン 
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解決方法： 

デフォルトでは、Apache Tomcat は Windows プラットフォームではポート 

80 を使用し、Linux と Solaris プラットフォームではポート 8080 を使用しま

す。 SSL を設定すると、Apache Tomcat はポート 443 を使用します。 Apache 

Tomcat はデフォルトのサーバ シャットダウン ポート 8005 も使用します。 

OneClick Web サーバをインストールする場合、同じコンピュータ上の他の

アプリケーションがこれらのポートを使用しないようにしてください。 

または、CA Spectrum が使用する Apache Tomcat のインスタンス上のポー

トを変更できます。 

注： Apache Tomcat のインスタンスがすでに実行されているコンピュータ

に OneClick Web サーバをインストールしないことを推奨します。 
 

詳細情報： 

OneClick Web サーバ ポートの変更 (P. 159) 
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付録 B: OneClick クライアントの問題のトラブ

ルシューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

奇妙な OneClick 動作 (P. 173) 

OneClick クライアントの起動の失敗 (P. 174) 

OneClick コンソールが開かない（Windows） (P. 175) 

Firefox ダウンロード エラーのダイアログ ボックス（Linux） (P. 177) 

OneClick.jnlp ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示される

（Solaris） (P. 178) 

OneClick が起動に失敗し、アクセスが拒否される（Windows） (P. 179) 

OneClick コンソールが開かない（Solaris） (P. 180) 

OneClick クライアントにログインできない (P. 181) 
 

奇妙な OneClick 動作 

症状： 

CA Spectrum をアップグレードした後、OneClick クライアントが 1 台のコン

ピュータで奇妙な動作をしていることに気づきました。 
 

解決方法： 

OneClick が使われていない別のコンピュータで問題を再現してみてくだ

さい。 そのコンピュータで問題を再現できない場合、CA Spectrum アップ

グレード時に Java キャッシュが更新されなかった可能性が非常に高いと

考えられます。 
 



OneClick クライアントの起動の失敗 
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OneClick クライアントがこの問題を示しているコンピュータで、Java 

キャッシュをクリアしてください。 

1. Java コントロール パネルにアクセスします。 

■ Windows プラットフォームで、［スタート］、［コントロール パ

ネル］とクリックし、［Java］をダブルクリックします。  

■ Solaris と Linux プラットフォームで、<JRE install 

directory>/bin/jcontrol を起動します。 

2. ［汎用］タブの ［インターネット一時ファイル］の下の［表示］ボタ

ンをクリックします。 

3. CA Spectrum OneClick コンソール アプリケーションを選択し、ツール

バーの［X］ボタンをクリックします。 

選択されたアイテムが削除されます。 
 

OneClick クライアントの起動の失敗 

症状： 

OneClick を起動しようとしましたが、起動しませんでした。 

解決方法： 

Java Web Start を含む JRE をインストールする際、Windows では、デフォル

トのキャッシュ ディレクトリはインストールを行うユーザのホーム ディ

レクトリになります。 このとき、ホーム ディレクトリのフル パスのいず

れかの部分（ユーザ名を含む）に感嘆符（「!」）が含まれる場合、OneClick 

は正常に起動しません。 

次の手順に従ってください： 

1. ［スタート］、［コントロール パネル］とクリックし、［Java］をダ

ブルクリックします。 
 

2. ［汎用］タブを選択し、次に［設定］をクリックします。 

3. 一時ファイルがある場所を変更するには、［変更］をクリックします。 

感嘆符を含まないパスを選択します。 
 



OneClick コンソールが開かない（Windows） 
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解決方法： 

インストール後に初めて OneClick を起動しようとするときに、サーバには

すでに Java バージョンがインストールされています。 OneClick が起動され

るたびに、Java の最小バージョンの確認が実行されます。 通常、必要な場

合は JRE を更新するように求めるプロンプトが表示されます。 ただし、こ

の更新が失敗する場合があります。 

OneClick クライアントを起動できない原因が、JRE の更新の失敗に関連し

ている場合は、OneClick ホーム ページの［JRE のインストール］をクリッ

クしてソフトウェアをインストールします。 このリンクは、JRE の必要な

バージョンへのリンクが含まれたページを呼び出します。 
 

OneClick コンソールが開かない（Windows） 

Windows で有効 

症状： 

OneClick コンソールを起動しようとしました。 Java スプラッシュ画面が表

示されましたが消えてしまい、OneClick コンソールが開きませんでした。 

解決方法： 

JRE が正しくインストールされていません。 OneClick クライアント サーバ

には正しい JRE バージョンが必要です。 前のリリースからアップグレード

している場合、Java のより古いバージョンが、Windows のデフォルトの場

所、C:¥Program Files¥Jave¥jre6 にすでにインストールされています。 その

バージョンが問題を引き起こしています。  
 

次の手順に従ってください： 

1. 「Windows への JRE および Java Web Start のインストール (P. 148)」で

概説される手順を繰り返します。 ただし、JRE をインストールすると

き、デフォルトまたは既存の場所以外の場所を選択します。 

2. インストールが完了した後、任意の既存の OneClick クライアントを

シャットダウンします。 
 



OneClick コンソールが開かない（Windows） 
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3. Java の新バージョンを使用して OneClick コンソールを実行するために、

古い jar ファイルのキャッシュをクリアします。 

a. Windows の［スタート］ - ［ファイル名を指定して実行］ダイアロ

グ ボックスで、「javaws -viewer」と入力し、［OK］をクリックし

ます。 

［Java コントロール・パネル］と［Java キャッシュ・ビューア］ダ

イアログ ボックスが開きます。 

b. ［Java キャッシュ・ビューア］ダイアログ ボックスのキャッシュ

内のアプリケーションを確認し、このビュー内の既存の OneClick 

アプリケーションを削除し、［閉じる］をクリックします。 
 

c. ［Java コントロール・パネル］ダイアログ ボックスの［一般］タ

ブで、［インターネット一時ファイル］セクション内の［設定］

をクリックします。 

［一時ファイルの設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

d. 以下のいずれかの手順を実行します。 

■ ［コンピュータに一時ファイルを保存します］オプションが選

択されている場合は、［ファイルの削除］をクリックします。 

［一時ファイルの削除］ダイアログ ボックスの［アプリケー

ションとアプレット］オプションが選択されていることを確認

し、［OK］をクリックします。 

■ オプションがオフの場合は、手動で一時ファイルを削除します。 

<Windows home directory>¥Local Settings¥Temp フォルダに移動

し、「jar_temp<number>」ファイルをすべて削除します。  

4. 新しい OneClick コンソールを起動します。 
 

詳細情報： 

Windows の OneClick クライアント要件 (P. 13) 

Linux の OneClick クライアント要件 (P. 17) 

Solaris の OneClick クライアント要件 (P. 22) 
 

 



Firefox ダウンロード エラーのダイアログ ボックス（Linux） 
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Firefox ダウンロード エラーのダイアログ ボックス（Linux） 

Linux で有効 

症状： 

OneClick コンソールの起動を試みると、Firefox ダウンロード エラーのダイ

アログ ボックスが表示されます。 

解決方法： 

以下のいずれかの状態で OneClick を起動しようとすると、Firefox ダウン

ロード エラーのダイアログ ボックスが表示されます。 

■ 正しい JRE バージョンが Linux システムにインストールされていない。 

■ 正しい JRE バージョンが設定されていない。 

■ .jnlp ファイル タイプが JavaWS アプリケーションに関連付けられてい

ない 
 

次の手順に従ってください： 

1. Linux OneClick コンソール システムに正しい JRE バージョンがインス

トールされていることを確認します。 JRE がインストールされている

場合は、次の手順に進みます。 インストールされていない場合は、

「Linux への JRE および Java Web Start のインストール (P. 151)」の手順

に従って、JRE をインストールします。 

2. .jnlp ファイル タイプを JavaWS アプリケーションに関連付けるように 

Firefox ブラウザを設定します。 

a. Firefox ブラウザ ウィンドウで、［編集］ - ［設定］を選択します。  

［設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

b. ［ダウンロード］をクリックします。 
 

c. ［ダウンロード時の動作設定］セクションで［表示］および［編

集］をクリックします。 

［ダウンロード時の動作設定］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
 



OneClick.jnlp ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示される（Solaris） 
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d. JNLP 拡張子のエントリを探します。 このファイル タイプに関連付

けられている動作が［JavaTM Web Start Launcher で開く］であるこ

とを確認します。 JRE をインストールすると、この関連付けが作成

されます。 異なる関連付けがリストされている場合は、［動作設

定の変更］をクリックします。 

［動作設定の変更］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

e. ［このアプリケーションで開く］を選択し、必要に応じて［参照］

をクリックします。 

［ヘルパー アプリケーションの選択］ダイアログ ボックスが表示

されます。 
 

f. インストールした場所から javaws を選択し、［OK］をクリックし

ます。 
 

g. ［閉じる］をクリックします。 

3. ［OK］をクリックします。 
 

詳細情報： 

Windows の OneClick クライアント要件 (P. 13) 

Linux の OneClick クライアント要件 (P. 17) 

Solaris の OneClick クライアント要件 (P. 22) 
 

 

OneClick.jnlp ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表

示される（Solaris） 

Solaris で有効 

症状： 

OneClick を起動しようとしたが、OneClick.jnlp ファイルのダウンロード ダ

イアログ ボックスが表示されてしまう。 

解決方法： 

JRE がインストールされていないか、またはコンピュータに正しくインス

トールされませんでした。 この問題を解決するには、OneClick クライアン

ト サーバに正しい JRE バージョンをインストールする必要があります。 
 



OneClick が起動に失敗し、アクセスが拒否される（Windows） 
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次の手順に従ってください： 

1. サポート対象の JRE バージョンがシステムにインストールされている

ことを確認します。 

2. JRE ファイルがインストールされていない場合は、OneClick ホーム 

ページからファイルをインストールします。 詳細については、「Solaris 

への JRE、Java Web Start、および Java プラグインのインストール (P. 

152)」を参照してください。 

JRE をインストールした後も問題が持続する場合は、次の手順に進みま

す。 

3. Java プラグインが正しくインストールされていることを確認します。 

詳細については、「Solaris への JRE、Java Web Start、および Java プラ

グインのインストール (P. 152)」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Windows の OneClick クライアント要件 (P. 13) 

Linux の OneClick クライアント要件 (P. 17) 

Solaris の OneClick クライアント要件 (P. 22) 
 

 

OneClick が起動に失敗し、アクセスが拒否される（Windows） 

Windows で有効 

症状： 

OneClick を起動しようとしましたが、OneClick が起動しませんでした。 次

のようなエラー メッセージが表示されました。 

opening oneclick.jnlp... 

Access to the specified device, path, or file is denied. 

解決方法： 

.jnlp ファイル タイプが javaws アプリケーションに関連付けられていませ

ん。 .jnlp ファイル拡張子が javaws.exe アプリケーションにマッピングされ

ていることを確認します。 
 



OneClick コンソールが開かない（Solaris） 
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詳細情報： 

.jnlp ファイルと Java Web Start の関連付け (P. 150) 
 

 

OneClick コンソールが開かない（Solaris） 

Solaris で有効 

症状： 

OneClick.jnlp を開くダイアログ ボックスが表示されますが、［プログラム

で開く］オプションが使用できません。 

解決方法： 

.jnlp ファイル タイプがシステムの javaws アプリケーションに関連付けら

れていません。 .jnlp ファイル タイプが JWS と関連付けられていることを

確認します。 

問題が持続する場合は、javaws コンソール内の設定を確認します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. javaws コンソールを開きます。 

2. ［編集］ - ［基本設定］ - ［詳細］ - ［JNLP ファイル/MIME の関連付け］

を選択します。 
 

3. ［ユーザに尋ねる］を選択します。 
 

4. ［適用］をクリックします。 
 

5. ［OK］をクリックします。 

6. OneClick コンソールを起動します。 

前の手順の完了後もこの状態が続く場合は、CA Spectrum 管理者にご連

絡ください。 
 



OneClick クライアントにログインできない 
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OneClick クライアントにログインできない 

症状： 

OneClick ホーム ページ（http://<hostname>/spectrum または 

http://<hostname>:<portnumber>/spectrum)、または起動した OneClick クラ

イアントにログインできません。 
 

解決方法： 

一般的な以下の事項を確認します。 

1. ログイン時に入力したユーザ名は有効なユーザですか? 

2. ユーザがメイン ロケーション サーバに存在しますか? 
 

3. SpectroSERVER またはセカンダリ SpectroSERVER は正常に実行されて

いますか? 
 

4. プライマリ SpectroSERVER でユーザは管理者またはオペレータの役割

を所有していますか? ユーザ役割を確認するには、OneClick コンソール

で［ユーザ］タブを選択します。 

5. パスワードは正しいですか? ユーザ パスワードを確認するには、

OneClick コンソールで［ユーザ］タブを選択します。 
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